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審査内容 
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開会 午前 ９時２９分 

 

○書記（輿石文明君） 改めまして、おはようございます。 

  ただいまから決算審査特別委員会を始めさせていただきます。 

  本日の資料は、ナンバー７、９、指定管理者導入の実績になりますので、よろしくお願い

いたします。 

  それでは、初めに委員長挨拶、三浦委員長、よろしくお願いします。 

○委員長（三浦進吾君） おはようございます。 

  21日から30日まで、全国交通安全週間でございまして、私も余りですけれども、何かき

のうの資料でいきますと、107件ほどいろいろな携帯あるいはスクールゾーンから始まって、

そういう違反があったようでございますけれども、特に私ども関心あるのはスクールゾーン

で39件ほどあったようでございますけれども、ぜひ議員の皆様方には日ごろから注意をお

願い申し上げ、委員長の挨拶とさせていただきます。よろしくお願いします。 

  おはようございます。 

  ただいまから決算審査特別委員会を始めさせていただきます。 

  本日は、決算参考資料のナンバー７とナンバー９でございます。指定管理者導入の施設の

実績についてを使いますので、ご用意をお願い申し上げます。 

  ただいまの出席委員は18名でございます。定足数に達しておりますので、これより決算

審査特別委員会を開会いたします。 

  なお、小澤委員は欠席、また山本英俊委員は遅刻の旨の連絡がありましたので、ご報告申

し上げます。 

  本日の会議を開きます。 

 

──────────────────────────────────────────── 

 

○委員長（三浦進吾君） 本日も一般会計決算審査を行います。 

  限られた時間内での審査ですので、委員各位のご協力をお願い申し上げます。 

  審査に当たり、資料は一問一答で行い、質問の際は決算参考資料のページと事業名を言っ

ていただき、簡潔にお願い申し上げます。 
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  また、当局側の答弁も簡潔に説明していただきたいと思います。 

  皆さんのご協力をお願いいたします。 

  それでは、審査に入ります。 

  認定第１号 平成28年度甲斐市一般会計歳入歳出決算認定の件を議題といたします。 

  説明、答弁については簡潔にお願いします。 

  初めに、学校教育課長より第10款教育費、第１項教育総務費、第２項小学校費、第３項

中学校費のうち、学校教育課所管事業について説明を求めます。 

  内藤学校教育課長。 

○学校教育課長（内藤和彦君） おはようございます。 

  学校教育課でございます。よろしくお願いいたします。 

  学校教育課が所管する業務は、小・中学校16校、給食センター２カ所、自校方式の調理

場９校の事業費等になります。 

  決算参考資料ナンバー９の９ページをお願いいたします。決算書は114、115ページにな

ります。 

  それでは、10款教育費、１項教育総務費、２目事務局費からご説明いたします。 

  ナンバー003市単独学校教員支援員等配置事業ですが、支出済額１億559万6,523円で、市

内小・中学校16校に配置しております一般職非常勤職員43人の人件費でございます。内訳

は、学校教育支援員38人、市単独教育員１人、スクールサポートカウンセラー４人でござ

います。 

  次に、ナンバー011学校庶務費ですが、支出済額3,457万6,211円で、市内小・中学校16校

の学校運営に関する共通の事業費でございます。財源内訳のその他財源36万1,662円ですが、

関東全国大会派遣事業の分配金、それから学校関係保険料の還付金、その他雑入、ＰＴＡ親

子安全会還付金でございます。事業の内容ですが、就学時定期健診関係は、小学校への新入

学予定児童の健診関係の費用と教職員の健康管理に伴う経費でございます。 

  次に、給食関係費ですが、児童・生徒及び教職員の給食費の口座振替手数料等でございま

す。 

  次に、学校関係保険料ですが、校外学習等に参加する児童・生徒、教職員、外部講師等の

保険の掛金でございます。 

  次に、学校関係負担金ですが、法令外負担金、ことばの教室共同設置負担金、教育協議会

負担金等でございます。 
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  次に、学校関係補助金ですが、校外活動等補助金、ＰＴＡ親子安全会掛金、芸術鑑賞教育

の経費、体育大会等への出場に対する補助等でございます。 

  次に、創甲斐教育推進事業ですが、新しい学校生活を送るための学級づくり推進事業や確

かな学力の育成推進事業など10の事業を実施し、それに係る講師への謝礼、消耗品等の経

費でございます。 

  次に、その他庶務関係ですが、小・中学校16校に設置してありますＡＥＤのリース料、

中巨摩地区指導主事負担金、研究会等への参加旅費等の経費でございます。 

  次に、ナンバー012外国籍児童支援事業ですが、外国国籍の児童・生徒が転入した際に、

児童・生徒や保護者に対し入学、転入の手続や学校の説明をする際に通訳が必要な場合の支

援事業でございます。 

  次に、決算参考資料10ページを、決算書は116、117ページをお願いいたします。 

  １項教育総務費、３目外国人講師招致事業費のご説明を申し上げます。 

  ナンバー002外国人講師、嘱託、臨時職員費、支出済額が2,070万2,130円ですが、市内５

校の中学校に配置している英語指導助手ＡＬＴの経費で、嘱託ＡＬＴ５人分の報酬と共済費

でございます。 

  次に、ナンバー010外国人講師招致事業、支出済額が1,802万3,666円ですが、小学校に配

置しているＡＬＴ６人分の委託料でございます。 

  続きまして、決算参考資料、同じく10ページ、決算書が116ページから119ページまでを

お願いいたします。 

  ２項小学校費、２目教育振興費のご説明を申し上げます。 

  ナンバー001から011まで、市内11校の小学校の支出済額１億1,617万4,618円でございま

す。財源内訳の国・県支出金55万550円の内訳ですが、国庫支出金としまして要保護等児童

援助費補助金でございます。事業の内容でございますが、各小学校教育振興費として、市内

11校分の教師用教科書や指導書、消耗品、備品購入費、校外学習等のバス借上料などの経

費でございます。 

  次に、各小学校就学援助費ですが、生活が困窮している世帯に対して学用品、校外活動費、

給食費等を援助する経費で、対象となります要保護児童６人と準要保護児童362人、特別支

援学級の在籍児童31人の合計399人の援助費でございます。 

  次に、各小学校コンピューター管理費でございますが、小学校11校のパソコン教室の保

守委託料、リース料、消耗品、工事費等の経費でございます。 
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  次に、決算参考資料11ページを、決算書は118、119ページをお願いいたします。 

  ２項小学校費、３目学校保健費のご説明を申し上げます。 

  ナンバー001小学校保健衛生費の支出済額2,081万6,103円ですが、小学校11校の学校医の

年間報酬、児童、教職員の健康診断委託料、災害共済給付掛金負担金、保健室用備品等の購

入費の経費でございます。 

  次に、２項小学校費、４目峡中地区ことばの教室設置費ですが、支出済額が163万4,788

円でございます。財源内訳のその他ですが、ことばの教室共同設置負担金で、甲斐市、南ア

ルプス市、中央市、昭和町の各市町の負担金でございます。 

  ことばの教室は竜王南小学校に設置しておりまして、言葉に障害がある幼児、児童に指導

を行っております。 

  経費の内訳としましては、需用費は事務用品、光熱水費、役務費は電話料、郵便料、委託

料は施設警備費委託料、備品購入費はパソコン、指導用図書の購入費等で、その他経費はコ

ピー機のリース料、研修会参加費の負担金などでございます。 

  次に、決算参考資料12ページをお願いいたします。決算書は120、121ページでございま

す。 

  ３項中学校費、２目教育振興費のご説明を申し上げます。 

  ナンバー001から005まで、市内５校の中学校費の支出済額１億442万9,861円でございま

す。財源内訳の国・県支出金75万1,249円の内訳ですが、国庫支出金の要保護生徒援助費補

助金と県支出金の授業改善プラン実践事業委託金、道徳教育研究推進事業の委託金でござい

ます。事業の内容ですが、各中学校教育振興費につきましては、市内中学校５校分の教師用

教科書や指導書、消耗品、校外学習や体育大会等のバス借上料、生徒用図書及び備品購入等

の経費でございます。 

  次の中学校就学援助奨励費ですが、生活が困窮している世帯に対して学用品、校外活動費、

給食費等を援助する経費で、要保護生徒５人、準要保護生徒232人、特別支援学級10人での

合計247人の援助費でございます。 

  次に、各中学校コンピューター管理費ですが、各中学校のパソコン教室の保守委託料、リ

ース料、消耗品等の経費でございます。 

  次に、決算参考資料、同じく12ページを、決算書は122、123ページをお願いいたします。 

  ３項中学校費、３目学校保健費のご説明を申し上げます。 

  ナンバー001中学校保健衛生費ですが、支出済額1,037万8,021円でございます。事業の内
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容につきましては、市内中学校５校の保健衛生に関する経費で、学校医の年間報酬、生徒、

教職員の健康診断委託料、災害共済給付掛金負担金、保健室用備品等購入費の経費でござい

ます。 

  以上が事務局費から中学校費まででございます。ご審議のほどよろしくお願いいたします。 

○委員長（三浦進吾君） 説明が終わりました。 

  これより説明に対して質疑を行います。 

  先に、所管の委員の質疑を行います。 

  所管は総務教育常任委員会でございます。 

  質疑ございますか。 

  松井委員。 

○委員（松井 豊君） ９ページの学校教育支援員やカウンセラーですが、これはあれでしょ

うか。ほかの同じくらいの規模の市に対して、大体同等なのか、あるいは多少があるのか、

参考に。 

○委員長（三浦進吾君） 当局の答弁を求めます。 

  内藤課長。 

○学校教育課長（内藤和彦君） 市単教員支援員の人数は、県内でもトップクラスということ

で、甲斐市が非常に充実している内容だというふうに理解しております。 

  また、配置しております支援員、市単教員は全て教員免許証所有者ですので、そういう面

からでも、非常に学校では重要な役割を担っているというふうに考えております。 

○委員長（三浦進吾君） よろしいですか。 

  ほかにございますか。 

  保坂委員。 

○委員（保坂芳子君） 就学援助のことなんですが、特別支援学級の生徒さんは、中学校も小

学校も予算のときの半分の人数になっていますよね、大体。その辺の事情をちょっと教えて

ください。 

○委員長（三浦進吾君） 当局の答弁を求めます。 

  内藤課長。 

○学校教育課長（内藤和彦君） 在籍している特別支援学級のお子さん全てが援助を受けてい

るわけではなく、この在籍しているお子さん方の何人かは、既に就学援助を受けているお子

さん、あるいは就学援助を受けていないんですけれども、この特別支援の奨励費を受けるに
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は基準がございますので、その基準よりもほり所得が多いというふうなお子さんということ

になります。 

  見積もりのときには、予算のときには、どの程度の方が申請するかわかりませんので、申

請があったときには対応できるように、少し余裕を持って予算を立てております。 

○委員長（三浦進吾君） 保坂委員。 

○委員（保坂芳子君） そうなんでしょうね。ただ、ほかが、普通の児童の要保護・準要保護

の人数というのはほとんど変わらないんだけれども、特別支援だけかなりの、倍ぐらいの違

いがあるので、そんなにわからない部分なのかななんて思ったもんですから聞いたんですけ

れども。 

○委員長（三浦進吾君） 答弁求めますね。 

  当局の答弁を求めます。 

  内藤課長。 

○学校教育課長（内藤和彦君） ページをごらんいただきますが、小学校の場合は、今、特別

支援のほうが10ページが31人受けておりますが、在籍は58人おります。中学校のほうが、

12ページですが、在籍が26人に対して10人ということです。やはり申請に基づくというこ

とで、新しく特別支援学級に入級するお子さん自体も、決まるのが１月ということですので、

既に予算の時期を過ぎておりますので、実績に基づきながら考えているわけですけれども、

若干の違いが生じてくるということでございます。 

○委員長（三浦進吾君） よろしいですか。 

  保坂委員。 

○委員（保坂芳子君） 12ページの各中学校の教育振興費の中に、この予算の中に、いろい

ろな研修とか行くときのバスの借り上げが入っているというお話でしたけれども、例えばき

のう出た敷島のスクールバスというのがありますが、敷島の場合は、この借り上げをしない

で、スクールバスを使っているんですか。 

○委員長（三浦進吾君） 当局の答弁を求めます。 

  内藤課長。 

○学校教育課長（内藤和彦君） バスが今、敷島中学校、それから敷島北小にございますけれ

ども、市内の学校ですね、敷島地区に限らず、教頭会とかそういったところで調整をしまし

て、多くの学校が利用しているという状況でございます。 

○委員長（三浦進吾君） 保坂委員。 
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○委員（保坂芳子君） ただ、それで全部間に合うわけではないですよね。間に合わない部分

は普通のバスを借り上げているということでよろしいんですよね。 

○委員長（三浦進吾君） 当局の答弁を求めます。 

  内藤課長。 

○学校教育課長（内藤和彦君） そのとおりでございます。非常に大会等、校外学習等多うご

ざいますので、スクールバス２台だけでは足りません。また、福祉のほうも、福祉バスも利

用しているんですけれども、十分なわけではございませんので、借り上げバスということに

なります。 

○委員長（三浦進吾君） いいですか。 

  保坂委員。 

○委員（保坂芳子君） 11ページの峡中地区のことばの教室なんですが、私、９月の一般質

問やるときに、発達障害関係のことで調べたときに、ことばの教室の教える先生とか、どう

いった体制でやっているのかというところが、本当に専門の方が入って特別にやっているの

かどうかというところがちょっと本当は聞きたかったんですが、その辺どうなんでしょうか。

結構甲斐市の方が多いですよね、この170人といううちのね。その辺どうなんでしょうか、

内容的に。 

○委員長（三浦進吾君） 当局の答弁を求めます。 

  内藤課長。 

○学校教育課長（内藤和彦君） ことばの教室を学校に設置している特別支援教室は１つです

ので、やはり言葉の専門家というふうな配置はなかなか難しゅうございます。私もことばの

教室に10年ほど勤務したんですけれども、最初は研修を受けながら、先輩の教師にいろい

ろ教わりながらということで、少しずつ技術を習得していくというふうな状況でございます。 

  研修につきましても、かなり潤沢に行っていただくということで、他の一般教諭よりも研

修の機会を多く持つように、また県内でもことばの教室ふえてきましたので、県内の先生方

のネットワークで講師の派遣等をやりとりしながら、技術の向上に努めているというところ

でございます。 

  県のそれぞれの機関とも連携して、病院の中にはＳＴ、言語聴覚士もおりますので、そう

いった先生に講師をお願いしていただくというふうなこともございますし、ことばの教室の

配置をきっかけに言語聴覚士の資格を取るというような教職員も前はございましたので、皆

さん熱意を持って取り組んでいただいているというふうに思います。 
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○委員長（三浦進吾君） 保坂委員。 

○委員（保坂芳子君） こういった組織に県のほうからもお金の援助とか、そういった人材の

あれとかというのは県からはないんですか、全然。 

○委員長（三浦進吾君） 当局の答弁を求めます。 

  内藤課長。 

○学校教育課長（内藤和彦君） 人材の件ですけれども、やはりことばの教室を長く担当して

いる教職員もおりますので、そういった場合には、本人の希望にもよりますけれども、こと

ばの教室のある学校を希望すれば、そういったところの配慮もあります。 

  ただ、経費につきましては、県のほうからの経費というものはなく、今、ことばの教室の

運営は各市町村、構成市町村の負担金で運営をしているところでございます。 

○委員長（三浦進吾君） 保坂委員。 

○委員（保坂芳子君） できますれば、やっぱり専門の、専門員がいることが望ましいので、

要望ですけれども、そんなふうに働きかけもしていただきたいし、お金の面でも、それはや

っぱり働きかけるしかないかなという、関係の市町村だけで賄える金額でもないかなと思う

んですが、ここのその他の、財源内訳のその他のこのお金というのは、どういうお金なんで

したっけ。 

○委員長（三浦進吾君） 当局の答弁を求めます。 

  内藤課長。 

○学校教育課長（内藤和彦君） 財源内訳のその他でございますけれども、甲斐市の負担金が

77万5,349円、甲斐市で77万5,349円、それから南アルプス市で57万9,302円、南アルプス市

で57万9,302円、中央市で22万2,809円、中央市で22万2,809円、昭和町で14万8,540円、昭

和町が14万8,540円、それぞれ人口割等で計算をして、負担をしていただいているところで

ございます。 

○委員長（三浦進吾君） いいですか。 

  ほかにございますか。 

  長谷部委員。 

○委員（長谷部 集君） ９ページの先ほど松井委員が質問した支援員のところですけれども、

支援員の人数が去年より４人ほどふえているんですけれども、これ、配置状況等で変更はど

んなふうになっているのか教えてください。 

○委員長（三浦進吾君） 当局の答弁を求めます。 
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  坂本指導監。 

○指導監（坂本公彦君） 人数につきましては、実は昨年度とその前とちょっと数え方を変え

た部分がありまして、半日の支援員さんを以前は0.5人という勘定で数えていまして、0.5

人の方が２人で１人と、１という、そういうふうな数字で考えていたものですから、その部

分の誤差が出まして、昨年度からは、0.5人であっても１人というふうに数え直したという

ところがありますので、例年に比べて人数が多く変わったということではありません。配置

についての変化というのは大きくありません。 

  以上です。 

○委員長（三浦進吾君） よろしいですか。 

  長谷部委員。 

○委員（長谷部 集君） 質問を変えます。 

  10ページの各小学校のコンピューター、あと12ページの中学のコンピューター両方なん

ですけれども、たしか記憶だと平成28年でリースが満了になるということで、その関係か、

中学のほうはリース料が半額以下になっているんですけれども、小学校のほうはあんまり変

わりがないようですけれども、リースの満了と、あと満了した後、今度はタブレットもまた

検討するなんていう話が以前出ていましたけれども、その辺どうなっているのか、あわせて

お答えを。 

○委員長（三浦進吾君） 当局の答弁を求めます。 

  内藤課長。 

○学校教育課長（内藤和彦君） 小学校につきましては、28年のまた９月から再契約を結び

まして、また５年間のタブレットを導入いたしました。 

  中学校は、８月までリース期間あったんですけれども、９月以降はリースが終わりまして、

譲渡された今、パソコンを利用しているという状況ですので、リース料が27年度に対して

減っているのは、リース期間が４月から８月というふうなことで減っておるところでござい

ます。 

○委員長（三浦進吾君） 長谷部委員。 

○委員（長谷部 集君） そうすると、小学校のほうは金額は変わらないけれども、パソコン

の物自体は、もう新しくタブレットになっているということですね。 

  中学のほうは、これ、リースアップしたということですか。 

○委員長（三浦進吾君） 当局の答弁を求めます。 
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  内藤課長。 

○学校教育課長（内藤和彦君） 今後も、中学校も計画的に新たなまた契約を結びたいという

ふうに考えておるところでございますが、現在のところは、今、譲渡されたものを使ってい

るという状況でございます。 

○委員長（三浦進吾君） よろしいですか。 

  ほかにございますか。 

  滝川副委員長。 

○委員（滝川美幸君） 10ページの010のところの外国人の講師の件ですけれども、今度小学

校から英語教育を充実させるという中で、新聞にもいろいろ出ていますし、ニュースの報道

なんかでは、本当に今いる先生方の研修会を開く中で、やはり先生方が汗だくでしている姿

を見たときに、やはりちょっと無理があるのかなというところを感じました。 

  この中で、やはり甲斐市もアメリカのアイオワ州キオカック市との交流もありますし、そ

ういうところからの希望者もいるわけですけれども、今後、そういう外国の先生方を招いて、

やはり子供たちの教育をしていただくということは非常に大事なことだと思うんですが、今

後そのようなふやすという計画はいかがでしょうか。 

○委員長（三浦進吾君） 当局の答弁を求めます。 

  内藤課長。 

○学校教育課長（内藤和彦君） 現在、各中学校には１人嘱託、それから小学校は２校を１人

と。双葉東小学校はクラスが多いものですから１人でやっておりますが。今のところ、全て

の学年の外国語の授業にはＡＬＴを活用することができております。 

  今後、時間数がふえますので、その場合に、どんなふうに時間数をふやすことが有効なの

か、今、指定校等で検討しておりますので、今後、ＡＬＴの増員が必要なのか、あるいは今

の現状の中で学校の工夫等で対応できるのか、今、検討をしているところでございます。 

  また、外国の方でなくても、地域の方で英語の堪能な方もいらっしゃいますし、そういう

ふうな方を活用している地域もございますので、それぞれのいろいろな地域の状況を情報収

集しながら、次の授業には、次の改定には備えていきたいというふうに考えております。 

○委員長（三浦進吾君） 滝川副委員長。 

○委員（滝川美幸君） 今、地域の方という話が出ましたけれども、確かに甲斐市の中にも外

国人と結婚していらっしゃる方、そういう家庭も非常に多くて、カナダ人の先生が英語の先

生をしていらっしゃるとかいう、本当にそういう先生方も多くいらっしゃいますので、本当
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に充実した英語を学ばせてあげるように努力していただきたい。 

  特に幼稚園では今、そういう教育が非常に盛んで、幼稚園のときには、うちの先生はカナ

ダの先生なんてよく子供たちが言うんですけれども、そういう中で、小学校に入るとちょっ

とまた違ってくるという、教育の関係ではなくて、やはり今から国際社会になるので、環境

を整えてあげるためにぜひ努力していただきたいと思いますので、よろしくお願いいたしま

す。 

○委員長（三浦進吾君） 要望でいいですね。 

○委員（滝川美幸君） はい。 

○委員長（三浦進吾君） ほかにございますか。 

  内藤委員。 

○委員（内藤久歳君） 今の関連になると思うんですけれども、この招致と、それから職員と

いうことになっているんですけれども、この勤務形態というのはどういう形になっています

か。 

○委員長（三浦進吾君） 当局の答弁を求めます。 

  内藤課長。 

○学校教育課長（内藤和彦君） 中学校の嘱託職員については、基本的には教職員と同じ勤務

形態で行っております。また、委託の場合ですけれども、小学校それぞれ週１時間、35週

ですので、その時間と、それから５、６年生が今、週１時間やっていますので、そこへ入る

時間、それから小学校１年生から４年生も年間15時間くらい国際理解の時間ということで

やっています。そこへ入っていただくような形になっていますが、基本的には朝の打ち合わ

せも出ていただいて、夕方、教職員との打ち合わせもしていただくというふうな勤務になっ

ております。 

○委員長（三浦進吾君） 内藤委員。 

○委員（内藤久歳君） そうすると、勤務そのものは、招致と臨時ということで、全く同じス

タイルでやっているのか、それともどこか違うのかっていう、そういうことはないというこ

と。全く同じ…… 

○委員長（三浦進吾君） 当局の答弁を求めます。 

  内藤課長。 

○学校教育課長（内藤和彦君） 学校サイドからしますと、同じ勤務形態をしているというふ

うに、だと思います。 
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  それぞれ嘱託職員ですので、中学校の場合は、いろいろな通訳とか、それから子供の英語

教室とか、そういったところも担当はしていただいていますけれども、そういった職員とし

てのまた活躍の場は中学校は少し広くなっておりますが、小学校については、本当に授業だ

けということですけれども、その違いはありますが、基本的に勤務形態は同じというふうに

考えております。 

○委員長（三浦進吾君） 内藤委員。 

○委員（内藤久歳君） それで、今後とも英語教育の導入で、そういう点については、先ほど

もちょっと滝川議員のほうから意見が出たですけれども、この点、今、５人の６人と11人

体制でやっていると思うですけれども、今後英語教育の導入に向けて、こういった人をふや

して強化していくことも必要じゃないかなと思うんですけれども、その点については、次年

度の予算のことになるかと思いますけれども、取り組みとしてはどんな形で今、考えている

んですか。 

○委員長（三浦進吾君） 当局の答弁を求めます。 

  内藤課長。 

○学校教育課長（内藤和彦君） 先ほども説明の中に入れさせていただきましたけれども、今、

研究指定校のほうでどんなふうなことが有効なのか検討していただいているところです。一

部の地域では、モジュールと言って、毎日少しずつやるということで対応していこうという

地域もあったり、全く一こま、もう１時間そっくりふやしたほうがいいんだろうというふう

な地域もあって、今、それぞれで検討しているところです。 

  全く一こまふえていく場合には、ＡＬＴの活用というのが今の状況では全ての学年に行く

ということは難しいと思いますので、その点、どんなふうに活用していくか、低学年の配置

状況、あるいは高学年の教科としての英語、外国語にどういうふうに配置していくか、そん

なところは今後の検討課題だというふうに考えております。 

○委員長（三浦進吾君） 内藤委員。 

○委員（内藤久歳君） このＡＬＴ事業とはちょっと関連、ちょっと違うかもしれませんけれ

ども、今、日本人の先生方が非常に英語教育に対して大変だというふうな情報も聞いている

わけですよね。その点については、甲斐市としては、英語教育の導入に向けて、普通のそう

いった専門以外のそういう先生方も当然携わらなきゃ足りないと思うんですよね。そういう

点については、早目に手を打って対策をしていくことが必要だと思いますけれども、その点

についてはどんなお考えを持っていますかね。 
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○委員長（三浦進吾君） 当局の答弁を求めます。 

  内藤課長。 

○学校教育課長（内藤和彦君） 県のほうでも、英語の中核教員の研修事業ということで、各

学校に英語教育の中核になれるような人材を育成するということで研修がございました。そ

れに各学校必ず行っていただいて、その方がまた管理をしていただくような制度もございま

す。 

  また、夏休み中心に市教委主催の教職員の授業力向上講座もあります。毎年行っています

ので、そういった講座の中に外国語の学習というようなものを入れていくというふうな方法

もあろうかと思います。 

  さまざまな、中学校の先生方もいらっしゃいますので、そういった先生方とも交流をしな

がら、小学校の教員の英語の指導力というんですか、英語力は向上はなかなか難しいかも、

指導をどういうふうにしていくかということが大事だと思いますので、そんな取り組みもし

ていきたいというふうに考えております。 

○委員長（三浦進吾君） よろしいですか。 

  ほかにございますか。 

〔発言する者なし〕 

○委員長（三浦進吾君） なければ、次に所管以外の委員の質疑を許します。 

  ございますか。 

  五味委員。 

○委員（五味武彦君） 各ページにわたって申しわけないんですけれども、まず９ページです

ね。総務費の事務局費の中で、予算を１億1,500万円組んだのに、支出は１億500万円しか

ないんですよ。要するに、1,000万円節約したというのが聞こえがいいのかわからないです

けれども、ところが予算時では学校教育支援員は36名、ふえていえるんですね、今回。決

算のときには２人ふえている。市単独教員は２人だったのが１人になった。これ、減です。

それから、スクールカウンセラー４人、これは変わりません。たしか教育支援員と市単独教

員は月々20万円程度の給料だと思うんですよ。ということは、予算時よりもふえてなきゃ

おかしいんですよ。それがなぜ1,000万円も減っちゃっているのか、この辺ちょっと教えて

いただけますか。 

○委員長（三浦進吾君） 当局の答弁を求めます。 

  内藤課長。 
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○学校教育課長（内藤和彦君） 予算計上時には、市単支援員は同じ給与になるんですけれど

も、34人、半日勤務を８人というふうに計上いたしました。ＳＳＣが４人と。この予算計

上の中には、年度初めに配置する支援員と年度途中に急遽、学級の状況等で支援員を配置し

なければならない状況も過去ございましたので、そういった緊急時の代替用に少し予算の幅

を持たせて対応を考えていたところでございます。 

  それから、ＳＳＣが昨年度、年度の途中で、１学期の途中で体調を壊されまして、欠員と

いう状況になりました。昨年度は多くの期間を３名で勤務をしたというふうなことがござい

ましたので、そういった費用等で、合計しますと約1,000万円近くの減ということです。市

単支援員の予備的なものを28年度は全てを活用しなかったというふうな状況でございます。 

○委員長（三浦進吾君） 五味委員。 

○委員（五味武彦君） じゃ、例えば９ページの事務局費ですか、１億5,000万円に対して１

億4,000万円、ここで1,600万円余っちゃっているんですよ。余ったという言い方はないで

すけれども、節約したのかわかりません。 

  その次の招聘事業にしても、300万円も使ってない。教育振興費で600万円使ってない。

学校保健費でも200万円使ってないと。それぞれが、それから最後のこれは何ですか。12ペ

ージ、教育振興費でも800万円使ってないんですよ。合わせると4,000万円近い金が予算に

組んだのにもかかわらず未執行なんですよ。残すのが美徳ではないと思うんですよ。せっか

く予算ではとったんだから、皆さん要求しているわけだから、それを実行しなきゃおかしい

と思うんですよ。 

  それは見込みという部分があろうかと思いますが、ここ、ちょっと幅が広過ぎているんじ

ゃないかなと。ということは、予算の審議のときに、果たしてこれで本当に使うのか、使わ

ないのかというところまでちょっと心配になっちゃうんですよ、審議のときに。この辺どう

なんですか。今言ったのは、たしか3,500万円から4,000万円ぐらい、各項目をトータルす

れば残っちゃっているんです。この辺、ちょっと基本的な考え方教えていただけますか。 

○委員長（三浦進吾君） 当局の答弁を求めます。 

  内藤課長。 

○学校教育課長（内藤和彦君） それでは、９ページの市単支援員は、今ご説明申し上げたと

おり、予備的な部分ということでご理解いただいたと思います。途中の退職ということでし

た。 

  それから、学校庶務費で一番大きいところは、学校関係補助金というところが結構低くな



－387－ 

っております。それにつきましては…… 

〔発言する者あり〕 

○学校教育課長（内藤和彦君） はい。補助金ですので、大会等、あるいは吹奏楽の大会等で

出た場合に補助金を出すわけですけれども、昨年、28年度はそういったところが前年に比

べてちょっと実績が少なかったというふうなことがございます。 

  それから、創甲斐教育の推進事業も160万円ほど少なくなっておりますけれども、それに

つきましても、オークルーム、不登校の子供さんの教室をいつも開設できるようにはしてお

くんですけれども、やはり子供さんの状況によっては、なかなかオークルームのほうへも通

えないということで、予定をしておりました講師の先生方、賃金発生しなかったというふう

なことがございます。 

  それから、大きなところでは、10ページの小学校費ですけれども、ここの就学援助費の

ところでも、やはり300万円ほど少なくなっております。それがやはり援助費の見込みをで

すね、前年に対して、ここ数年の実績に対して予算を立てるわけですけれども、援助費のほ

うも、年々申請者、認定者が減っているというふうな状況、それからどうしても階層に分か

れていますので、それぞれどのくらいの認定になるかによって金額が違います。予算上は、

皆さんが高い階層になるのではないかということで、そういった状況で予算立てをしている

というふうなことをご理解願いたいというふうに思います。 

  それから、保健衛生費につきましては、児童、教職員の健康診断委託料が減っているわけ

ですけれども、結核検診なんかも教職員やるわけですけれども、結核で何か問題があった場

合に精密検査とか、あるいは胃の精密検査とかというふうなことも費用として予算計上して

おったんですけれども、幸いなことに、結核のほうはそういうことはなく、胃の検診につい

てもなかったというふうなことで、100万円近くの減というふうなことでございます。 

  申請行為にやってどうしてもなるというふうな部分がございますので、若干の金額の差が

起きてしまうというところでございます。 

○委員長（三浦進吾君） 生山部長。 

○教育部長（生山 勝君） 私のほうから若干つけ加えさせていただきます。 

  実は、３月補正の提出の締め切りが１月の上旬になっております。３月補正に残りの１月、

２月、３月を見込む関係がございます。その中で、本来的確に見込めればよろしいんですけ

れども、なかなか的確に見込めない事業等もございます。そういうことの中で、補正減した

いけれども、足りなくなったら困るということの中で、安全面を考慮する中でということが
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ございます。 

  また、１月、２月、３月の中でどのくらい対象者がふえるということも未確定な問題がご

ざいます。そういうことがございまして、なかなか補正減をする中の精査が難しい状況がご

ざいます。 

  今後、できるだけ３月補正の補正減に対しましては、精査する中で予算現額を見積もって

いきたいと思っております。 

  以上でございます。 

○委員長（三浦進吾君） 五味委員。 

○委員（五味武彦君） 部長のそういう発言で結構だと思います。 

  何しろ予備費だ何だかんだ盛っておけばいいやと、金なくなったらそっちのほうを流用す

ればいいやという考え方じゃなくて、何が幾らかかって、それの積み重ねで予算というのは

決まると思うんですよ。予算組んだらば、それを執行するのがやっぱり行政の役目ではない

かなと思うんです。 

  ここで3,000万円から4,000万円の金が、結果的には市民の目から見れば余ったわけです

よ。じゃ、その金があったら、どこかで使われるんじゃないかという批判だって出てくるわ

けですよ。この辺、十分やっぱり加味しながら、予算時の立て方、予算の立て方、この辺も

より厳密なとこら辺をやっぱり数字を出したほうがよいんではないかなと思いますが、いか

がですか。 

○委員長（三浦進吾君） 当局の答弁を求めます。 

  生山部長。 

○教育部長（生山 勝君） 確かに今、五味議員さんおっしゃるとおりでございまして、結局

このお金は繰り越しになってしまいます。そういうことを考えますと、やはり的確な予算執

行等が求められておりますので、我々、当初予算を計上する中でも精査を行いますけれども、

なおかつ、また３月補正の段階で、残り３カ月間を見込む中で、予算執行を適正に行ってま

いりたいと思いますので、よろしくお願いいたします。 

○委員（五味武彦君） 以上です。 

○委員長（三浦進吾君） いいですか。 

  ほかにございますか。 

  樋泉委員。 

○委員（樋泉明広君） 先ほど質問をされているとは思うんですが、９ページ、スクールサポ
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ートカウンセラーですが、この４人分の費用、お金ですが、どのぐらいになっていますか。 

○委員長（三浦進吾君） 当局の答弁を求めます。 

  坂本指導監。 

○指導監（坂本公彦君） 平成28年度年間の勤務は220日ということで、月額にしますと、１

人当たり11万9,000円ということでやっていただいております。 

○委員長（三浦進吾君） 樋泉委員。 

○委員（樋泉明広君） 勤務配置ですが、どんなふうな勤務配置になっているんでしょうかね。 

○委員長（三浦進吾君） 当局の答弁を求めます。 

  坂本指導監。 

○指導監（坂本公彦君） 現在は４人のスクールサポートカウンセラーの方に勤務していただ

いておりまして、２人一組または１人、１人、２人というふうに、比較的常にこの学校にと

か、常にこの地域をというよりも、そのときそのとき必要な人数配置の中で市内を巡回をし

ていただいているという形で、現在は、本日で言いますと、敷島中にお１人、竜王中にお１

人、玉幡中にお２人で、玉幡中のお２人は交代で市内を巡回するというような勤務をしてお

ります。 

  ただ、これが今後もずっと続くというわけではなくて、学校内の難しさとか、指導が必要

な状況の変化に応じて勤務体制というのは変わっていくというふうに考えております。 

  以上です。 

○委員長（三浦進吾君） 樋泉委員。 

○委員（樋泉明広君） 細かい話になりますが、このサポートカウンセラーの皆さんがサポー

トした児童・生徒、何件ぐらいありましたでしょうかね。できたら、またその内容について

も、どういう相談をされたのか参考に聞かせてください。 

○委員長（三浦進吾君） 当局の答弁を求めます。 

  坂本指導監。 

○指導監（坂本公彦君） スクールサポートカウンセラーという名前が少し混乱を招く部分も

あるんですが、カウセラーということで、いわゆる相談業務、１対１でカウンセリングを行

うということを行っている業務ではなくて、警察のＯＢの方々が校内の巡視とか、指導が困

難な生徒、また教室から飛び出してしまうような生徒に対して必要に応じて指導を行ったり、

または教職員の援助を行ったり、または警察との連携を行うというようなことを行っており

ますので、カウンセラー、いわゆる心理カウンセラーというような形で、１対１で何件とい
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うようなカウントはしていません。申しわけありません、よろしくお願いします。 

○委員長（三浦進吾君） よろしいですか。 

  樋泉委員。 

○委員（樋泉明広君） 大変大事な役目を持っていらっしゃると思うんですが、今後、このカ

ウンセラーの皆さんに頑張っていただいて、ぜひいろいろな問題に対応してもらいたいとい

う気持ちなんですが、これ、４人で足りているんでしょうかね。どうなんですか。 

○委員長（三浦進吾君） 当局の答弁を求めます。 

  坂本指導監。 

○指導監（坂本公彦君） 現在は、それで非常に人数が足りなくて困るという声はそれほど多

くはありません。ただ、年とか時期によっては、うちにもう一人配置してくれないかという

ようなことっていうのはその都度その都度あるので、人数についても、また今後、学校の状

況を確認しながら、検討してまいりたいと思います。 

○委員長（三浦進吾君） 樋泉委員。 

○委員（樋泉明広君） じゃ、ちょっと違う質問をします。 

  就学援助奨励費、何ページだっけかな。10ページの小学校、中学校の就学援助奨励費に

ついてお尋ねをしたいんですが、入学前に入学する子供たちの援助品ですが、平成28年度

では若干違う、値上げをされたということをちょっと聞いたんですが、どのくらい値上げを

もしされたのか。変わりなければ変わらないんだろうと思うんですが。 

○委員長（三浦進吾君） 当局の答弁を求めます。 

  内藤課長。 

○学校教育課長（内藤和彦君） 28年度におきましては、各費目とも値上げということはご

ざいませんでしたが、29年度から改定という、失礼しました。30年から改定ということで、

今、準備を進めているところでございます。 

○委員長（三浦進吾君） 樋泉委員。 

○委員（樋泉明広君） 参考に聞かせてもらいたいんですが、現状は幾らで、30年度はどの

ぐらいになるのかというのを教えていただけますか。 

○委員長（三浦進吾君） 当局の答弁を求めます。 

  内藤課長。 

○委員（樋泉明広君） 小学校、中学校で違うんでしょうけれども、もしわかっている範囲で

結構ですけれども、お願いいたします。 
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○委員長（三浦進吾君） 内藤課長。 

○学校教育課長（内藤和彦君） 今、手元に28年度の資料がございますので、まず28年度の

金額から申し上げます。 

  学用品費が小学校で6,270円、中学校が１万6,270円です。校外活動費、今のが学用品費

ですけれども、校外活動に行った場合に、小学校では1,510円、中学校では2,180円、修学

旅行に行った場合に、小学校では２万600円、中学校では５万5,900円、それから学校給食

費は全額ですので、４万9,500円、中学校では５万5,000円ということになります。以上が

28年度の金額です。 

  30年度につきましては、全て小・中学校とも国の基準の100％に出しますので、小学校の

入学準備金と言われるものですね。新１年生のものが、今まで２万470円だったものを４万

600円に改定いたします。中学校は今まで２万3,550円だったものを４万7,400円に改定をい

たします。 

  同じく学用品費も、国基準と同じような形で、小学校１万1,420円、中学校が２万2,320

円というふうな形で改定をしてまいります。30年度からということになりますけれども、

お願いいたします。 

○委員長（三浦進吾君） 生山部長。 

○教育部長（生山 勝君） 若干つけ加えさせていただきます。 

  入学準備金につきましては、過日の全協でご説明させていただきましたけれども、来年の

４月１日に入学する新１年生、小学校１年生、中学１年生につきましては、一応予定では来

年の２月の末日にその入学準備金を支給する予定でございます。 

  その支給する金額につきましては、先ほど言いました、現在、小学校につきましては１万

9,900円が４万600円、それから中学につきましては２万2,900円が４万7,400円という形に

なってございますので、一応29年度、来年の２月に支給する入学準備金につきましては、

29年度から対応すると。それ以外のものにつきましては、30年度から値上げに対応すると

いうことでございます。よろしくお願いします。 

  また、12月補正で、足りない場合につきましては、またそういうものの補正をよろしく

お願いいたします。 

  以上でございます。 

○委員（樋泉明広君） はい、わかりました。 

○委員長（三浦進吾君） ほかにございますか。 
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  赤澤委員。 

○委員（赤澤 厚君） すみませんね。創甲斐教育推進事業のことをちょっとお聞きしたいん

ですけれども、９ページの。さっき課長のほうから、事業が10事業ということで行ったと

いうことなんですけれども、この事業の内容、それで対象の生徒というのは、それはどうい

うふうになりますか。 

○委員長（三浦進吾君） 当局の答弁を求めます。 

  坂本指導監。 

○指導監（坂本公彦君） 主な10事業でありますが、指定校と言いまして、学校で研究をし

ていただいて、児童・生徒の生きる力に生かしていただくというようなことで、21世紀型

学力を育成する推進事業ということで竜王小が１つ、あと確かな学力育成事業ということで

２校を指定しております。これで２つの指定ということになります。 

  また、小・中連携事業と言いまして、小・中学校の連携を充実させるということで、現在、

敷島地区の小・中学校４校を指定しております。 

  また、コミュニティスクール推進事業としまして、双葉西小ということで、その事業。 

  また、教師力向上、楽しい学校生活を向上するためのＱＵのアンケートの実施等、また応

援教室、自学講座、英語ふれあい教室、先ほども出てまいりましたオークルームといった不

登校対策ということで、合わせて10の事業ということで取り組んでいます。 

○委員長（三浦進吾君） 赤澤委員。 

○委員（赤澤 厚君） これ、結局学校によってやっているというか、全部11の学校やって

いるわけじゃなくて、その学校に応じた事業というかな、事業を行っているということなの、

基本的には。 

○委員長（三浦進吾君） 当局の答弁を求めます。 

  坂本指導監。 

○指導監（坂本公彦君） その事業の内容によりましては、全ての学校が行っているものもあ

ります。例えば、楽しい学校生活を送るためのＱＵアンケートというこの事業につきまして

は、16校全てが行っております。 

  また、自学講座、これは中学生を対象としておりますので、中学校が対象というふうなこ

と、英語ふれあい教室につきましては、未就学児も含めた児童の対応というふうに、事業に

よっては、全ての学校が入っているもの、一部の学校が入っているものというような形にな

っております。 
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○委員長（三浦進吾君） 赤澤委員。 

○委員（赤澤 厚君） この創甲斐教育というのは、甲斐市の独特の、これは市長の肝いりの

事業だと思うんだよね、基本的に。その成果とか、このやっている事業のそういうのを総括

はしているわけですか。 

○委員長（三浦進吾君） 当局の答弁を求めます。 

  内藤課長。 

○学校教育課長（内藤和彦君） 研究指定校を中心に、毎年、年度末に研究紀要等を作成して

いただいて、各学校への普及に努めているところです。 

  また、ＱＵアンケートなんかをもとにしまして学級づくりをしておりますので、全国学

力・学習状況調査の質問肢「学校は楽しいですか」とか、あるいは「勉強はわかりますか」

というふうなところでは、全国トップクラスの数値を出しているというふうに思っています

ので、そういったことでは、それぞれの学校が同じ目標を持って取り組んでいるというふう

に考えております。 

○委員長（三浦進吾君） 赤澤委員。 

○委員（赤澤 厚君） 今、大変全国のトップクラスのああいう結果が出ているということは、

大分これ、こういった事業は僕も別に否定するわけじゃないし、当然こういった事業は推進

していただきたい。 

  ただ、基本的に、事業の内容においては、あんまり成果が出ないというか、やっぱりちょ

っと考えたほうがいいとか、そういった当然事業も出てくると思うんだよね。そういったも

のは、やっぱり今後もやっぱり十分生徒たちの意向とか環境とか、そういった見た中で、事

業の見直しというか、そういったものも考えながら、今後もこの事業を推進していただきた

いと思いますので、よろしくお願いしたいと思います。 

○委員長（三浦進吾君） 要望でいいですか。 

○委員（赤澤 厚君） はい。 

○委員長（三浦進吾君） ほかにございますか。 

  山本今朝雄委員。 

○委員（山本今朝雄君） ９ページの011学校総務費の関係ですが、一番下のその他庶務関係、

これはもし間違ったらすみません。ＬＥＤのリース料ですか。の関係ですか。 

  これ、今、リース料というのは１台幾らなんでしょうか。 

〔「ＡＥＤ」と呼ぶ者あり〕 
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○委員（山本今朝雄君） ＡＥＤ。すみません、間違えました。すみません。 

○委員長（三浦進吾君） 当局の答弁を求めます。 

  荻原係長。 

○保健給食係長（荻原実香君） ＡＥＤにつきましては、小学校、中学校全ての学校に設置し

ております。小学校につきましては、１カ月の月額が2,480円の消費税、中学校につきまし

ては、2,720円の消費税になります。 

○委員（山本今朝雄君） はい、わかりました。 

○委員長（三浦進吾君） 山本委員。 

○委員（山本今朝雄君） 28年度で16校に配置になったと思いますけれども、使用した実績

といいますか、あるんでしょうか。 

○委員長（三浦進吾君） 当局の答弁を求めます。 

  荻原係長。 

○保健給食係長（荻原実香君） ありませんでした。 

○委員（山本今朝雄君） ないですね。 

○委員長（三浦進吾君） 山本委員。 

○委員（山本今朝雄君） ないにこしたことはないと思いますけれども、先生、また生徒への

講習ですか、ＡＥＤの。どういう計画でやられていますか。 

○委員長（三浦進吾君） 当局の答弁を求めます。 

  内藤課長。 

○学校教育課長（内藤和彦君） 年間何回か小・中学校とも救急法の講習会というのを実施し

ております。保護者対象のもの、また子供対象のもの、合同のものというふうなことを学校

ごとに実施しております。主にはプールの開設前の時期が多いかと思いますけれども、日赤、

あるいは消防署の講師をお願いをしまして、蘇生法の１つとしてＡＥＤの利用も学習してい

るところでございます。 

○委員（山本今朝雄君） はい、ありがとうございます。 

○委員長（三浦進吾君） 山本委員。 

○委員（山本今朝雄君） 生徒さんなんかは、学年によって何年生以上は講習するとか、そう

いうあれはあるんですか。 

○委員長（三浦進吾君） 当局の答弁を求めます。 

  内藤課長。 
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○学校教育課長（内藤和彦君） まず、小学校ですけれども、小学校は高学年を対象に実施す

る学校が多いように記憶しております。やはり発達段階も加味しながら、やはり小学校の保

健というようなところで体の学習もしますので、それと連携しながらということになります。 

  中学校においては、やはり保健体育の学習にやはりそういった体のことございますので、

安全対応、対策というようなことも含めて、教科とタイアップして行っているところでござ

います。 

○委員（山本今朝雄君） はい、ありがとうございます。 

○委員長（三浦進吾君） よろしいですか。 

○委員（山本今朝雄君） 今後ともぜひ講習は続けていただきたいと思います。 

○委員長（三浦進吾君） 山本委員。 

○委員（山本今朝雄君） それと、さっき説明いただいたんですけれども、もう一点すみませ

ん。学校関係補助金、約330万円ですか、が減額になっていますけれども、ちょっともう一

度説明をすみません。 

○委員長（三浦進吾君） 当局の答弁を求めます。 

  内藤課長。 

○学校教育課長（内藤和彦君） 学校関係補助金は、校外活動の補助金、それからＰＴＡの親

子安全会の掛金、それから芸術鑑賞教室の補助、それから大会出場への補助、それから中学

生の自転車通学のヘルメットの購入の補助、この５つの項目がこの学校関係補助金なんです

けれども、その中で、ＰＴＡの掛金ですとか、芸術鑑賞教室といったものについては、もう

ほぼ例年どおりなんですが、大会出場ということで、やはり大会へ出場する場合、予選との

関係ですとか、それから大会の場所等によって大分金額の差が出るということで、28年度

につきましては、主に大会出場と校外活動の補助金ということで、300万円ほどの減という

こと、予算に対しては減ということでございます。 

○委員（山本今朝雄君） ありがとうございました。 

○委員長（三浦進吾君） いいですか。 

○委員（山本今朝雄君） はい、結構です。 

○委員長（三浦進吾君） ほかにございますか。 

〔発言する者なし〕 

○委員長（三浦進吾君） なければ、委員の質疑を終了いたします。 

  続いて、傍聴議員の質疑を許します。 
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  ございますか。 

〔発言する者なし〕 

○委員長（三浦進吾君） ないようですので、傍聴議員の質疑を終了いたします。 

  これで第10款教育費、第１項教育総務費から第５項幼稚園費のうち、学校教育課所管事

業についてを終了いたします。 

〔「給食」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（三浦進吾君） 飛ばしちゃった。失礼しました。 

  次に、第４項学校給食費及び第５項幼稚園費について説明を求めます。 

  内藤課長。 

○学校教育課長（内藤和彦君） それでは、引き続き学校給食、幼稚園関係についてご説明申

し上げます。 

  決算参考資料は13ページ、決算書は122ページから125ページをお願いいたします。 

  ４項学校給食費、１目給食センター費のご説明を申し上げます。 

  敷島給食センターは敷島地区小・中学校４校分、双葉給食センターは双葉地区小・中学校

３校分の給食を提供しております。 

  ナンバー001給食センター関係職員費ですが、支出済額2,084万6,326円で、両センターの

正規職員３人分の人件費でございます。 

  次に、ナンバー002給食センター関係嘱託臨時職員費ですが、支出済額5,735万3,215円で、

給食センター２カ所に配置しております一般職非常勤職員29人分の賃金等でございます。 

  次に、ナンバー003給食センター運営費ですが、支出済額２億3,267万9,143円で、敷島、

双葉地区小・中学校７校分の給食センター２カ所の賄い材料費と管理費として委託料、備品

購入費、消耗品費などでございます。財源内訳その他の１億6,352万2,134円は、敷島、双

葉地区７校の小・中学校給食費現年度分でございます。 

  次に、決算参考資料は14ページを、決算書は124、125ページをお願いいたします。 

  ４項学校給食費、２目学校給食費のご説明を申し上げます。 

  ナンバー001学校給食費ですが、支出済額２億2,229万3,480円でございます。財源内訳そ

の他の１億7,399万8,320円ですが、竜王地区９校の小・中学校給食費現年の分と廃油引き

渡し料でございます。事業内容ですが、竜王地区の小・中学校９校の自校方式による給食の

運営経費で、賄い材料費とその他給食運営費として委託料、備品購入費、消耗品費などの経

費でございます。 
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  次に、５項幼稚園費、１目幼稚園費のご説明を申し上げます。 

  ナンバー003幼稚園等助成事業ですが、支出済額223万2,311円でございます。事業の内容

ですが、市内に３つあります私立幼稚園に対する整備費補助金、運営費補助金、共済掛金補

助金でございます。 

  次に、ナンバー004幼稚園維持運営費ですが、支出済額が2,380万5,900円でございます。

事業内容ですが、平成28年３月末に閉園いたしましたしきしま幼稚園の解体に伴う光ケー

ブル回収工事と園舎の解体工事に関係する費用でございます。 

  次に、005幼稚園就園奨励費ですが、支出済額2,648万7,880円でございます。事業の内容

ですが、市内在住の園児が市内外の私立幼稚園に入園している場合に、保護者の経済的負担

を軽減することを目的として交付する補助金でございます。財源内訳の国・県支出金ですが、

幼稚園就園奨励費補助金804万8,000円でございます。 

  以上で学校給食費から幼稚園費までの説明を終わります。ご審議のほどよろしくお願いい

たします。 

○委員長（三浦進吾君） 説明が終わりました。 

  これより説明に対して質疑を行います。 

  先に、所管の委員の質疑を行います。 

  質疑ございますか。 

  松井委員。 

○委員（松井 豊君） 給食の場合は現場が非常に重要なんですが、手を切ったりやけどをし

たりという話はよく聞くんですが、実際報告のあるものはあるでしょうか。 

○委員長（三浦進吾君） 当局の答弁を求めます。 

  荻原係長。 

○保健給食係長（荻原実香君） 昨年度については２件の報告を受けております。スライサー

で指を切ったり、指を挟んでしまったりというけがになります。 

○委員長（三浦進吾君） よろしいですか。 

  松井委員。 

○委員（松井 豊君） それから、結構油を使うんですが、油の処分は今、廃棄物としてどん

なふうにしているか、参考に。 

○委員長（三浦進吾君） 当局の答弁を求めます。 

  荻原係長。 
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○保健給食係長（荻原実香君） 今は２業者に廃油のほうの引き取りをしていただいておりま

す。１つの業者につきましては、各種加工会社のほうに納入をして、飼料のほうに使ったり

しております。もう一つの業者は、市内を走るごみ収集車のディーゼル燃料に加工して利用

したりしております。 

○委員長（三浦進吾君） 松井委員。 

○委員（松井 豊君） ディーゼルの精製は前から聞いていたんですが、何かその仕事をやめ

てしまったような話を聞きましたが、そういうことはないですか。 

○委員長（三浦進吾君） 当局の答弁を求めます。 

  荻原係長。 

○保健給食係長（荻原実香君） 28年度につきましては、そのような話は聞いておりません。

引き続き継続して実施しております。 

○委員長（三浦進吾君） よろしいですか。 

  ほかにございますか。 

  保坂委員。 

○委員（保坂芳子君） 最後の幼稚園の就園奨励費なんですが、予算のときに、幼稚園児も減

っているということで、市は国基準の70％かなって聞いたんですけれども、これ、今後

100％に近くしていく予定があるのかどうかお聞きします。 

○委員長（三浦進吾君） 当局の答弁を求めます。 

  内藤課長。 

○学校教育課長（内藤和彦君） 従前、国基準の70％の補助率でしたけれども、29年度から

100％の補助で保護者の負担軽減を図ってまいります。 

○委員長（三浦進吾君） よろしいですか。 

  保坂委員。 

○委員（保坂芳子君） それから、幼稚園児が減っているということは聞いているんですが、

ここだと14園304人がこの就園奨励費の補助金を受けているという決算のあれですけれども、

予定、予算のときには、市内は３園で181人だったと聞いていますが、そうすると、ほとん

ど、半分ちょっと、ちょっと欠けるから、大体半々ぐらいで市外の幼稚園に行っている人数

もあるかと思うんですが、この辺のところの移動みたいなものは、市内と市外はどうなんで

しょうか。 

○委員長（三浦進吾君） 当局の答弁を求めます。 
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  内藤課長。 

○学校教育課長（内藤和彦君） 甲斐市内の幼稚園が認定こども園等に移行した関係で、現在、

28年度は甲斐市内では３つの幼稚園ということでございました。今後も、また市内でも認

定こども園等へ移行する園があるということを聞いておりますので、市内でもさらに幼稚園

児は少なくなっていくというふうに考えております。 

  市外の幼稚園につきましては、今そこにありますように、全てで14園援助をしておりま

すが、そのうち３園ですので、11の市外の幼稚園に通っている子供さんがおります。 

○委員長（三浦進吾君） 保坂委員。 

○委員（保坂芳子君） 参考に、今、幼稚園として残っているというのは１園ですよね。それ

が今度移行するかもしれないということでしょうかね。そうすると、もう全部認定こども園

になるということなんですか。 

○委員長（三浦進吾君） 当局の答弁を求めます。 

  内藤課長。 

○学校教育課長（内藤和彦君） 28年度は甲斐市では竜王幼稚園、それから富士幼稚園、双

葉甲府幼稚園の３園が幼稚園ということで、この援助補助金を出しておりますが、この後、

今後、双葉甲府幼稚園が子ども・子育て横断型幼稚園というふうな形になるということです

ので、また２園ということになるかと思います。 

○委員長（三浦進吾君） いいですか。 

  ほかにございますか。 

〔発言する者なし〕 

○委員長（三浦進吾君） なければ、委員の質疑を終了します。 

  次に、所管以外の委員の質疑を許します。 

  ございますか。 

  清水委員。 

○委員（清水正二君） すみません、13ページなんですけれども、給食センターの運営費の

中で、敷島のセンターの消耗品等と双葉の給食センターの消耗品等というのは、金額が、も

ちろん食数も違うんでしょうけれども、材料費を見るとそれほどでないんですけれども、消

耗品のそれでいくと、大分開きがあるんですけれども、この辺の要因というか、そういった

ものはどういうふうなあれでしょうか。 

○委員長（三浦進吾君） 当局の答弁を求めます。 
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  剣持所長。 

○敷島・双葉学校給食センター所長（剣持豊彦君） 同じセンターではありますけれども、消

耗品等ということで、金額が大幅に違っているということでございますが、まず敷島につき

ましては、ごめんなさい。この消耗品等の中の内訳としまして、これ、燃料費、あるいは光

熱水費というのが主な状況になっております。 

  敷島につきましては、これ、ＬＰガスで、熱源をＬＰガスとしていまして、それで全ての

洗浄関係等を蒸気でもって行っておりまして、そのガスにつきましてが非常に高額になって

いる状況であります。 

  双葉につきましては、ガスはもちろん使っているんですが、それ以外に灯油もしくは電気

ということで、熱源の差がどうしても出てきています。これ、施設のつくりによって変わっ

てきていますので、その差が出てきている状況です。 

  以上です。 

○委員長（三浦進吾君） よろしいですか。 

  清水委員。 

○委員（清水正二君） ということであれば、あれなんですかね。器具とかそういったものも、

当然ガスの熱量の供給の中で器具が違ってくると思うんだけれども、そういったもののあれ

ですよね。例えば、ガスがそれだけ高ければ、そういったものに変えていくとか、そういっ

たものの検討していくとか、これだけの差が出てくるであれば、年間1,000万円といえば、

そういった年次的な変更とか、そういったこともまた考えられるんじゃないかなと思うんだ

けれども、その辺いかがでしょうか。 

○委員長（三浦進吾君） 当局の答弁を求めます。 

  剣持所長。 

○敷島・双葉学校給食センター所長（剣持豊彦君） 特に、どうしてもセンターと比べて、両

センターで比べるということになってしまいますが、敷島につきましては、お金のかかるＬ

Ｐガスとは違う、例えば電気ということで、部品ということで、器具交換ということが本当

はできればよろしいんでしょうけれども、そもそもこのつくりが、最初のコージェネシステ

ムというのを使っていまして、これは廃熱利用システムということになります。ＬＰガスの

ガスを使いましてエンジンで発熱します。その排気を効率よく使うということで、お湯をつ

くったり、また暖房器具、冷暖房、そういったものを全てガスを使うということで、これは

システムということで入れていまして、１つの高いものをどんどん交換していくということ
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であれば、これはもう建物の改築が必要なのかなと思っております。 

  以上です。 

○委員長（三浦進吾君） いいですか。 

  清水委員。 

○委員（清水正二君） しつこくてすみません。 

  今、システムのことで、効率的というふうな話なんですけれども、センターの冷暖房とか

そういったもので、その熱を利用しているというふうな形だと思うんだけれども、そこら辺

のやっぱり実際の効果というものをやって、ほかのところも、このセンターが何年くらいた

っているかわからんですけれども、やっぱりそういったことで、機器の入れかえとか、そう

いったことをやっぱり経費という面で見れば、そういうふうにとらえていくほうが、実際に

それ、そのシステムでもってそういうふうな経費を削減するというふうな形の中のものを導

入したんでしょうけれども、こういう形で出てくると、実際のものだから、その辺の大義と

いうもの、全体の大義という、当然だけれども、あれですよね。双葉もそういったもので冷

暖房もやっているという、当然この中に、経費の中に入っているんでしょうけれども、そう

いったことから見れば、そういったことを検討すべきではないかと思うんですけれども、い

かがでしょうか。 

○委員長（三浦進吾君） 当局の答弁を求めます。 

  剣持所長。 

○敷島・双葉学校給食センター所長（剣持豊彦君） どうしても敷島は例えば13年をもう経

過している施設です。器具につきましても、非常に13年前のものをそのまま使っていると

いう状況でありまして、今後、そういったのも入れかえが出てくるということもあります。

今は非常に効率のよい商品も出てきているようですので、そこを入れかえるときには、そう

いう効率の、余りガスを使わないという、そういったものに入れかえていきたいと思ってい

ます。 

  あと、このコージェネシステムのメリットというのは、非常に力があるということもあり

まして、調理をしているときに、普通にガスで直結で調理器具にガスで点火してのよりも、

こういった蒸気を発生させた、コージェネを使ったそういう蒸気調理というのは非常に力が

あるということで、同じ調理ができるんでしょうけれども、時間的に速くということが今で

きる、そういったメリットもございます。補足でした。すみません。 

○委員長（三浦進吾君） 清水委員。 
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○委員（清水正二君） たびたびしつこくてすみませんけれども、双葉では違う方式なんだよ

ね。双葉のほうで、効率とかそういったものでもって、そこで何かそういったものがあるん

でしょうか。 

  それを今どうこうというじゃないんだけれども、それを私は検討していったほうがいいと

いうことを言っているんだよね。だから、双葉でも、例えばほかの竜王地区の学校の中でも、

そういった方式じゃなくて、別にそれが調理のほうでもってしようもないということであれ

ば、速いって、どの程度の速さだかわかりませんけれども、そういった観点から、そういう

ふうに検討してほしいということを言っているんですけれども。 

○委員長（三浦進吾君） 当局の答弁を求めます。 

  剣持所長。 

○敷島・双葉学校給食センター所長（剣持豊彦君） 敷島も双葉も、もう10年以上たってお

りますので、これにつきましては、できるだけ効率的に、お金のかからないような、そうい

ったのをまた検討してまいりたいと思います。 

○委員長（三浦進吾君） 清水委員。 

○委員（清水正二君） 燃料でもって、そういったことでもって経費が節減できれば、その分

を例えば給食費のほうにふやすとか、学校のそういったいろいろな事業などをふやすとかっ

て、いろいろできるはずですよね。そういったふうなことでお願いしたいということで、お

願いします。 

○委員長（三浦進吾君） 当局の答弁を求めます。 

  生山部長。 

○教育部長（生山 勝君） 清水委員さんのおっしゃるとおりでございます。実は公共施設総

合管理計画が策定されまして、29年度、30年にかけて各課ごとに個別の計画を立てます。

その中で、教育委員会といたしましては、学校も含めて、給食センター２つございます。そ

の２つの施設を今後の長寿命化等も考えていかなければなりません。その中で、13年、14

年たっておりますので、施設の入れかえ等々も検討していかなければなりません。その際、

今おっしゃられたことも検討してまいりますので、どうかご理解をよろしくお願いいたしま

す。 

○委員長（三浦進吾君） よろしいですか。 

  ほかにございますか。 

  金丸寛委員。 
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○委員（金丸 寛君） 今、清水委員のほうのと関連するわけですが、竜王地区、賄い方式、

賄いというか、自校方式ですか。方式がちょっと違うということで、消耗品費、非常に900

万円という、これ、９校で900万円ということなんですが、燃料関係が大きく影響している

ような気がします。 

  もう一つ、竜王地区、委託料２校はどことどこか。 

  それから、もう一点、賄い材料費、じゃ、最初のそれをお願いします。 

○委員長（三浦進吾君） 当局の答弁を求めます。 

  内藤課長。 

○学校教育課長（内藤和彦君） 竜王地区の自校方式で調理の民間委託をしていますのが、竜

王中学校、平成25年度から、竜王北小学校、平成27年度から、２校が調理業務のみを民間

委託をしております。 

○委員長（三浦進吾君） 金丸寛委員。 

○委員（金丸 寛君） ありがとうございます。 

  もう一点、賄い材料費というところで、当然仕入れをするわけなんですが、地産地消とい

う意味からして、甲斐市で学校給食米等出されている方もたくさんいらっしゃいます。その

他の材料という、仕入れ先というのは、各校に、各センターに任せられているとは思うんで

すが、その辺の地産地消という面からの指導というようなことはされているかどうかという

点をお願いいたします。 

○委員長（三浦進吾君） 当局の答弁を求めます。 

  荻原係長。 

○保健給食係長（荻原実香君） 今、甲斐市のお米につきましては、甲斐市産のものを100％

使っております。あと、野菜につきましては、市内の業者と市外の業者が分かれているんで

すけれども、市内業者が８割弱使っております。 

  栄養士のほうにも地産地消のほうは常に指導をしておりまして、実践していただいており

ます。 

○委員長（三浦進吾君） 金丸委員。 

○委員（金丸 寛君） ありがとうございました。できるだけ地元の生産者の顔が見えるよう

なものを使って、安心・安全な給食を出していただきたいということがあります。 

  それから、生産者によっては、納めるときに非常にスーパーで売っているようなキュウリ

の長さ、統一されたもの、そういったものでないと、なかなか受け付けてくれないと。しか
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も、無農薬でつくっているにもかかわらず、多少曲がったものははねられるというようなお

話も聞きます。味としてはそれほど変わるわけではないし、むしろ統一された長さのものは、

ある程度農薬を使わないと、そういったものが商品として出てこないという状況があります。

多少曲がっていても、無農薬という有機栽培、そういったものを使っていただくことによっ

て、単価も多少抑えることもでき、安心・安全を得ることができると思いますんで、ぜひそ

の辺の配慮、指導等を当局からもやっていただきたいと思いますので、よろしくお願いいた

します。 

○委員長（三浦進吾君） 要望でいいですね。 

○委員（金丸 寛君） 要望でいいです。 

○委員長（三浦進吾君） 赤澤委員。 

○委員（赤澤 厚君） 今の金丸議員の関連なんですけれども、竜王で調理業務を民間に委託

しているという、２校。今後、甲斐市として、２校先にやったと思うんだけれども、全体的

な調理に関して民間に委託の方向に対してどんなような考えを持っているかお聞かせ願えま

すか。 

○委員長（三浦進吾君） 当局の答弁を求めます。 

  内藤課長。 

○学校教育課長（内藤和彦君） 平成30年度から玉幡中学校、給食室が新しく改築されます。

新築されますので、水を流さない方式になります。そういった方式になるところから順次民

間委託をするのが妥当であるというふうな学校給食運営委員会からの答申もいただいており

ますので、そういったことも参考にしながら、順次進めていくと。 

  とりあえず30年度は玉幡中学校が民間委託になりますので、市内では自校方式の３校が

調理のみ民間委託ということでございます。 

○委員長（三浦進吾君） 金丸委員。 

○委員（金丸 寛君） 結局、今答弁があったように、今後、そんなふうな方向に市としては

向かっていくというような考えを持っているということですか。確認ですけれども。 

○委員長（三浦進吾君） 当局の答弁を求めます。 

  内藤課長。 

○学校教育課長（内藤和彦君） 施設等、改築が今後順次予定をしている施設もございます。

ドライ方式と言って、新しい方式になっていくところから順次民間委託をしていくという方

向で検討を進めていきたいというふうに考えております。 
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○委員長（三浦進吾君） いいですか。 

  ほかにありますか。 

  横山委員。 

○委員（横山洋介君） これも関連で申しわけないんですが、さっきの答弁の中で、野菜は市

内の８割の業者を使っているということなんですけれども、確認なんですけれども、業者を

使っているということですよね。市内産の野菜を８割使っているということじゃないですよ

ね。 

○委員長（三浦進吾君） 当局の答弁を求めます。 

  荻原係長。 

○保健給食係長（荻原実香君） 市内の業者を使っております。 

○委員長（三浦進吾君） 横山委員。 

○委員（横山洋介君） だから、いわゆる市内の業者を使っているから、市場から仕入れたも

のを使っているということですよね。 

○委員長（三浦進吾君） 当局の答弁を求めます。 

  荻原係長。 

○保健給食係長（荻原実香君） なかなか野菜を市産のもので全てそろえるというのがちょっ

と難しい状況ではありますが、できるだけ県内産を使っておりまして、40％が県内産のも

のを使っております。 

○委員長（三浦進吾君） よろしいですか。 

  ほかにございますか。 

〔発言する者なし〕 

○委員長（三浦進吾君） なければ、委員の質疑を終了いたします。 

  続いて、傍聴議員の。 

  有泉議員。 

○議員（有泉庸一郎君） 給食のことでちょっとお聞きしたいんですが、最近ニュースで給食

がまずいとか何とかのニュース流れましたよね。甲斐市の場合は、今さら聞くのも何ですが、

献立とかというのは、自校方式とかセンターとかありますよね。そういうものはみんな一緒

なんですか。この辺はどんなようにやっているんですかね。 

○委員長（三浦進吾君） 当局の答弁を求めます。 

  内藤課長。 
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○学校教育課長（内藤和彦君） 献立につきましては、各学校、またセンターに栄養士が勤務

しておりますので、それぞれ独自に学校ごと、センターごとにメニューを、献立を作成して

おります。 

○委員長（三浦進吾君） 有泉議員。 

○議員（有泉庸一郎君） そうすると、要するに学校によってみんな、栄養士によって違うと

いうことですよね。でも、基本的なものというのは何かあるんですか。 

○委員長（三浦進吾君） 当局の答弁を求めます。 

  内藤課長。 

○学校教育課長（内藤和彦君） 学校給食には細かい規定がございますので、カロリーがこの

くらいであるとか、それから米飯と、それからパンとかめん類とか、そういったことも、栄

養士が独自に決めてはいるんですが、大まかな方針というものはございます。 

○委員長（三浦進吾君） よろしいですか。 

  有泉議員。 

○議員（有泉庸一郎君） これに、じゃ関連して、給食の残渣は今、液肥化とかで、バイオの

ほうでやっていますよね、給食の残渣をですね。残渣の状況というのは調べてはいるんです

か。 

○委員長（三浦進吾君） 当局の答弁を求めます。 

  荻原係長。 

○保健給食係長（荻原実香君） 残菜の状況も調べております。全国平均では6.9％と言われ

ているんですけれども、市内につきましては3.9％の残菜率で、おいしい給食を召し上がっ

ていると思います。 

○委員長（三浦進吾君） 有泉議員。 

○議員（有泉庸一郎君） その残渣というのは、調理の残渣ではなくて、食べ残しとか、そう

いうものの残渣ですかね。 

○委員長（三浦進吾君） 当局の答弁を求めます。 

  荻原係長。 

○保健給食係長（荻原実香君） 純粋な食べ残しの量になります。 

○委員長（三浦進吾君） いいですか。 

  有泉議員。 

○議員（有泉庸一郎君） おいしい給食が食べられるように、ぜひご尽力のほうよろしくお願
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いします。 

○委員長（三浦進吾君） いいですかね。 

  傍聴議員の質疑はないようですから、質疑を終わります。 

  これで第10款教育費、第１項教育総務費から第５項幼稚園費のうち、学校教育課所管事

業についてを終了いたします。 

  ここで暫時休憩し、職員の入れかえを行います。 

  11時15分まで休憩いたします。 

 

休憩 午前１０時５８分 

 

再開 午前１１時１５分 

 

○委員長（三浦進吾君） 休憩前に引き続き会議を再開します。 

  なお、池上委員におかれましては早退の旨の連絡がございましたので、報告いたします。 

  第10款教育費、第６校社会教育及び第８款土木費、第４項都市計画費のうち、生涯学習

文化課所管分についてを一括説明を求めます。 

  土屋生涯学習文化課長。 

○生涯学習文化課長（土屋達巳君） お疲れさまです。 

  生涯学習文化課の平成28年度決算についてご説明をさせていただきます。 

  決算書は124ページから128ページになります。決算参考資料ナンバー９は15ページから

となります。説明は決算参考資料でさせていただきます。 

  10款教育費、６項社会教育費、１目社会教育総務費、001社会教育関係職員費、支出済額

5,627万2,352円は生涯学習文化課の職員８人分の人件費でございます。 

  010社会教育総務費、支出済額1,281万5,190円は社会教育委員15人、青少年育成推進委員

110人の報酬、また社会教育事業関連経費は研修旅費、事務消耗品等でございます。負担金

は県及び峡中地区カウンセラー会等への負担金でございます。市補助金（２団体）につきま

しては、甲斐市文化協会209万円、青少年育成甲斐市民会議に857万9,000円の内容となって

おります。 

  011生涯学習推進事業、支出済額389万6,743円は、講座講師謝礼、各小・中学校で青少年

教育事業として実施した講師謝礼でございます。成人式開催経費は、参加者記念品代、会場
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借上料等でございます。参加者は626人で、参加率は76.9％でございました。甲斐市小中学

校音楽祭経費は、会場設営委託料、生徒送迎バス代、楽器運搬等になります。山県大弐書道

展経費は、参加賞ほか開催に伴う消耗品等でございます。他人の子もほめて叱る運動経費は、

のぼり旗の作成費及び駅前で啓発活動を行いました啓発物品になります。生涯学習推進事業

関連経費は、書道講座等生涯学習推進事業に関係します消耗品、信玄太鼓の修繕費、各種通

知用郵送料の切手代となります。 

  16ページをお願いいたします。 

  ６項社会教育費、２目公民館費、001公民館関係職員費、支出済額2,353万4,706円は職員

３人分の人件費です。 

  002公民館関係嘱託、臨時職員費、支出済額1,769万1,006円は館長３人分、社会教育指導

員４人、青少年育成カウンセラー３人の人件費です。 

  010公民館庶務費、支出済額569万7,050円、財源内訳その他160万円は、一般財団法人自

治総合センターのコミュニティ助成事業助成金で、南部公民館活動推進協議会への活動備品

の整備に充てております。事業内容は、公民館運営審議会委員15人及び館長４人の報酬で

ございます。 

  公民館事業関連経費としては、参考図書及び公民館利用申請書の印刷代となっております。 

  市補助金（８団体）については、竜王北部公民館ほか４つの公民館、３つの地域ふれあい

館それぞれの公民館まつりへの補助と竜王南部公民館活動推進協議会への交付金となってお

ります。 

  011竜王北部公民館管理運営費、支出済額833万9,304円、財源内訳のその他256万9,474円

は、公民館使用料、諸収入の複写手数料となります。事業内容は、ふれあい講座開催講師の

謝礼として27講座の講師謝礼、そのほか家庭教育支援カウンセリング等の謝礼でございま

す。また、公民館合同でも講座も開催しており、延べ67人の参加がございました。公民館

管理経費は光熱水費、消耗品等でございます。公民館管理委託経費は清掃、警備等の維持管

理費となります。 

  なお、以下、各公民館の公民館管理経費及び公民館管理委託経費の内容は同様となってお

ります。 

  012竜王中部公民館管理運営費、支出済額4,258万9,150円、財源内訳のその他19万8,207

円は、施設は閉館となっておりましたので、自動販売機の手数料のみです。事業内容は、解

体するまでの公民館の管理経費及び管理維持経費です。そのほか、竜王中部公民館解体工事
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費用として4,155万1,920円でございます。 

  17ページをお願いします。 

  013竜王南部公民館管理運営費、支出済額881万7,777円、財源内訳のその他171万8,440円

は、公民館使用料、講習電話使用料、複写手数料でございます。事業内容は、ふれあい講座

開催講師謝礼として26講座の講師謝礼、公民館管理経費及び管理委託経費、その他備品購

入となっております。 

  014敷島公民館管理運営費、支出済額140万4,291円は、財源内訳、その他96万2,260円は

公民館使用料でごございます。事業内容は、ふれあい講座開催講師謝礼として23講座の講

師謝礼、家庭教育支援カウンセリング等の謝礼でございます。そのほか公民館管理経費、備

品購入となっております。 

  敷島の公民館につきましては、ほかの公民館より決算額が低くなっておりますけれども、

敷島総合文化会館との複合施設になっておりますので、光熱水や維持管理等の経費は３目の

文化会館費のほうに入っておりますので、ご理解いただきたいと思います。 

  015地域ふれあい館管理運営費、支出済額451万6,775円、財源内訳のその他３万182円は

地域ふれあい館使用料でございます。事業内容は、ふれあい講座開催講師謝礼として、睦沢、

吉沢、清川の地域ふれあい館で行った26講座の講師謝礼でございます。地域ふれあい館管

理経費、３館の維持管理経費、光熱水費、修繕費、消耗品等でございます。そのほか、備品

購入となっております。 

  016双葉公民館管理運営費、支出済額856万1,678円、財源内訳、その他115万8,278円は、

公民館使用料と複写手数料でございます。事業内容は、ふれあい講座開催講師謝礼として

22講座の講師謝礼、家庭教育支援カウンセリング等の謝礼でございます。そのほか公民館

管理経費及び管理委託経費、備品購入となっております。 

  18ページをお願いいたします。 

  ６項社会教育費、３目文化会館費、001敷島総合文化会館管理運営費、支出済額4,355万

7,460円、財源内訳、市債1,700万円は合併特例債で、外壁タイル改修工事に充てておりま

す。そのほか275万7,102円は施設の使用料となっております。事業内容は、総合文化会館

管理経費及び管理委託経費、大ホール天井耐震調査業務委託、外壁タイル改修工事設計監理

業務委託、工事費として、外壁タイル改修工事料、工作室空調設備交換工事料となっており

ます。また、その他として備品購入でございます。 

  002双葉ふれあい文化館管理運営費、支出済額4,908万2,251円、財源内訳その他967万
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7,471円は、双葉ふれあい文化館の電気使用料でございます。事業内容は、双葉ふれあい文

化館管理経費、指定管理料、空調設備調査業務委託、大ホール天井耐震調査業務委託、その

他備品購入となっております。 

  19ページをお願いします。 

  ６項社会教育費、４目文化財保護費、001歴史民俗資料館等文化財施設管理運営費、支出

済額42万2,811円は、展示資料整理等作業員の賃金、資料館整理室の光熱水費、消耗品等施

設管理運営経費、消防設備保守点検委託、使用料及び借上料はコピー機のリース、その他備

品購入費の内容でございます。 

  002文化財保護事業費、支出済額122万2,885円、財源内訳、国・県支出金86万7,000円は

山梨県文化財保護条例による事務委託金です。事業内容は、文化財保護審議委員５人の報酬、

歴史講座講師７人の謝礼と天狗沢の史跡管理１人の報酬でございます。保護事業事務等経費

は事務消耗品、通信運搬費となっております。史跡等維持管理委託は史跡内周辺の除草作業

への委託料です。登録文化財標柱設置工事１基につきましては、山縣神社へ標柱を１基設置

しております。備品購入費は一眼レフのデジタルカメラを購入しております。指定文化財保

護活用補助金６件については、市内に所在する国・県・市の指定になっている文化財の修復、

保存に係る補助金でございます。 

  003文化財調査事業費、支出済額1,545万7,910円、財源内訳、国・県支出金333万1,000円

は、埋蔵文化財調査事業補助金として国から202万5,000円、県から86万5,000円と山梨県文

化財保護条例による事務委託金44万1,000円の合計となっております。その他1,023万1,728

円のうち178万840円は民間の宅地開発の発掘調査に係る費用で、原因者負担となっており

ます。また、845万882円は都市計画道路田富町敷島線道路改修工事に伴う発掘調査費用で、

原因者である山梨県の負担となっております。事業内容は、試掘調査等作業員延べ1,033人

の賃金、調査事務等運営経費として消耗品、燃料費、報告書の印刷製本費等でございます。

調査委託料は遺跡調査、測量委託料でございます。使用料及び借上料は発掘調査に伴う重機

車両の借上料、その他原材料費として遺構保護用の砂を購入しております。 

  続きまして、竜王中部公園セミナーハウスについてご説明をさせていただきます。 

  決算参考資料はナンバー７をお願いいたします。ページは12ページでございます。 

  ８款土木費、４項都市計画費、５目公園建設費、セミナーハウスについては、都市公園事

業費の中で社会資本整備総合交付金を活用し、竜王中部公園の附帯施設として整備をするた

め、この科目に計上してございます。既に都市計画課のほうで説明をしておりますが、生涯
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学習文化課が担当する項目について、再度説明をさせていただきます。 

  001公園整備事業のうち、事業内容の２行目の役務費、中部公園セミナーハウス建築確認

申請手数料37万700円、次の委託料の中の１つ目、中部公園セミナーハウス地質調査業務委

託料189万円、２つ目の中部公園セミナーハウス建築実施設計業務委託料1,587万6,000円、

この３つを合わせました総事業費1,813万6,700円が生涯学習文化課が担当する部分でござ

います。 

  それでは、説明します。 

  支出済額１億6,203万1,004円のうち1,813万6,700円、財源内訳、国・県支出金5,947万

7,918円のうち906万8,350円は、社会資本整備総合交付金として、先ほど言いました事業費

1,813万6,700円の２分の１でございます。市債8,820万円のうち、この事業に係る合併特例

債は750万円でございます。残りの156万8,350円が一般財源となっております。 

  事業内容は、先ほど説明したとおりでございます。 

  なお、現在の進捗状況ですが、基礎工事が終わりまして、今週から鉄骨建方を実施してお

ります。進捗率としましては30から40％で、ほぼ工程どおり進んでおり、２月末の完成を

目指しております。 

  最後になりますが、別冊の決算参考資料、こちらの資料になりますけれども、平成28年

度決算参考資料、指定管理者導入施設の実績についてご説明をさせていただきます。 

  こちらの資料の20、21ページをお願いいたします。 

  双葉ふれあい文化館の実績についてご説明をさせていただきます。 

  指定管理者は公益財団法人山梨文化学習協会でございます。公募による選定で、平成28

年度から平成33年度までの５年間の契約期間の初年度となっております。 

  利用状況ですが、前年度対比で開館日は１日減りましたが、利用件数が１件、利用者数が

777人とともに増加しております。 

  自主企画事業の開催状況は、芸術・文化鑑賞事業６事業、芸術・文化創作事業６事業、そ

の他事業２事業、生涯学習講座全２回を実施しております。 

  指定管理料は3,689万円です。 

  21ページをお願いします。 

  平成28年度収支決算状況です。 

  一番下をご覧ください。 

  収入済額は4,995万1,496円、支出済額は4,896万3,993円で、平成28年度収支は98万7,503
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円の黒字となっております。 

  以上で生涯学習文化課の平成28年度決算の説明とさせていただきます。ご審議のほどよ

ろしくお願いいたします。 

○委員長（三浦進吾君） 続けて、保坂図書館館長。 

○図書館長（保坂和也君） お疲れさまです。 

  それでは、図書館所管の平成28年決算についてご説明をさせていただきます。 

  決算書につきましては128、129ページになります。決算参考資料は、申しわけありませ

ん。またナンバー９に戻っていただきまして、ナンバー９の25ページと26ページになりま

す。説明につきましては、決算参考資料でさせていただきます。よろしくお願いをします。 

  それでは、決算参考資料のナンバー９、25ページをお願いいたします。 

  10款教育費、６項社会教育費、５目図書館費、001図書館関係職員費です。支出済額

6,517万7,104円となっており、財源内訳は全額一般財源であります。事業内容につきまし

ては、３款の一般職員９人分の人件費であります。 

  続きまして、002図書館関係嘱託臨時職員費ですが、支出済額2,556万130円となっており、

財源内訳は全額一般財源であります。事業内容につきましては、３款の一般職非常勤職員

10人分の人件費であります。 

  次に、010図書館庶務費ですが、支出済額1,471万3,836円となっており、財源内訳は全額

一般財源であります。事業内容につきましては、図書館協議会の委員10人分の報酬、パー

ト職員の賃金、職員の能力向上のための研修旅費、図書館カレンダー印刷及び消耗品であり

ます。 

  続きまして、011図書館施設管理事業ですが、支出済額1,169万9,999円となっており、財

源内訳は、その他財源24万4,559円、一般財源1,145万5,440円であります。その他財源は図

書館使用料と図書館資料複写手数料、図書館資料弁償代等を充当をしております。事業内容

につきましては、竜王図書館の光熱水費、施設の清掃及びエレベーター保守点検業務、機械

警備等に関する施設の維持管理の委託経費、また竜王図書館の空調機器等の修繕ということ

でございます。 

  続きまして、012図書館資料購入事業ですが、支出済額2,911万4,869円となっており、財

源内訳は、その他財源1,208万1,000円、一般財源1,703万3,869円であります。その他財源

は山梨県市町村振興協会市町村交付金で、市町村振興事業の宝くじの収益金を図書館の資料

購入費として交付され充当しております。事業内容につきましては、一般及び児童用の図書、
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視聴覚資料の購入費、また新刊図書や視聴覚資料に管理用の処理を施しますデータ作成委託

料、雑誌、新聞の購入費、雑誌、新聞記事のデータベース使用料であります。 

  続きまして、013図書館事業ですが、支出済額180万4,257円となっており、財源内訳は、

その他財源６万7,072円、一般財源173万7,185円であります。その他財源は山県大弐の書籍

販売の収入を充当しております。事業内容につきましては、３款の各種のイベント事業の講

師謝礼と事業に係ります消耗品、印刷費等、また映画上映会のソフトの借上料でございます。 

  26ページをお願いをいたします。 

  014図書館業務電算事業ですが、支出済額371万3,548円となっており、財源内訳は全額一

般財源であります。事業内容につきましては、図書館システムの維持に係る保守委託料、無

線ＬＡＮ関係の管理委託料、電算関係消耗品の経費等でございます。 

  続きまして、016図書館運営費（竜王担当）、支出済額107万4,631円と020図書館運営費

（敷島担当）、支出済額54万784円、030図書館運営費（双葉担当）、支出済額44万4,919円

につきましては、それぞれ３館図書館の事務にかかわります消耗品、印刷製本費、コピー機

使用料等であります。 

  財源内訳のその他財源につきましては、各館の図書館利用者カード再交付手数料を016図

書館運営費（竜王担当）に３万5,000円、020図書館運営費（敷島担当）に１万7,200円、

030図書館運営費（双葉担当）に6,600円をそれぞれ充当しております。 

  以上で図書館の平成28年度決算の説明とさせていただきます。よろしくお願いたします。 

○委員長（三浦進吾君） 説明が終わりました。 

  これより説明に対して質疑を行います。 

  先に、所管の委員の質疑を行います。 

  質疑ございますか。 

  保坂委員。 

○委員（保坂芳子君） 図書館のほうでお聞きしたいと思います。 

  ここに010のパート職員賃金とあります。パートの方は何人ぐらいいらっしゃいますでし

ょうか。 

○委員長（三浦進吾君） 当局の答弁を求めます。 

  保坂館長。 

○図書館長（保坂和也君） パート職員さんにつきましては、３館合計で29名おります。 

  以上です。 
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○委員長（三浦進吾君） 保坂委員。 

○委員（保坂芳子君） それから、館長以外に職員、非常勤職員、それからパート職員、これ

で男女の割合はどのぐらいですか。 

〔「男女比ですか」と呼ぶ者あり〕 

○委員（保坂芳子君） 男女比。 

○委員長（三浦進吾君） 当局の答弁を求めます。 

  保坂館長。 

○図書館長（保坂和也君） すみません、ちょっと計算をさせてください。 

〔発言する者あり〕 

○委員長（三浦進吾君） 後にしますか。 

  休憩いたします。 

 

休憩 午前１１時３９分 

 

再開 午前１１時４０分 

 

○委員長（三浦進吾君） 会議を再開します。 

  保坂館長。 

○図書館長（保坂和也君） 職員と一般非常勤、それとパートさん、合計でよろしいでしょう

か。 

○委員（保坂芳子君） はい。 

○図書館長（保坂和也君） 全体、合計で、全部で48名の職員になります。その中で、男が

９名、女性が39名ということでございます。 

  以上です。 

○委員長（三浦進吾君） 保坂委員。 

○委員（保坂芳子君） 勤務の形態を伺いたいんですが、大体朝早いのはあれなんですけれど

も、そんなにないでしょうけれども、夜、何時が一番遅いですかね。 

○委員長（三浦進吾君） 当局の答弁を求めます。 

  保坂館長。 

○図書館長（保坂和也君） 夜は７時までの開館が一番遅くなっておりますが、たまに、先日
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もありましたけれども、事業や何かで７時を過ぎることもございますが、通常図書館の開館

時間は７時が一番最後でございます。 

○委員長（三浦進吾君） 保坂委員。 

○委員（保坂芳子君） それで、３館とも、その７時とかのときに職員は何人残っていますか。 

○委員長（三浦進吾君） 当局の答弁を求めます。 

  坂本係長。 

○総務係長（坂本和代君） 各館異なりますが、竜王は職員が２名、非常勤職員が２名、敷島

は、日によって違いますが、職員が２名、非常勤職員が１名、双葉は職員が１名、非常勤職

員が１名という状況になっております。 

○委員長（三浦進吾君） 保坂委員。 

○委員（保坂芳子君） ちょっと前からちょっと気になっていることがありまして、やっぱり

圧倒的に女性が多くて、それで夜のね、夏はそんなにあれでしょうけれども、これから冬場

になってきますと、７時という時間というのは結構遅い時間で、片づけなんかしていると、

何時に帰るんだかわからないんですけれども、やっぱり結構図書館というのは広いですよね、

意外と。見えないところまで、トイレまでありますので、やっぱり女性が１人、１人とか、

双葉なんかの場合、２名とかってなりますと、結構ちょっと大丈夫かなと思うことがあるん

ですよね。危険性は今までないと思うんですが、そういったことではないですか。 

○委員長（三浦進吾君） 当局の答弁を求めます。 

  坂本係長。 

○総務係長（坂本和代君） 夜の時間は、パートの男性を各館で何人か雇っていますので、そ

ちらのほうを当てるようにしております。 

○委員長（三浦進吾君） 保坂委員。 

○委員（保坂芳子君） じゃ、そういうことも考えて、男性の方を雇っていただいているとい

うことであれば安心なんですが、結構図書館というのはどっちも、敷島にしても、双葉にし

ても、竜王にしても広いので、やっぱり女性２人ということにならないように、ぜひご配慮

を願いたいと思います。いいです。 

○委員長（三浦進吾君） 要望でいいですね。 

○委員（保坂芳子君） はい、要望で。 

○委員長（三浦進吾君） ほかにございますか。 

  長谷部委員。 
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○委員（長谷部 集君） 今の図書館の非常勤職員のところですけれども、一般非常勤職員が

10人で、昨年度の決算見ても、同じ10人なんですけれども、金額が500万円ぐらい上がって

いるんですけれども、同じ10人で、同じ非常勤職員でどうしてこういう違いが出るのか教

えてください。 

○委員長（三浦進吾君） 当局の答弁を求めます。 

  保坂館長。 

○図書館長（保坂和也君） 27年度と28年度につきましては、28年度から一般非常勤職員と

いうことで、日給から月給に変わりました。かなり中身、単価につきましても改善をさせて

いただいて、労働条件につきまして、かなり見直しを行った中での数値ということでござい

ます。 

○委員長（三浦進吾君） 長谷部委員。 

○委員（長谷部 集君） 大分変わって、職員の方はよかったんじゃないかなと思います。 

  質問を変えます。生涯学習文化課のほうで、16ページからになるんですけれども、各公

民館で家庭教育支援カウンセリング等謝礼という項目が何カ所か新しく出ているんですけれ

ども、これは昨年度まではなかった項目なんですけれども、これはどういうものか説明をお

願いします。 

○委員長（三浦進吾君） 当局の答弁を求めます。 

  土屋課長。 

○生涯学習文化課長（土屋達巳君） 竜王、敷島、双葉それぞれカウンセラーが今まで１名ず

ついたんですけれども、案件が難しくなるということで、認定のカウンセラーの先生を配置

しまして、そのカウンセラーの先生に各地区月１回、年間12回のカウンセリングを行って

いただいている謝礼と、あと子育てしゃべり場ということで、年間各地区３回しゃべり場を

行うときのアドバイザーとしてカウンセラーの先生が出ていただいている謝礼でございます。 

○委員長（三浦進吾君） 長谷部委員。 

○委員（長谷部 集君） このカウンセリングを新しく始めて、月１回ですけれども、利用状

況というか、活動状況はどんな感じでしょうか。 

○委員長（三浦進吾君） 当局の答弁を求めます。 

  羽中田係長。 

○生涯学習係長（羽中田和幸君） 竜王地区のカウンセリングにつきましては、年間62件で、

相談者は68名であります。また、敷島につきましては、件数は73件、相談者は129人、双葉
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につきましては、相談件数37件で相談者は42件という内容であります。 

  以上です。 

○委員長（三浦進吾君） 長谷部委員。 

○委員（長谷部 集君） 利用した皆さんは、喜んでいると言うと変な言い方ですけれども、

十分にこれで活用ができているということでよろしいですか。 

○委員長（三浦進吾君） 当局の答弁を求めます。 

  土屋課長。 

○生涯学習文化課長（土屋達巳君） なかなか解決に向かうというのが難しい部分もあるんで

すけれども、しゃべることによって、相談することによって、少しでも心の疲労が回復され

ればと思っております。 

○委員長（三浦進吾君） 長谷部委員。 

○委員（長谷部 集君） 引き続きよろしくお願いします。 

  質問変えます。18ページですけれども、敷島総合文化会館と双葉ふれあい文化館、両方

に天井の耐震調査の業務委託が入っておりますけれども、その結果についてご報告願います。 

○委員長（三浦進吾君） 当局の答弁を求めます。 

  土屋課長。 

○生涯学習文化課長（土屋達巳君） 耐震基準で、つり天井の崩落が心配されるということで

調査を実施しまして、今年度、敷島総合文化会館につきましては実施設計を行っております。

それから、双葉につきましては後回しというか、空調設備のほうが先に来ていましたので、

非常に高額になるということで、来年度以降実施設計を行って、天井の耐震に備えるという

考えでおります。 

○委員長（三浦進吾君） 長谷部委員。 

○委員（長谷部 集君） そうすると、敷島のほうは、ことし設計で、来年度には工事をして、

完了して、安全になる。双葉のほうは、やはり同じように工事をしなきゃいけない状況だっ

たということですよね。１年おくれで双葉のほうも安全になるという、そういう認識でよろ

しいですか。 

○委員長（三浦進吾君） 当局の答弁を求めます。 

  土屋課長。 

○生涯学習文化課長（土屋達巳君） そのとおりでございます。 

○委員長（三浦進吾君） 長谷部委員。 
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○委員（長谷部 集君） 最後に１点、双葉のふれあい文化館の備品購入にプロジェクター・

スクリーンってあるんですけれども、これはホールには大きなスクリーンがついていますけ

れども、これはどこか会議室とかそういうところで使うようなポータブル的なスクリーンと

いうことですか。 

○委員長（三浦進吾君） 当局の答弁を求めます。 

  土屋課長。 

○生涯学習文化課長（土屋達巳君） 以前に保坂議員のほうから指摘を受けたりしまして、プ

ロジェクターがちょっとふぐあいがありましたので購入しまして、今回はポータブルですの

で、どこの部屋でも使えるような形のプロジェクターを導入しております。 

○委員長（三浦進吾君） 長谷部委員。 

○委員（長谷部 集君） すみません、プロジェクターとスクリーンと両方ということですか。 

○委員長（三浦進吾君） 当局の答弁を求めます。 

  土屋課長。 

○生涯学習文化課長（土屋達巳君） そのとおりでございます。プロジェクター、スクリーン

別々に購入でございます。 

○委員（長谷部 集君） ありがとうございます。 

  以上です。 

○委員長（三浦進吾君） ほかにございますか。 

  保坂委員。 

○委員（保坂芳子君） すみません、１点。26ページのところで、読書カードというのを始

めたと思うんですけれども、読書カードの発行についてお伺いいたします。28年度どうだ

ったか。 

○委員長（三浦進吾君） 当局の答弁を求めます。 

  保坂館長。 

○図書館長（保坂和也君） 読書手帳につきましては、27年の12月から始めておりますけれ

ども、28年度につきましては、469件、一般と子供合わせまして469件の発行になっており

ます。 

  以上です。 

○委員長（三浦進吾君） 保坂委員。 

○委員（保坂芳子君） すみません、内訳、一般と子供の内訳をお願いします。 
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○委員長（三浦進吾君） 当局の答弁を求めます。 

  保坂館長。 

○図書館長（保坂和也君） 一般が181冊、子供用が288冊です。 

○委員長（三浦進吾君） 保坂委員。 

○委員（保坂芳子君） 幼児用の塗り絵のあれはできましたでしょうか。もし使っていたら。 

○委員長（三浦進吾君） 当局の答弁を求めます。 

  坂本係長。 

○総務係長（坂本和代君） 今、館内のほうで検討しておりまして、報償というか、お土産と

いいますか、そのことも含めて、今、検討しております。いずれインターネット上に公開を

して、各自で、各おうちでもつくれるような方法を考えておりますので、一緒に実施をした

いと思っていますので、今、検討中の段階です。 

○委員長（三浦進吾君） いいですか。 

  ほかにございますか。 

  内藤委員。 

○委員（内藤久歳君） 19ページの指定文化財保存活用補助金ということで、６件あるんで

すけれども、この６件ってどこに出したですか。内容をお願いします。 

○委員長（三浦進吾君） 当局の答弁を求めます。 

  土屋課長。 

○生涯学習文化課長（土屋達巳君） まず１つが、防災設備の保守点検補助金として光照寺、

それから慈照寺、それから市の指定無形民俗文化財、下福沢の道祖神祭、大久保の太太神楽、

それから金剛寺、金山神社の祭典、それから西八幡で文化財を管理していただいている方の

補助金でございます。 

○委員長（三浦進吾君） 内藤委員。 

○委員（内藤久歳君） 指定文化財全てにこれは出しているということですか。それは何か基

準かなんかあるんですか。 

○委員長（三浦進吾君） 当局の答弁を求めます。 

  大嶌係長。 

○文化財係長（大嶌正之君） 指定文化財の補助金につきましては、全てということではあり

ませんで、特に民俗文化財につきましては、どうしてもなかなか維持をしていくということ

が大変だということで、民俗文化財につきましては、指定されているものについては補助の
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対象になっております。 

  それ以外のものにつきましては、定期的に法的に定められたものについて行うと、補助を

行うということと、それから今回西八幡の天然記念物につきましては、樹木のカエデの維持

管理のための剪定ということになりますので、その時々でどうしても必要に応じて処置をし

なければいけないというものに対しまして補助を行うということでございます。 

  以上です。 

○委員長（三浦進吾君） 内藤委員。 

○委員（内藤久歳君） 去年は７件で、27年度は７件で、１件減っているですよね。その減

った理由、どこが減ったんですかね。 

○委員長（三浦進吾君） 当局の答弁を求めます。 

  大嶌係長。 

○文化財係長（大嶌正之君） 昨年度は慈照寺さんの仏像の補助、仏像の改修というものがあ

りましたが、それも経年劣化によるものとなっておりますので、継続的なものでは、恒常的

なものではなくて、そのときに必要に応じたものの１件でございます。 

○委員（内藤久歳君） はい、わかりました。 

○委員長（三浦進吾君） よろしいですか。 

○委員（内藤久歳君） はい。 

○委員長（三浦進吾君） ほかにございますか。 

〔発言する者なし〕 

○委員長（三浦進吾君） なければ、所管以外の質疑を行います。 

  ございますか。 

  藤原委員。 

○委員（藤原正夫君） じゃ、図書関係の26ページになりますかね。図書館の運営費につい

てですけれども、利用者数がここに書いてあるので、年間利用者数22万3,000人ということ

ですけれども、これは３館で合計だと思いますけれども、３館の一応内訳をちょっと知りた

いんですけれども、お願いします。 

○委員長（三浦進吾君） 当局の答弁を求めます。 

  保坂館長。 

○図書館長（保坂和也君） 利用者数の入館者数の関係でよろしいでしょうか。 

○委員（藤原正夫君） はい。 
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○図書館長（保坂和也君） 28年度につきましては、竜王図書館が28万2,072名、敷島図書館

が15万1,297名、双葉図書館が６万6,654名、合計で50万23人ということでございます。 

○委員（藤原正夫君） はい、わかりました。 

○委員長（三浦進吾君） 藤原委員。 

○委員（藤原正夫君） それで、年間貸し出し数というのがどのぐらいなんですかね。これは

３館合計でいいです。 

○委員長（三浦進吾君） 当局の答弁を求めます。 

  保坂館長。 

○図書館長（保坂和也君） 貸し出しの人数ということで、貸し出しの人数につきましては、

３館合計で16万7,568人でございます。 

○委員長（三浦進吾君） 藤原委員。 

○委員（藤原正夫君） 貸し出しの人数じゃなくて、貸し出しの点数といいますか。 

○委員長（三浦進吾君） 当局の答弁を求めます。 

  保坂館長。 

○図書館長（保坂和也君） 貸し出し点数につきましては、３館の合計で69万3,860点でござ

います。 

○委員長（三浦進吾君） 藤原委員。 

○委員（藤原正夫君） その69万何がし、約70万冊のうちで、返ってくるのはどのぐらいで

しょうかね。 

○委員長（三浦進吾君） 当局の答弁を求めます。 

  保坂館長。 

○図書館長（保坂和也君） 不明図書の関係だと思われますけれども、不明図書につきまして

は、毎年６月に蔵書点検という形で、竜王、敷島、双葉それぞれ図書館お休みをいただいて、

本の点検をしております。 

  28年度につきましては、６月の蔵書点検時で不明だった冊数が207点ということでござい

ます。３館合計で207点です。 

○委員長（三浦進吾君） 藤原委員。 

○委員（藤原正夫君） ３館合計で70万何がしで207点だと、一昨年よりはかなり減っている

ような気がするんですけれども、不明図書ということで、毎年毎年こういうふうに質問はし

ているんですけれども、かなり効果があったかなと、こんなふうに思うんですけれども、何
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か策を講じたですかね。 

○委員長（三浦進吾君） 当局の答弁を求めます。 

  保坂館長。 

○図書館長（保坂和也君） 不明図書につきましては、26年、27年ぐらいまでは大体300冊ぐ

らいの不明図書がありましたけれども、28年度につきましては207点ということでございま

した。特に一斉の滞納整理みたいなことはしておりませんけれども、カウンターとかで例え

ば本を借りに来られた方が、まだ返していないような本があれば、そこで声がけをしたりと

か、あとまた週末の電話での督促などを行っております。 

  以上です。 

○委員長（三浦進吾君） 藤原委員。 

○委員（藤原正夫君） すみません、最後ですけれども、新しい購入図書がありますよね、毎

年。それは前のだと、３館でいろいろなものを分けて購入するということですけれども、分

ける購入のあれはわかるんですけれども、竜王だと違う内容の部分だけ、敷島へ行けばこう

いうふうなのを読めますよ、双葉へ行けばこういうのを読めますよって、そういうふうに分

けて購入するんですかね、 

○委員長（三浦進吾君） 当局の答弁を求めます。 

  坂本係長。 

○総務係長（坂本和代君） 購入の金額には差がありますので、一番多い竜王がほとんどレフ

ァレンス本といいますか、調査研究に伴う高い本、高額の本を中心に集めています。あと、

建築関係、あるいは美術書とか、そういうようなものを重点的に集めております。 

  あと、双葉ですと、ワインですとか、あと航空関係のものを選書の中では入れるようにし

ています。 

  あと、敷島のほうですと、農業関係、あるは福祉関係を重点的にというふうには考えてお

りますが、それぞれそれに特化してしまうと、休館日があるときには、ほかの図書館に行っ

て資料が見つからないことがありますので、それを特に気をつけて買うようにはしておりま

す。 

○委員長（三浦進吾君） 藤原委員。 

○委員（藤原正夫君） 購入のいろいろ、高い本だと、東京とか何とか、いろいろなところに、

専門のところに行くんですけれども、新聞はもとより、雑誌とかいろいろなことがあったら、

そういうのはなるべく市内業者を使っていただくのを常に要望して終わります。よろしくお
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願いします。 

○図書館長（保坂和也君） わかりました。 

○委員長（三浦進吾君） 赤澤委員。 

○委員（赤澤 厚君） 15ページの生涯学習推進事業のところの他人の子もほめて叱る運動

経費17万5,176円計上してあるんですけれども、この内訳をちょっと教えていただけますか。 

○委員長（三浦進吾君） 当局の答弁を求めます。 

  羽中田係長。 

○生涯学習係長（羽中田和幸君） 10月26日に行いました啓発活動に伴います旗、またポー

ルが７万848円、また当日配布いたしましたクリアファイル約700万、10万4,328円となって

おります。 

  以上です。 

○委員長（三浦進吾君） 赤澤委員。 

○委員（赤澤 厚君） こうやってせっかく、大変事業的にはいいと思うんだけれども、結局

こういうポールとかファイルで、これ、効果というのも見えるもんじゃないんだけれども、

どうなんですかね、その辺は。 

○委員長（三浦進吾君） 当局の答弁を求めます。 

  土屋課長。 

○生涯学習文化課長（土屋達巳君） 青少年の健全育成活動は非常に地味な活動でありますけ

れども、こうやって啓発活動をすることによって、少しでも大人の意識を変えていけるよう

に活動していっておりますので、ご理解お願いいたします。 

○委員長（三浦進吾君） 赤澤委員。 

○委員（赤澤 厚君） じゃ、これ、ポールが７万円という話なんですね。あとはファイルが

10万円ということだけれども、これ、毎年毎年ポールは必要ないですね、基本的に。毎年

毎年ポールを買っている、旗。 

○委員長（三浦進吾君） 当局の答弁を求めます。 

  土屋課長。 

○生涯学習文化課長（土屋達巳君） 学校施設内とか屋内に掲載している旗については特にあ

れですけれども、屋外の場合、多少破損がありますので、その分の補てんとして、全部買い

かえるわけではなく、補充として購入しております。 

○委員長（三浦進吾君） 赤澤委員。 



－424－ 

○委員（赤澤 厚君） はい、わかりました。 

  別件で、すみません、じゃ。 

  18ページ、総合文化会館管理運営費の上から２番目の管理委託についてちょっとお伺い

します。これ、どこへ委託していますか。 

○委員長（三浦進吾君） 当局の答弁を求めます。 

  羽中田係長。 

○生涯学習係長（羽中田和幸君） 管理委託につきましては、清掃、警備、また維持管理とい

うことで、シルバー人材センターまたは日本連合警備等のところと委託契約をしているとい

う内容となります。 

○委員長（三浦進吾君） 赤澤委員。 

○委員（赤澤 厚君） ここは結構大ホールなんか多くの人が集客して、結構利用していると

いう施設なんで、夜間の警備はどんなふうな対応になっていますか。体制になっていますか。 

○委員長（三浦進吾君） 当局の答弁を求めます。 

  羽中田係長。 

○生涯学習係長（羽中田和幸君） 夜間の警備につきましても、シルバー人材センター、５時

以降については、使用時間の10時までということでお願いしております。 

  以上でございます。 

○委員長（三浦進吾君） 赤澤委員。 

○委員（赤澤 厚君） 多分シルバーがやっている、僕も聞いたんですけれども、ある利用者

が、結局会合とか何かで、あそこは約200名ぐらい入るのかな。だから、大きな会場なんだ

よね。何か事があったときに、そのシルバー人材の人たちがそれだけのノウハウを持って誘

導させた中で、避難をきちっとできるだけのノウハウを持った人たちがやっているのかどう

なか、その辺をちょっとお聞きしたいんですけれども。 

○委員長（三浦進吾君） 当局の答弁を求めます。 

  羽中田係長。 

○生涯学習係長（羽中田和幸君） シルバー人材センターの方についても、年何回かの避難訓

練等も一緒にやっていただいておりますので、そういう非常時については、今、実際そうい

う経験はありませんけれども、そういう訓練を行っているという状況であります。 

○委員長（三浦進吾君） 赤澤委員。 

○委員（赤澤 厚君） ぜひね、事はできれば起きないほうがいいんだけれども、起きたとき
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の対応として、やっぱり警備保障だと結構プロだから、ある程度ノウハウを持った人がいる

んだけれども、シルバー人材センターが必ずしも持ってないというわけじゃないんだけれど

も、やっぱり事があったとき、これ、市でやっているもんだから、そこの辺は十分シルバー

人材センターのほうにやっぱり指導というか、よくその辺は伝達していただいて、対応をき

ちっととるようにしていただければありがたいと思いますので、よろしくお願いします。 

○委員長（三浦進吾君） 要望でいいですか。 

  ほかにございますか。 

  横山委員。 

○委員（横山洋介君） 19ページの002の文化財保護についてなんですが、結構文化財の説明

表記で、合併したときに、恐らく「甲斐市」というふうにシールを上から張っているとか、

そういったものがあるんですけれども、中には、もうそれもはがれちゃって、旧町名が出て

いる、そういったものもあるんですけれども、そういった点検とか保守とか、そういったも

のが組み込まれているような感じはしないんですが、そういう点検とかっていうのは年１回

とか、何年に１回とかやられているんですか。 

○委員長（三浦進吾君） 当局の答弁を求めます。 

  大嶌係長。 

○文化財係長（大嶌正之君） 旧町、合併前の旧町のときに設置したものにつきましては、な

るべく取りかえをするという形で進めております。ただ、旧町の段階で新しく、旧町のとき

に設置をして、まだ日がたってないものにつきましては、まだ耐久年数があるということで、

上にテープを張らせていただいたという経緯がございますが、やはりそのテープ自体が経年

劣化という形ではがれているということです。年に１回ないし２回ぐらいは点検をしており

ますので、今後、それにつきましても修繕等をしていきたいというふうに考えております。 

○委員長（三浦進吾君） よろしいですか。 

  ほかにございますか。 

  五味委員。 

○委員（五味武彦君） 17ページになりますけれども、一番下の合計額、公民館費の合計額

ですね。予算時であれば１億2,600万円だったものが、こちらの数字では１億2,580何万円

と。要するに10何万円違っているんですよ。この辺の理由、ちょっと調べてみると、当初

予算は職員費、臨時職員費、002ですね。これが1,982万円だったものが、現実に出てきた

ものには1,775万円とずれています。それから、庶務費、予算時が417万9,000円だったもの
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が、現在出てきているのが577万9,000円と。要するに、トータルが違うし、項目の中の予

算の規模が違うんですよ、予算時と今の出てきたものが。まずこの差は、公民館費の中で使

い回しをしているのか、この辺ちょっと教えていただけますか。 

○委員長（三浦進吾君） 当局の答弁を求めます。 

  生山部長。 

○教育部長（生山 勝君） それでは、私のほうからちょっとお答えさせていただきます。 

  まず、公民館職員につきましては、当然４月１日に異動がございますが、予算計上時につ

きましては、１月１日現在の人員で行います。その後、４月に異動がございますから、そう

いたしますと、異動補正という形の中で補正を行います。給与が高い職員、低い職員異動が

あります。そういう形の中では、当初予算では予算現額が、当初予算で2,344万7,000円で

したけれども、最終的には2,375万円ということの中で減ってまいります。ということは、

当初予算を計上したよりも、人件費が安い方が異動になってきたということでございます。 

  それから、あと各公民館関係職員につきましても、同じような形態がございます。やはり

平成27年のときにつきましては、平成28年の当初予算から若干やっぱり嘱託職員入れかえ

たりしております。そういう形の中での人数的な問題、それからあわせて待遇のちょっと見

直し等がございましたので、その辺の中での違いが出ております。 

  以上でございます。 

○委員長（三浦進吾君） よろしいですか。 

○委員（五味武彦君） もう一つ。 

○委員長（三浦進吾君） 五味委員。 

○委員（五味武彦君） それでは、010、同じところですね。庶務費の中で、この市補助金等

（８団体）と、主に公民館まつり等々に使われると思うんですけれども、これも実は当初予

算140万円だったんですよ。これが、実際決算終わってみると300万円と。もともとの金額

の基礎数字が違うのか、増額しちゃったのか、この辺はどっちが正しいんでしょうかね。ち

ょっと教えていただけますか。 

○委員長（三浦進吾君） 当局の答弁を求めます。 

  土屋課長。 

○生涯学習文化課長（土屋達巳君） こちらにつきましては、竜王南部公民館活動推進協議会

のコミュニティ助成事業の採択が４月に入ってからということで、補正をしております、

160万円。その分が増額になっております。 
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○委員（五味武彦君） わかりました。 

○委員長（三浦進吾君） よろしいですか。 

  五味委員。 

○委員（五味武彦君） ということは、竜王のほう以外のところは、例年どおりの補助金とい

うんですか、助成金を出しているということでよろしいですか、それぞれのお祭りに。 

○委員長（三浦進吾君） 当局の答弁を求めます。 

  土屋課長。 

○生涯学習文化課長（土屋達巳君） 中部の公民館が閉館になりましたので、その中部のふれ

あいまつりには補助金を出しておりませんけれども、ほかのものについては変わりがござい

ません。 

○委員（五味武彦君） 以上です。 

○委員長（三浦進吾君） いいですか。 

  ほかにございますか。 

  米山委員。 

○委員（米山 昇君） では、図書館のことでお聞きしますが、25ページになります。図書

購入費の中で、図書が１万2,113冊ですか、そして視聴覚資料208点購入しているというこ

とですが、それはこっちの成果のほうで載っていますが、208点、今、視聴覚資料、図書に

比べて購入とか充実度が低いんじゃないかというような指摘があるわけですけれども、ＡＶ

資料なんかはどうなんでしょうか。購入とか利用状況とか比べて購入されていると思うんで

すけれども。 

○委員長（三浦進吾君） 当局の答弁を求めます。 

  坂本係長。 

○総務係長（坂本和代君） 図書館のほうの資料としては、図書が第一だと考えております。

ＡＶ資料のほうは、予算の範囲内で購入するんですが、購入できるタイトル数が限られてい

るものが多いので、著作権の許諾しているものがそんなに多くないということもありますの

で、また上映できるものを買わないと、上映するときにはもったいないということもありま

すので、内容を吟味しながら、またリクエストも受けながら検討しております。 

  利用状況としては、アンケートに今、ＡＶをもう少し入れてほしいという声も上がっては

きますが、それと同様に、図書のほうもふやしてほしいというアンケートもありますので、

図書室の利用状況を見ながら考えますと、このくらいが妥当ではないかというふうに考えて
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おります。 

○委員長（三浦進吾君） いいですか。 

  米山委員。 

○委員（米山 昇君） 著作権等の関係もありまして、何でも買えるというものじゃないこと

は承知していますが、特に竜王図書館、あれだけの資料を見る施設が整っていますが、見て

みますと、まだブラウン管なんですよね、映すのがね。もう今の時代で、もうブラウン管の

テレビにＤＶＤを映して見るというのもいかがなものかと思うんですが、その辺は、やはり

最新式のものに映して、見るほうも、やはりもうブラウン管で見ていたんじゃ、迫力もない

しということも感じるですけれども、そういうものをかえていくというようなお考えはある

でしょうか。 

○委員長（三浦進吾君） 当局の答弁を求めます。 

  保坂館長。 

○図書館長（保坂和也君） 確かに竜王だけではなくて、ほかの図書館につきましても、大き

い薄型ではなくて、大きい本当に昔のテレビで今、使ってもらっています。現実的に見た迫

力とかありますけれども、物がまだ壊れているような状況でもございませんので、そういっ

たところも考慮しながら、ちょっと検討をしていきたいと思います。よろしくお願いします。 

○委員長（三浦進吾君） 米山委員。 

○委員（米山 昇君） 映らんことはないと思うですが、もうＤＶＤのほうも、もうブルーレ

イとか、高品質のになっていますので、それが映るような、映るというか、映ることは映る

と思いますけれども、きれいに映るようなものにやっぱりかえるべきじゃないかと思います

ので、いずれ追い追い検討していただきたいと思います。 

  それから、もう一点、ブックスタート事業で712人に本を配付しているということで出て

いますが、この配付方法はどんなような形でなさっているのかお伺いします。 

○委員長（三浦進吾君） 当局の答弁を求めます。 

  坂本係長。 

○総務係長（坂本和代君） ブックスタートについては、４カ月児健診のときに、本が５種類

あります。その５種類の中から欲しい本を選んでいただいて、その本を１冊手渡しをしてい

ます。 

  司書が３人あるいは２名ブックスタートの会場に出向きまして、歯科検診とかいろいろな

お話の後に個別に対応して、ブックスタートの重要性と、ぜひ図書館の利用をというお話を
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して、あとその年齢に合わせたパンフレットをお渡しをして、終了しております。 

○委員長（三浦進吾君） 米山委員。 

○委員（米山 昇君） 健診時ということになりますと、健診に全員が、全部が全部来るわけ

じゃないと思いますし、出生した病院のほうで受けるというですか、そういう方もいらっし

ゃると思いますが、生まれた、新しく出生された児童の方に、例えばご家庭にはがきを送っ

て、引き取りというか、受け取りに来ていただくというような方法もあるかと思うんですけ

れども、やはり公平に全員に行けるような形のものを考えていく必要もあるのかなと思いま

すけれども、その辺はいかがでしょうかね。 

○委員長（三浦進吾君） 当局の答弁を求めます。 

  坂本係長。 

○総務係長（坂本和代君） ブックスタートの本については、保健師等のほうにも連携してお

りまして、病院とかに健診に来られない方のほうには保健師を通して渡るようにはしており

ます。 

○委員長（三浦進吾君） いいですか。 

  ほかにございますか。 

  清水委員。 

○委員（清水正二君） すみません、１点、25ページの010なんですけれども、図書館のです

ね、こうやって見てみると、25年から見てきますと、入館者数がだんだん減ってきている

んですね、全体の中で。特に竜王図書館がだんだん年々減ってきているということで、ここ

に図書館の協議会という形であるんですけれども、この図書館の協議会の中で、そういった

入館者のだんだん減ってきているという対策とか、どうするかっていうふうな協議はなされ

ているんでしょうかね。 

  貸し出しのほうは、蔵書もふえているからというふうな努力もあると思うんで、ふえてい

るんですけれども、入館者のほうが年々落ちている。特に竜王図書館が落ちているんだけれ

ども、その辺のところはどのような話がなされているかお聞きします。 

○委員長（三浦進吾君） 当局の答弁を求めます。 

  坂本係長。 

○総務係長（坂本和代君） 確かに入館者数のほうが年々減少しております。27年度、25年

度ぐらいのところに韮崎とか、あと県立図書館等とかに新しい図書館ができましたので、そ

ちらのほうにという考えも図書館協議会の中では出ています。ただ、今後、入館者が増加す
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るように考えるようにという話も出ております。 

  その中で、移動図書館というのを竜王図書館、甲斐市全体で始めております。今まで来館

で来ていた幼稚園のところに、こちらから出向いて行こうというきっかけをつくって、直接

そこで本を貸し出そうという事業のほうが年々希望が多くなっておりますので、来館して図

書館を利用するというところが、年長さんになったらするというようなところのほうがふえ

てきておりますので、それだけが原因ではないと思いますが、幼稚園、保育園の来館のかわ

りに、こちらが出向いて、じかにおはなし会をしたりして、推進を進めようという事業も行

っておりますので、そのことも若干影響しているのかという話は図書館協議会の中ではさせ

ていただいております。 

  あとは、集客ができる事業をこれから考えて、図書館の中で行っていかなければいけない

なという話をいただいております。 

○委員長（三浦進吾君） いいですか。 

  ほかにございますか。 

〔発言する者なし〕 

○委員長（三浦進吾君） なければ、続いて傍聴議員の質疑を許します。 

  ございますか。 

〔発言する者なし〕 

○委員長（三浦進吾君） ないようですので、傍聴議員の質疑を終了いたします。 

  これで…… 

〔発言する者あり〕 

○委員長（三浦進吾君） 当局の答弁を求めます。 

  土屋課長。 

○生涯学習文化課長（土屋達巳君） 先ほど長谷部委員さんから敷島総合文化会館と双葉ふれ

あい文化館の大ホールの天井の耐震の工事の関係でご質問をいただきましたが、ちょっと答

弁の訂正をお願いしたいと思います。 

  敷島の総合文化会館の大ホールにつきましては、今年度、29年度に耐震工事の実施設計

を行っております。予算の審査、まだ通っておりませんので、一応予算計上をして、30年

度以降に耐震工事を行っていく予定、それから双葉のふれあい文化館については、今後、財

政当局と話をする中で、中長期の財政計画の中で検討していくという内容になっております

ので、１年おくれで実施するというのは我々の希望的な考え方でございますので、答弁の訂
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正をよろしくお願いします。 

  以上です。 

○委員長（三浦進吾君） よろしいですか。 

  質疑を終了いたします。 

  これで第10款教育費、第６項社会教育費及び第８款土木費、第４項都市計画費のうち、

生涯学習文化課所管分についてを終了いたします。 

  ここで暫時休憩し、職員の入れかえを行います。 

  暫時休憩。 

  じゃ、報告いたします。午後の再開は１時半でございます。 

 

休憩 午後 零時１９分 

 

再開 午後 １時２９分 

 

○委員長（三浦進吾君） それでは、会議を再開いたします。 

  説明、答弁については簡潔にお願い申し上げます。 

  次に、スポーツ振興課より第10款教育費、第７項保健体育費についてを説明を求めます。 

  梅原スポーツ振興課長。 

○スポーツ振興課長（梅原 剛君） 大変お疲れさまです。 

  それでは、スポーツ振興課が所管いたします平成28年度決算についてご説明いたします。

よろしくお願いいたします。 

  決算書につきましては128ページから133ページになります。説明につきましては、決算

参考資料により説明させていただきます。 

  では、決算参考資料ナンバー９、20ページをお願いいたします。 

  10款教育費、７項保健体育費、１目保健体育総務費であります。 

  001保健体育関係職員費6,063万2,197円でございますが、スポーツ振興課所属職員８人に

かかわる人件費であります。 

  次に、010体育総務費341万4,069円でございますが、一般事務費などにつきましては、各

種教室開催に伴います通信運搬費、カヌー教室の会場借上料、事務消耗品など15万9,469円

でございます。また、スポーツ教室など講師謝礼につきましては、スケート教室、子供スポ
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ーツ教室などの講師謝礼でございます。創甲斐教育推進事業費は、爽快こども水泳教室とし

まして、年中、年長児、小学生の初級者を対象にしまして実施し、ｋａｉ・遊・パーク、敷

島・双葉Ｂ＆Ｇにおいて年間を通して５期開催し、延べ5,691人の参加がありました。法令

外負担金の２団体につきましては、山梨県体育協会、峡中地区スポーツ推進委員協議会への

負担金でございます。 

  次に、011スポーツ推進委員費250万3,339円でございますが、スポーツ推進委員25名にか

かわります報酬代であります。年額は１人当たり５万円でございます。ユニホーム代につき

ましては、推進委員が年間を通して活動するため、ジャージ及びポロシャツなどであります。

また、研修費、負担金など活動費は、委員の県外研修大会、県峡中地区の研修会負担金など

でございます。 

  次に、012地域スポーツ普及員費96万4,268円でございますが、地域スポーツ普及員80名

の報酬であり、主な支出は、年額は１人当たり１万2,000円でございます。 

  次に、013自治会体育事業育成補助事業699万2,094円でございますが、自治会において運

動会や軽スポーツ大会を実施した補助金であります。108の自治会に補助しております。 

  次に、014県外スポーツ大会出場補助事業112万5,000円でございますが、県代表としまし

て関東、全国の大会に出場する体育協会加盟の団体に補助金を交付するものでございます。

16団体に補助しております。 

  次に、015体育協会補助事業680万円でございますが、市の社会体育の普及・発展と市民

間の親睦を図ることを目的としました団体であります。甲斐市体育協会への補助金でござい

ます。 

  次に、016梅の里クロスカントリー大会実行委員会補助事業389万8,789円でございますが、

梅の里クロスカントリー大会実行委員会への補助金であります。28年度は第13回目となり、

本年の２月26日に開催したところ、市内外から2,300人の参加があり、事故もなく大会を終

了しております。 

  次に、018甲斐市チャレンジデー実行委員会補助事業37万4,920円でございますが、28年

度は７回目の参加となり、昨年の５月25日水曜日に開催し、参加者数６万5,803人、参加率

87.9％でありました。対戦相手は秋田県大館市65.3％の参加率でありました。市の主な取

り組みとしまして、甲州弁ラジオ体操や自治会、企業、学校などで実施しました。また、そ

の他の取り組みとしまして、グラウンドゴルフ、ウオーキング、軽スポーツ教室などを開催

したところ、議会の皆様を初め、多くの方々にご協力いただきました。ありがとうございま
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した。 

  次に、21ページをお願いいたします。 

  ２目体育施設になります。 

  001体育施設総務費134万7,788円でございますが、事務消耗品、郵送料、施設利用申請書

の印刷代などの事務費であり、設計監理委託につきましては、竜王武道館のつり天井などの

非構造部材の耐震調査でございます。 

  次に、002体育館維持管理事業2,162万8,444円でございますが、敷島・双葉体育館など社

会体育施設の体育館と各小・中学校体育館及び武道場の一般開放に伴う経費であります。財

源内訳のその他財源835万2,368円は、施設使用料と自動販売機の売り上げ割戻金、公衆電

話使用料でございます。報償費につきましては、施設管理指導員費16人分の謝金でござい

ます。各施設の維持管理に伴う消耗品費、燃料費、光熱水費は、敷島・双葉体育館などの社

会体育施設の電気料及び水道料でございます。修繕の主なものとしまして、竜王スポーツセ

ンターの水銀灯の交換及び駐車場区画線ライン引き並びに敷島体育館のバスケットボールの

器具交換などを実施しております。委託料としましては、維持管理としまして、竜王スポー

ツセンター、双葉体育館の管理については、日常管理をシルバー人材センターに委託してお

ります。 

  22ページをお願いいたします。 

  次に、003屋外体育施設維持管理事業937万2,327円でございます。小・中学校及び社会体

育施設の夜間照明などにかかわる経費であります。財源内訳のその他財源399万3,410円に

つきましては施設使用料でございます。報償につきましては、施設の管理指導員費13人分

の謝金でございます。光熱水費は、竜王小学校グラウンドなど夜間照明電気料であります。

修繕関係につきましては、各学校グラウンド、体育館夜間照明交換及び西八幡テニス人工芝

張りかえなどを実施しております。原材料費につきましては、グラウンド補充用の土でござ

います。県道甲斐中央線交差点改良に伴う竜王中学校グラウンド夜間照明移設工事1,830万

円につきましては、翌年度へ繰り越させていただきました。 

  次に、004武道館維持管理事業350万6,881円でございますが、竜王武道館の維持管理に伴

う経費であります。財源内訳のその他財源38万170円につきましては、施設使用料でござい

ます。報償費は、竜王武道館の管理指導員謝金でございます。修繕料は、柔道場の畳の表が

え及び駐車場の区画線ライン引きなどを行っております。施設維持管理に伴います光熱水費、

委託料の維持管理は、電気、保安、消防設備などの点検業務委託でございます。竜王武道館
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つり天井改修工事費2,700万円につきましては、翌年度に繰り越しをさせていただきました。 

  23ページをお願いいたします。 

  005双葉スポーツ公園維持管理事業783万172円でございますが、双葉スポーツ公園のグラ

ウンド、テニスコート、弓道場にかかわる経費であります。財源内訳のその他財源107万

292円につきましては、施設使用料、自動販売機売り上げ割戻金等であります。修繕料につ

きましては、テニスコートの人工芝張りかえ及び駐車場区画線ライン引きなどを行っており

ます。工事請負費としまして、第71回国民体育大会関東ブロック大会青年男子ソフトボー

ル会場としまして開催に伴い、南側トイレ改修工事を実施したところでございます。 

  次に、006Ｂ＆Ｇ海洋センター運営費3,492万3,400円でございますが、敷島・双葉のＢ＆

Ｇにかかわる経費であります。財源内訳のその他財源900万円につきましては、双葉Ｂ＆Ｇ

海洋センターの管理棟屋根及びプール防水工事に伴うＢ＆Ｇ財団からの修繕助成金であり、

市債560万円につきましては、合併特例債を充当しております。旅費につきましては、東京

都で開催されましたＢ＆Ｇ海洋センター中部ブロック連絡協議会の参加に伴う経費でありま

す。修繕料につきましては、強風に伴い敷島Ｂ＆Ｇ海洋センターの上屋幕体１枚が破損した

ための修繕などでございます。委託料の指定管理料につきましては、株式会社フィッツであ

ります。双葉は４月から11月の８カ月、敷島は６月から９月の４カ月の開館となっており

ます。工事請負費としまして、老朽化しました双葉Ｂ＆Ｇ海洋センターの管理棟屋根及びプ

ール防水工事を実施したところでございます。負担金につきましては、県内でＢ＆Ｇプール

のある７市町で連絡協議会を構成していますが、その負担金であります。 

  次に、009玉幡公園総合屋内プール運営費5,022万1,308円でございますが、玉幡公園の屋

内プールに関する経費でございます。修繕料の主なものとしまして、ヒートポンプ交換、３

台の交換修繕、デシカウント空調機交換修繕などを行っております。委託料の指定管理料に

つきましては、株式会社フィッツでございます。工事関係につきましては、室内環境の改善

のため換気窓の設置を年次計画により実施しておりまして、プールなど２カ所に設置し、今

年度で全て終了しております。 

  24ページをお願いいたします。 

  ３目釜無川スポーツ公園管理費になります。 

  釜無川スポーツ公園維持管理事業499万652円でございますが、釜無川スポーツ公園にか

かわる経費であります。財源内訳のその他財源100万6,287円につきましては、公園使用料

と自動販売機売り上げ割戻金であります。報償費は、釜無川スポーツ公園の管理指導員の謝
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金でございます。消耗品費につきましては、石灰、塩化カルシウム、トイレ用品などでござ

います。施設修繕につきましては、駐車場区画線ライン引きなどを行っております。役務費

につきましては、枯れ松の植栽伐採などを行っております。施設維持管理委託につきまして

は、シルバー人材センターへ日常管理を委託しております。 

  以上で７項保健体育の平成28年度決算について説明を終わらせていただきます。 

  続きまして、指定管理者導入施設の実績についてご説明させていただきます。 

  資料は別冊の平成28年度決算参考資料（指定管理者導入施設の実績）についてでござい

ます。 

  ページは22ページになります。よろしくお願いいたします。 

  主な項目について説明させていただきますので、ご了承お願いいたします。 

  最初に、敷島Ｂ＆Ｇ海洋センターであります。 

  ２の指定管理者名につきましては、株式会社フィッツであります。 

  ４の指定管理期間につきましては、平成24年４月１日から平成29年３月31までの５カ年

であり、現在２期目の委託となっております。なお、平成29年４月１日から平成34年３月

31日までの５年間を新たに更新したところでございます。 

  ８の利用状況につきましては、敷島Ｂ＆Ｇプールは６月から９月の４カ月間の開館となっ

ております。年度ごとの利用者数で、28年度は前年度比938人の増となっております。これ

は市内利用者及び爽快こども水泳教室の利用者増などが考えられます。 

  ９の事業内容につきましては、爽快こども水泳教室、自主事業などを行っております。 

  23ページは収支決算状況でございます。 

  主な収入は、指定管理料、利用料金、教室受講料などで、収入済額949万9,850円、支出

では、人件費、光熱水費などが主な支出で、支出済額943万5,545円、差引残高６万4,305円

の黒字となっております。 

  続きまして、資料24ページ、双葉Ｂ＆Ｇ海洋センターでありますが、指定管理者は、同

じく株式会社フィッツであります。なお、平成29年４月１日から平成34年３月31日までの

５年間を新たに更新したところでございます。 

  ４の指定期間につきましては、敷島Ｂ＆Ｇと同じであります。 

  ８の利用状況につきましては、双葉Ｂ＆Ｇプールは温水プールであることから、４月から

11月の８カ月間の開館となっております。利用人数につきましては、平成28年度は前年比

1,551人の増となっております。双葉につきましても、市内利用者及び爽快こども水泳教室
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の利用者増などが考えられております。 

  ９の事業内容につきましては、爽快こども水泳教室、自主事業などを実施しております。 

  25ページは収支決算状況であります。主な収入は、指定管理料、利用料金、教室受講料

など、収入済額1,604万7,423円、支出では、人件費、光熱水費などが主な支出で、支出済

額1,594万3,585円、差引残高10万3,838円の黒字となっております。 

  26ページ、27ページは、２つのＢ＆Ｇの総括表でございます。 

  次に、28ページになりますが、玉幡公園総合屋内プールでございます。 

  ２の指定管理者につきましては、同じく株式会社フィッツであります。 

  ４の指定管理期間につきましては、平成25年４月１日から平成29年３月31日までの４年

間で、現在２期目の委託となっております。なお、玉幡公園総合屋内プールにつきましても、

平成29年４月１日から平成34年３月31日までの５年間を新たに更新したところでございま

す。 

  ７の施設の概要につきましては、25メートルプール、歩行用プール、子供用プール、リ

ラクゼーションプール、トレーニングジムなどがあり、年間を通して利用できる複合的な施

設であります。 

  ８の利用状況につきましては、28年度の利用者数が前年比2,457人と大幅に増加していま

す。これはリピーターや得トク利用券などで利用者増などが考えられます。 

  ９の事業内容につきましては、市の委託事業「子供水泳教室」、長寿推進課で行っており

ます「らくらく簡単運動教室」などのほか、自主事業などを実施しております。 

  29ページは収支決算状況でございます。 

  主な収入は、指定管理料、利用料金、教室授業料などで、収入済額8,664万2,336円、支

出では、人件費、燃料費、光熱水費などが主な支出であり、支出済額8,265万2,817円、差

し引き398万9,519円の黒字となっております。 

  以上、Ｂ＆Ｇプール、玉幡公園屋内プールの指定管理者導入施設の実態について説明いた

しました。 

  今後も事故のない安全な施設運営を行うよう、指定管理者と連携を図ってまいりたいと考

えております。 

  これでスポーツ振興課の説明を終わります。よろしくご審議お願いいたします。 

○委員長（三浦進吾君） 説明が終わりました。 

  これより説明に対して質疑を行います。 
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  先に、所管の委員の質疑を行います。 

  質疑ございますか。 

  斉藤委員。 

○委員（斉藤芳夫君） ちょっとよくわからないんで聞いて申しわけないんだけれども、20

ページの梅の里クロスカントリー大会実行委員会、この実行委員会というのは、実行委員会

という何か特別な、社会体育の中の一環とか、教育の中の一環とか、どこか何かそういうも

のがあるということですかね。 

○委員長（三浦進吾君） 当局の答弁を求めます。 

  梅原課長。 

○スポーツ振興課長（梅原 剛君） 梅の里クロスカントリー大会の実行委員会につきまして

は、実行委員会制度をつくらせていただきまして、その中でやりとりさせていただいて運営

しているところでございます。 

○委員長（三浦進吾君） 斉藤委員。 

○委員（斉藤芳夫君） それで、これ、たしか参加費がありますよね、参加者に。１人幾らだ

ったですかね。 

○委員長（三浦進吾君） 当局の答弁を求めます。 

  梅原課長。 

○スポーツ振興課長（梅原 剛君） 参加料につきまして、４種類がありまして、親子ファミ

リー、一般、高校生、小・中学生とありまして、まず親子ファミリーにつきましては3,500

円、一般につきましては3,000円、高校生につきましては2,000円、小・中学生につきまし

ては1,500円、以上でございます。 

○委員長（三浦進吾君） 斉藤委員。 

○委員（斉藤芳夫君） そうすると、その実行委員会がその参加費を運営に使って、補助がこ

れだけまだ要るよという話ということですか。 

○委員長（三浦進吾君） 当局の答弁を求めます。 

  梅原課長。 

○スポーツ振興課長（梅原 剛君） はい、そのとおりでございます。 

○委員長（三浦進吾君） 斉藤委員。 

○委員（斉藤芳夫君） この場合は、収支とかは報告は教育委員会のほうにはあるわけですか。 

○委員長（三浦進吾君） 当局の答弁を求めます。 
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  梅原課長。 

○スポーツ振興課長（梅原 剛君） 報告がありまして、監査のほうをしております。 

○委員長（三浦進吾君） 斉藤委員。 

○委員（斉藤芳夫君） そうすると、それによると総額どのぐらいかかったですか。 

○委員長（三浦進吾君） 当局の答弁を求めます。 

  梅原課長。 

○スポーツ振興課長（梅原 剛君） 収入の部といきまして、まず最初に参加料等を含めまし

た中で、金額では700万4,019円、支出のほうでございます。需要費等も含めまして700万

2,808円です。収支の差し引きで1,211円ということでございます。 

○委員長（三浦進吾君） 斉藤委員。 

○委員（斉藤芳夫君） じゃ、チャラということですね。ほぼチャラ。 

○委員長（三浦進吾君） 当局の答弁を求めます。 

  梅原課長。 

○スポーツ振興課長（梅原 剛君） 収支差し引きで1,211円ということでございますので、

はい。 

○委員長（三浦進吾君） 斉藤委員。 

○委員（斉藤芳夫君） 何でそういうことを聞くかというと、足りないから補てんした…… 

〔「マイク」と呼ぶ者あり〕 

○委員（斉藤芳夫君） すみません。 

  予算は予算で組んであるけれども、足りないから補てんしているみたいに見えるわけです

よ。そうじゃなくて、もっと魅力のある事業にしてもらって、そのもので既に収益が出ると

かっていうぐらいの、あるいは補助をもっとつけてやって、もっと大きな大会にするとか、

そういうふうなことを希望したいわけですよ。 

  せっかく全国からいろいろな、全国といっても、そんなに遠くから来ないにしても、結構

来ている。例えば、河口湖マラソンだとか、富士登山マラソンとか、100キロも走ったりと

かってやっているわけですよ。そうすると、僕が言いたいのは、やっぱり交通整理に手間が

かかるだとか、あれだとか、これだとかって、なるたけあんまりやらないで、町の魅力発信

にならない。そこのところをやっぱり補助金という形でお金を出すんであれば、もっとまち

が活性化するような、みんなが手伝ってでも、みんなでまちのためにみたいな、そういうイ

ベントになってほしいなという希望で言っているんだけれども、苦労は大変だということは
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わかるけれども、その辺は将来的にどうですかね。いい企画なんで、ぜひやってもらいたい

だけれども。 

○委員長（三浦進吾君） 当局の答弁を求めます。 

  梅原課長。 

○スポーツ振興課長（梅原 剛君） 斉藤委員さんのほうからいいご質問をいただきまして、

ありがとうございました。 

  今回で13回目を迎えまして、さまざまなご意見等、また参加される方たちからご意見等

いただいております。なるべくまちの活性化ができるようなものの取り組み等も考えて、今

後していきたいと思っておりますので、よろしくお願いいたします。 

○委員長（三浦進吾君） よろしいですか。 

  長谷部委員。 

○委員（長谷部 集君） どこっていうことじゃなくて、全体なんですけれども、光熱水費に

ついてお伺いしますけれども、全体的にどこを見ても、みんな減額、昨年度の決算に対して

減額をしているいうことですが、これはやはり電力会社がかわったからということでよろし

いですか。 

○委員長（三浦進吾君） 当局の答弁を求めます。 

  梅原課長。 

○スポーツ振興課長（梅原 剛君） そのとおりでございます。業者のほうがかわったという

こともありまして。 

○委員長（三浦進吾君） 長谷部委員。 

○委員（長谷部 集君） 特に、指定管理のほうの玉幡の屋内プールの関係だと、光熱水費が

366万8,000円ほど減額をしていまして、この減額の要因は、恐らく先ほどの新しい電力会

社という、その電気の部分だと思うんですけれども、玉幡プールの収支の差額の差引残高を

見ると、398万9,519円の黒字が出ていると。この黒字が出ている主な要因は、やはりこの

電気代が下がったからというところが大きいと思うですよね。 

  燃料費、いつだったかな。指定管理の関係で燃料費が上がったから、指定管理料に上乗せ

をして、今、お支払いをした。社会動向の関係でということで説明を受けたことがあったん

ですけれども、こういった場合に、電気代がこれだけ安くなるということを考えると、指定

管理の金額自体も、多少見直していかなければいけない。何年間かの契約期間があるんです

けれども、そういった電力会社がかわったという要因の中で、これだけ差額が出るというこ
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とになりますと、これはちょっともう一回検討しなければいけないことだと思うんですけれ

ども、その辺についてはいかがですか。 

○委員長（三浦進吾君） 当局の答弁を求めます。 

  梅原課長。 

○スポーツ振興課長（梅原 剛君） 長谷部委員さんのほうから今、お話がありましたように、

今回、28年度につきましては、こんな形で、電気料につきましては366万8,694円という形

で下がったところでございます。 

  それで、今後、この指定期間ありますので、４年間、５年間という形があって、今度新し

く29年から５年間というのがあるんですが、この中で、中味を確認した中で、そういうこ

とも含めて検討することも必要ではないかなと考えております。 

  以上です。 

○委員長（三浦進吾君） 長谷部委員。 

○委員（長谷部 集君） ちょうどことしの４月１日から新しい期間になっていて、この決算

が前の期の最後ということになるですよね。そうすると、５年間あるんで、毎年300万円差

額が出るということになると、単純計算で千五、六百万円は差額が出てきますので、５年後

にどうするかということも考えなきゃいけないことですけれども、この５年以内のこういっ

た場合のことも、契約上どうなっているのか私にはわからないですけれども、検討する必要

があるかなと思いますので、要望で結構ですので、よろしくお願いします。 

○委員長（三浦進吾君） 要望でいいですか。 

  ほかにございますか。 

  内藤委員。 

○委員（内藤久歳君） 21ページの体育館維持管理事業についてですけれども、これは体育

館の維持管理というのは、双葉と敷島はもろもろの経費があるけれども、一緒になっている

ということ。 

○委員長（三浦進吾君） 当局の答弁を求めます。 

  梅原課長。 

○スポーツ振興課長（梅原 剛君） 玉幡体育館、また竜王スポーツセンター、あと学校とか

を含めた中でなっておりますので、全地域の中で入っております。 

○委員長（三浦進吾君） 内藤委員。 

○委員（内藤久歳君） この管理事業の中で、今も言っていたけれども、幾つが一緒になって
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いるの、これ。 

○委員長（三浦進吾君） 当局の答弁を求めます。 

○委員（内藤久歳君） 体育館ってしてあって、この経費が一括になっているんだけれども、

どことどこが対象になっているの。 

○委員長（三浦進吾君） 保坂係長。 

○施設管理係長（保坂俊和君） お答えします。 

  16施設です。 

○委員（内藤久歳君） 16施設。 

○委員長（三浦進吾君） 保坂係長。 

○施設管理係長（保坂俊和君） お答えします。 

  体育館とスポーツセンターも含まれての数字になります。 

○委員長（三浦進吾君） 内藤委員。 

○委員（内藤久歳君） これ、体育館というのは、学校の中にあるのを体育館と言うんじゃな

いですかね。学校。その中の電気料とか、そういうものも全てこの中に入っているわけ。こ

の16施設。 

○委員長（三浦進吾君） 当局の答弁を求めます。 

  保坂係長。 

○施設管理係長（保坂俊和君） 学校も全て含まれています。 

○委員（内藤久歳君） 含まれている。 

○施設管理係長（保坂俊和君） はい。中には、金額については、学校については案分で電気

料を支払っているところもあります。 

  以上です。 

○委員長（三浦進吾君） 内藤委員。 

○委員（内藤久歳君） 学校の体育館施設として使うのと、それから学校施設が、学校は全体

の中であれなんですかね。そのほかに学校の施設として体育館があるよね。それは、じゃ体

育館で使っているものは、別の電気料として計上してあるわけ。 

○委員長（三浦進吾君） 当局の答弁を求めます。 

  梅原課長。 

○スポーツ振興課長（梅原 剛君） 今、保坂係長が言いましたように、体育館の電気料は１

本の請求になっております。学校のほうに請求がありまして、その中で案分をさせていただ
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いて、当然学校も昼間使うときがありますので、電気を使ったりします。うちのほうも、夜

間照明、夜間の体育館の貸し出しがありますから、これも含めた中で案分をさせていただく

という形で、学校のほうから請求をさせていただいて、１本の請求の中で分けさせていただ

いて、支払い等はさせていただいているところです。 

○委員（内藤久歳君） ああ、なるほどね。わかりました。 

○委員長（三浦進吾君） 内藤委員。 

○委員（内藤久歳君） そうすると、この今、管理指導16人というのは、各学校のそこにい

るわけ。指導員。16人。200何万円出ているんだけれども。 

○委員長（三浦進吾君） 当局の答弁を求めます。 

  保坂係長。 

○施設管理係長（保坂俊和君） お答えします。 

  各学校の近くにその管理指導員という方がいらっしゃいまして、その方の人数です。 

○委員長（三浦進吾君） 内藤委員。 

○委員（内藤久歳君） ということは、かぎを管理している人でいいということ。そういうこ

とね。 

○委員長（三浦進吾君） 当局の答弁を求めます。 

  保坂係長。 

○施設管理係長（保坂俊和君） そのとおりでございます。 

○委員（内藤久歳君） わかりました。 

○委員長（三浦進吾君） 内藤委員。 

○委員（内藤久歳君） それで、その中で、敷島体育館、それから双葉体育館、あそこについ

ては、要するに光熱費、電気料を含めて、どのくらいかってわかりますか。 

○委員長（三浦進吾君） 当局の答弁を求めます。 

  保坂係長。 

○施設管理係長（保坂俊和君） まず、敷島体育館のほうは、年間で言いますと264万3,274

円です。 

  続いて、双葉体育館につきましては、28年度につきましては93万9,396円であります。 

  以上です。 

○委員長（三浦進吾君） 内藤委員。 

○委員（内藤久歳君） もう一点、これ見ていると、敷島が非常に使っているということです
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よね。そうすると、電気料を使わんということは、双葉の稼働率のほうが非常に低いという

ことになると思うんですけれども、双葉の年間の稼働率というのはどのぐらいになっている

ですか。 

○委員長（三浦進吾君） 当局の答弁を求めます。 

  保坂係長。 

○施設管理係長（保坂俊和君） お答えします。 

  まず、敷島体育館につきまして、件数的には1,370件、人数ですね、延べ人数にいたしま

したら３万2,760人、続いて双葉体育館につきましては、件数につきましては934件、人数

につきましては１万8,684人となっております。 

  以上です。 

○委員長（三浦進吾君） 内藤委員。 

○委員（内藤久歳君） 双葉のほうが稼働率悪いということで、そういう中で、利用者のほう

から、当然敷島のほうに集中すると思うんだけれども、そういう中で、双葉のほうに変えた

というか、そういう部分と、それからそういうことに関して、敷島は使えんじゃないかとか、

そういう苦情とかそういうものはなかったですか。 

○委員長（三浦進吾君） 当局の答弁を求めます。 

  保坂係長。 

○施設管理係長（保坂俊和君） お答えします。 

  苦情といいますか、やはりあいてない状況であるときには、そちらへ回っていただいてい

るということであります。 

  以上です。 

○委員（内藤久歳君） はい、わかりました。 

○委員長（三浦進吾君） よろしいですか。 

  ほかにございますか。 

〔発言する者なし〕 

○委員長（三浦進吾君） ないようですので、次に所管以外の委員の質疑を受けます。 

  ございますか。 

  米山委員。 

○委員（米山 昇君） 20ページの市の体育協会の補助金680万円支出してありますが、補助

金はここ、金額的にはどうでしょうか。ふえているか、減っているか、同じなのか。 
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○委員長（三浦進吾君） 当局の答弁を求めます。 

  梅原課長。 

○スポーツ振興課長（梅原 剛君） お答えします。 

  平成27年度につきましては、体育協会の補助金は650万円でございましたが、スポーツレ

クリエーション祭の補助金等も今回含めさせていただいてありまして、今回680万円という

形で増額はなっているんですけれども、合算になっているというところでございます。 

  以上です。 

○委員長（三浦進吾君） 米山委員。 

○委員（米山 昇君） スポレク祭をこちらへ含めたということで、実質的には同じというこ

とのようですが、ほかの例えば人口規模の笛吹とか、南アルプスとか、甲府は別としても、

調べたことはありますか、どのくらい市が助成しているか。 

○委員長（三浦進吾君） 当局の答弁を求めます。 

  梅原課長。 

○スポーツ振興課長（梅原 剛君） 近隣等の最近の調査では、調べているところはございま

せん。 

○委員長（三浦進吾君） 米山委員。 

○委員（米山 昇君） なぜこんなことを聞くかというのは、先日も体育祭の結果が出ていま

したが、甲斐市が４位でしたか、市の部で。前年も４位だか５位だったですよね。人口的に

言っても２番目の市であって、甲府を超してというわけにはなかなかいかないと思いますけ

れども、市が発足した当時は、常に２位だったぐらいの成績を残していましたが、最近４位

だ、５位だというようなことで停滞しています。 

  やはり甲斐市なんか、比較的ほかの２市から比べれば、人口の若いまちですので、スポー

ツもやる方が大勢いると思うんですけれども、どうもそういう部分で、体育協会とかがてこ

入れが違うんじゃないか、笛吹とかアルプスと比べて。やっぱりもう少し予算もかけたり、

てこ入れをして、せめて２位になれるくらいの成績が残せるような、やっぱり人口２番目な

んて言いながら、４位だ、５位だじゃ恥ずかしいじゃないですかね。そういう力を入れてい

くというようなお考えはいかがですか。部長、どうですか。 

○委員長（三浦進吾君） 当局の答弁を求めます。 

  生山部長。 

○教育部長（生山 勝君） 先日、県体育祭りが閉会になりまして、昨年は５位でありました
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けれども、ことしは４位ということで、確かに米山委員さんがおっしゃるとおり、合併当時

は２位ということで、２年連続、たしか記憶では２位という結果が出たときもありました。 

  南アルプスとか笛吹、当然合併した町村が多いという形の中で、確かに加盟している協議

団体、また人口、加盟している協議団体と、それに所属する人員等も多いということは確か

でございます。 

  一概にお金、補助金をたくさん出したから、お金を出したから、その分が強くなるという

ことはあり得ないとは思いますけれども、ただ、現状、やはり競技を育成するにつけては、

補助金等も必要かと思います。 

  県内のほかの市の状況等を確認する中で、また甲斐市がどうしたら体育協会、また専門競

技が強化されるか、それもまた考えていきたいと思いますので、よろしくお願いいたします。 

○委員長（三浦進吾君） 米山委員。 

○委員（米山 昇君） 部長がそういう力強いお言葉を答弁いただきましたので、ぜひ、やっ

ぱり県下の中で名前が出るわけですから、一般の市民の方も、何だ、５位かとか４位かとい

うことで、何をしているんだというような声もやっぱり耳に入ってきますので、ほかのとこ

ろの強化している状況だとか、補助金の状況なんかも調べていただいて、やっぱりそこに負

けないようなある程度支援をしていただいて、ぜひ甲斐市もスポーツが盛んになって、健康

な若々しいまちになるように頑張っていただきたいと思います。要望としておきます。 

○委員長（三浦進吾君） 要望でいいですか。 

  ほかにございますか。 

  横山委員。 

○委員（横山洋介君） 先ほどの斉藤委員のつけ足しというかなんですが、20ページの梅の

里のクロスカントリーなんですが、例えば各スポーツメーカーだったりとか、そういったと

ころにスポンサーというか、そういったものへ入ってもらいながら、販売を促進してもらっ

たりとか、そういったものを取り入れていただいたらいいのかな。ほかの大会等も、民間が

主導してやっているところもあると思うんですが、そういうところも参考にしてやっていた

だければと思います。 

  次の質問行きます。 

○委員長（三浦進吾君） 要望でいいですね。 

○委員（横山洋介君） 各体育館とかスポーツ施設についてなんですが、結構市民の皆さんか

ら要望的なことが多くて、団体をつくって利用するというのが基本的な流れだと思うんです
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が、個人でちょっと、例えば体育館でバドミントンをしたいとか、ちょっとテニスしたいと

いったときに、ここ、すぐ借りられないということが結構聞いたりとかするんで、利用料と

いうものが上がってくる１つの要因にもなると思うので、そういった、逆に言うと、消耗し

たりとか、経費もかさんだりするところもふえてくるとは思うんですが、個人で気軽に使え

る、そういう施設を目指していただけたらいいのかなと思うんですが、そういったところは

いかがでしょうか。 

○委員長（三浦進吾君） 当局の答弁を求めます。 

  梅原課長。 

○スポーツ振興課長（梅原 剛君） 登録のまず団体の話からかと思いますけれども、現状、

前にもお話があったと思いますが、お２人以上、最低でもお２人以上という形で申し込んで

いただきたいということを言っております。バドミントンとか２人でできるような種目、当

然テニスもありますので、登録していただくというような形をとらせていただいて、当然、

その中で、例えば急にぐあいが悪くて倒れたとか、１人の場合には、何が起こったかちょっ

とわからないようなこともありますので、スポーツとして見れば、まず２人という形のもの

をこちらのほうは団体と考えておりまして、その団体登録をしていただいた中で考えている

ところでございます。 

  個人という形の中では、今の段階はちょっと考えてないんですが、会場のほうも、当然登

録団体として登録していただいた後に、会場があいていれば、その段階で貸し出し等は可能

かというふうに考えておりますので、またご利用いただければと思っております。 

○委員長（三浦進吾君） 横山委員。 

○委員（横山洋介君） ありがとうございます。 

  ちょっともう一個、また違う質問に入るんですが、委託しているＢ＆Ｇとかプールのこと

で、ちょっと気になったことがあったんですけれども、敷島のＢ＆Ｇだけ、ちょっとほかの

施設に比べてちょっと元気がないなという気がするんですが、これ、フィッツさんから施設

の改築というか、そういう要望とか、そういったものっていうのはあるんでしょうか。 

○委員長（三浦進吾君） 当局の答弁を求めます。 

  梅原課長。 

○スポーツ振興課長（梅原 剛君） 具体的なところで、施設の改修等々はお話を当然指定管

理者としているところでございますけれども、それではなくて、利用者につきましても、少

しずつふえているというところも考えていっているところでございますが、22ページのほ
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うに利用者の人数につきましては、前年に比べて938人という方で、期間的にあいている期

間もまた少ない季節のときで、常温になっておりますので、あいている期間も少ないという

こともありますので、そんな形で、中でも、人数は少しでもふやすような形で努力はしてい

るところでございます。 

○委員長（三浦進吾君） いいですか。 

  横山委員。 

○委員（横山洋介君） 僕もこれを見ているだけなんであれなんですが、敷島にだけないのが、

歩行用のコースがなかったので、そういったところなのかなという部分もあるんで、協議し

ていただいて、またふやすのであれば、また検討していただければと思います。 

  以上です。 

○委員長（三浦進吾君） 要望でいいですか。 

○委員（横山洋介君） はい。 

○委員長（三浦進吾君） ほかにありますか。 

  赤澤委員。 

○委員（赤澤 厚君） ちょっとお伺いしたいんですけれども、20ページの011スポーツ推進

委員のほうの研修負担費と活動費ということで、この内容をちょっと、どんなようなことを

行っているかちょっと教えていただけますか。 

○委員長（三浦進吾君） 当局の答弁を求めます。 

〔発言する者あり〕 

○委員長（三浦進吾君） 望月係長。 

○スポーツ推進係長（望月新路君） 活動費についてお答えいたします。 

  関東スポーツ推進研修大会とか全国のスポーツ推進大会に出席の旅費、それからそれに伴

う負担金等がございますので、主にはそういう研修と負担金の経費となっております。 

  以上です。 

○委員長（三浦進吾君） 赤澤委員。 

○委員（赤澤 厚君） これ、スポーツ推進委員、スポーツ普及ということだよね。これ、市

で今は委嘱になっているのかな。結構広報なんか、またいろいろな教室とか、そういうもの

を行っていると思うんだけれども、その辺のちょっと内容を教えてもらえたらありがたいん

ですけれども。 

○委員長（三浦進吾君） 当局の答弁を求めます。 
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  望月係長。 

○スポーツ推進係長（望月新路君） スポーツ推進委員の活動としまして、毎月２回、軽スポ

ーツ教室を開催しております。種目の中には、埼葛ボール、埼葛ボールというのは、埼玉県

の埼葛地区で考案された三角錐のボールを使った競技になりますけれども、埼葛ボール、そ

れからスポレックとかシャッフルボードなどを実施しております。 

  そのほか、各地域から、高齢者向けにふれあいいきいきサロンという形の中で、ステップ

体操のほうを教えに行っていただいております。実績につきましては、平成28年度に３回

行っている状況でございます。 

  以上です。 

○委員長（三浦進吾君） 赤澤委員。 

○委員（赤澤 厚君） いろいろな事業をしているということで、広報なんかに載って、いろ

いろ我々も目を通したり、やっているところを見たことがあるんですけれども、大変熱心に

やっていただいて、特に高齢者に対してのいろいろな事業をやっていること、我々も大変感

謝しているところですが、今後もぜひ健康増進のために頑張ってもらえばありがたいなと思

っていますので、よろしくお願いしたいと思います。 

○委員長（三浦進吾君） 要望でいいですか。 

○委員（赤澤 厚君） はい。 

  もう一件別件で。 

○委員長（三浦進吾君） 赤澤委員。 

○委員（赤澤 厚君） これ、体育施設の関係全部入っているんですけれども、ＡＥＤ、これ、

リースで各施設に皆置いてあると思うんだけれども、このＡＥＤを置いてあるんだけれども、

基本的にこの使用方法とかそういうものは、委託している業者はちゃんとわかった中で、講

習なんか受けてやっているんですか。 

○委員長（三浦進吾君） 当局の答弁を求めます。 

  保坂係長。 

○施設管理係長（保坂俊和君） お答えします。 

  各施設、敷島、双葉体育館など管理をお願いしていますシルバー人材センターのほうでの

講習会を行っているとは聞いております。 

  以上です。 

○委員長（三浦進吾君） 赤澤委員。 
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○委員（赤澤 厚君） これ、実はこの間、うちの部落なんだけれども、防災訓練、ＡＥＤを

今度入れた、公民館へね。それでやったんだけれども、なかなか我々も、それ、書いてある

文字であるからできると言うけれども、なかなか難しいんだよね。それで、結局そのリース

会社に来てもらって、講習を全部部落の人は受けたんだけれども、やっぱりせっかくこうや

って用意してあっても、実際これを使えるものがないと、ただ置いてあるじゃ意味がないん

で、シルバー人材はどんどん人がかわったりなんかするんだと思うんだよね。だから、その

辺も、要はせっかくこういったものを用意してあるんで、用意してあっても使い方がわから

んだら意味がないから、それでこれは緊急の場合で結構必要になる、これはできれば使わな

いほうがいいんだけれども、せっかくリースで、６万何がしかの金だと思うんだけれども、

リースで。だから、こういったものをやっぱり、いろいろな関係、シルバーに委託すること

は決して悪いとは言わないんだけれども、せっかくやっているなら、こういうところ、ＡＥ

Ｄのそういったものはちゃんときちっとやっぱり使用できるような形の中でシルバーで対応

してもらうように、これ、要望でいいですから、今後シルバー人材との当然話し合いとかい

ろいろあると思うんで、その辺はきちっとした対応をとってもらえるようにしておいてもら

いたいと思いますので、よろしくお願いします。 

○委員長（三浦進吾君） ほかにございますか。 

  五味委員。 

○委員（五味武彦君） 今、赤澤議員がちょっと質問した項目の中で、これは20ページのス

ポーツ推進委員費、２つ目のユニホーム代25人とありますね。まず、この推進委員という

のは任期は何年なんですか。 

○委員長（三浦進吾君） 当局の答弁を求めます。 

  梅原課長。 

○スポーツ振興課長（梅原 剛君） 任期につきましては２年でございます。 

○委員長（三浦進吾君） 五味委員。 

○委員（五味武彦君） ということは、このユニホーム代というのは、２年任期の中で、いつ

つくるんですか。 

○委員長（三浦進吾君） 当局の答弁を求めます。 

  梅原課長。 

○スポーツ振興課長（梅原 剛君） ユニホームにつきましてのことでございますけれども、

平成28年度の任期の更新に伴いまして、全スポーツ推進委員さんにジャージの上下、また
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ウインドブレーカー、半そでポロシャツ、帽子等を用意させていただきました。 

  その前は、平成22年度に全員に支給したところなんですけれども、新任された委員のみ

に新調させていただいた、そのとき新調させていただいて、長い人でもう６年、もう履いて

ということもあったもんですから、今回、28年度に全員に新たに支給という形をとらさせ

ていただいたところです。 

  以上です。 

○委員長（三浦進吾君） 五味委員。 

○委員（五味武彦君） それ、ワンセット幾らだったんですか。これだと、予算的には３万幾

らにしかならないんですよ。要するに、自己負担があったかどうか、全額公費なのか、この

辺ちょっと教えていただけますか。 

○委員長（三浦進吾君） 当局の答弁を求めます。 

  望月係長。 

○スポーツ推進係長（望月新路君） すみません。五味議員がおっしゃるとおり、１人当たり

３万円ぐらいになるんですけれども、個人負担はなく、市の予算で購入しております。 

○委員長（三浦進吾君） 五味委員。 

○委員（五味武彦君） ということは、ユニホーム代は貸与ということで、もしやめた場合は、

その方からまた引き取るという格好をとるんですか。処分の方法はどうなんですか。 

○委員長（三浦進吾君） 当局の答弁を求めます。 

  梅原課長。 

○スポーツ振興課長（梅原 剛君） 基本的には貸与という形で考えさせていただいて、状況

によりますので、また基本は貸与という形で、回収させていただきます。 

○委員長（三浦進吾君） 五味委員。 

○委員（五味武彦君） これ、直接市から委嘱している部分があって、ユニホームをつくると

いうことなんですが、例えば体協とかいろいろなことには、その役員さんが結構制服をつく

ったりとか、部員でいろいろな陸協さんの人がユニホームをつくったりとか、結構自費でや

っているところがあると思うんですよ。体協のところ、内部までは踏み込めないんですけれ

ども、体協の中でも、部ごとに公費を使って、それを一部流用して、私費を使ってユニホー

ムをつくるというようなところあるんですかね。その辺、ちょっと教えていただけますか。 

○委員長（三浦進吾君） 当局の答弁を求めます。 

○委員（五味武彦君） 市ですから、ちょっとわからない部分があるかと思いますが。 
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○委員長（三浦進吾君） 梅原課長。 

○スポーツ振興課長（梅原 剛君） 体協のいろいろな部がありまして、その部の中でも、バ

レーから始まって、サッカーとかいろいろありまして、その中で皆さん会費を取っていただ

いて、体育協会から、市から出していただいて、そろえるところもあるということは聞いて

おりますし、そろえてないというところも聞いているところでございますが、というところ

でございます。 

○委員長（三浦進吾君） 五味委員。 

○委員（五味武彦君） ひょっとして体協に助成金を出す。体協の本部から各部に助成金を振

り分ける。この中にいろいろな費用がかかってくると思うんですが、例えば仮にバレーに例

えば10万円出したと。この中に、制服代に、ユニホーム代に流れる金もあるわけですよね、

当然。それで、あとはそれぞれの部、もしくは体協サイドの割り振りの問題ということでい

いんですか。 

○委員長（三浦進吾君） 当局の答弁を求めます。 

  梅原課長。 

○スポーツ振興課長（梅原 剛君） 各部のほうに流れて、補助金を出させていただいている

中で、基本的には活動費という形で考えておりますので、その使い道という形の中では、各

部のほうでお任せしているような状況でございます。 

  以上です。 

○委員長（三浦進吾君） 五味委員。 

○委員（五味武彦君） 最後です。これは要望ですけれども、要するに出すところ、出さない

ところが出てくると。その役目の部分があろうかと思いますけれども、押しなべて平均的に

いろいろな待遇を図ってほしいなということで、これは要望で結構なんで、いいです。 

○委員長（三浦進吾君） よろしいですか。 

○委員（五味武彦君） はい。 

○委員長（三浦進吾君） 清水委員。 

○委員（清水正二君） 先ほどの長谷部委員のとちょっと関連するんですけれども、指定管理

の玉幡公園のあれなんですけれども、これで実際、去年よりも2,457人利用者がふえている

わけですよね。当然そこで200万円くらいが増収、入場の部分の増収ってあって、私も最近、

この海洋パークのプールに行ったんですけれども、最初に行った日に、利用者の中からプー

ルの透明度が、何かよそから来た人みたいで、何か透明度がちょっとよそよりないって言わ



－452－ 

れたんですよね。 

〔「悪い」と呼ぶ者あり〕 

○委員（清水正二君） うん。 

  聞いたんです。そうしたら、プールのほう、プールかどうか知らないですけれども、プー

ルの20％、１カ月に20％水を交換している。５カ月たつと、20％、20％で100％になるって、

そういう回答だったんですけれども、利用者がこれだけふえてきているということは、当然

プールの水も汚れるだろうというふうに私は思うんですよね。 

  20％っていう、今までは20％だけれども、それを５カ月ってやると、果たして20％で５

カ月たてば100％入れかわるっていう、そういう問題じゃないだろうっていうふうに思うん

ですよね。 

  だから、そこら辺のところ、ほかのところも、プールも、よそのプールもあるんで、うち

のプールだけじゃなくて、よそのところのプールも、そういうものを検討して、やはり利用

者がもうちょっと快適に使えるような形、水道、今言う水道光熱費がこうやってなっている

わけなんだけれども、実際井戸でやっているのか、水道水でやっているのか、ちょっとそこ

は調べてないんですけれども、非常にたくさんのプールだから量なんだけれども、やはり利

用者をふやしていくっていうことは、そういったサービスということなんで、そういったこ

との、できれば利用者がふえているんであれば、その回数というか、そういうのもふやすよ

うな指導をお願いしたいと思うんですが。 

○委員長（三浦進吾君） 当局の答弁を求めます。 

  梅原課長。 

○スポーツ振興課長（梅原 剛君） 清水委員さんのほうから今、お話があった内容でござい

ますが、指定管理のフィッツのほうから、こちらはもうちょっと聞いてないんですけれども、

特段のぐあいが、透明等が悪いとかという話はちょっと聞いてなかったもんですけれども、

当然フィッツのほうで毎日水質管理、当然循環をして、井戸水を循環して使わせていただい

ているところでございます。当然、ろ過剤とかも今回また変えるようなこともあるんですけ

れども、この中で、水質管理のほうは基準を満たしているという話は聞いておりますので、

今言ったお話のほうもまたちょっと含めて、状況は確認させていただくということでさせて

いただきますので、よろしくお願いいたします。 

○委員長（三浦進吾君） 清水委員。 

○委員（清水正二君） 私は初めて入ったときに、それが適正かなと思って、当然、今言う水
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質管理の中で、塩素の分でもって、結構それもにおいも強かったですけれども、そういうも

んかな。でも、よそから来た人が、最初行ったときにそういう話が出たんで、多分よそはも

うちょっといいのかなというふうに思ったんで、そういうところも調べて、そういうふうに

していただければという要望です。 

○委員長（三浦進吾君） 要望ね。 

  ほかにございますか。 

  山本今朝雄委員。 

○委員（山本今朝雄君） 20ページの013ですけれども、自治会の体育補助事業の対象として、

今、運動会、軽スポーツがあると思うんですが、この補助金は違うんですか。運動会と軽ス

ポーツに対する補助金の額。 

○委員長（三浦進吾君） 当局の答弁を求めます。 

  望月係長。 

○スポーツ推進係長（望月新路君） ご指摘のとおり、運動会につきましては、最高額が15

万円、軽スポーツにつきましては、最高額が７万円という形でなっております。補助率等は

どちらも同じになります。 

  以上です。 

○委員（山本今朝雄君） 15万円と７万円ですね。 

  それで、傾向として今、軽スポーツ、運動会、どちらが多くなってきていますか。 

○委員長（三浦進吾君） 当局の答弁を求めます。 

  望月係長。 

○スポーツ推進係長（望月新路君） 割合としますと、運動会が３割、軽スポーツが７割の事

業割合になっております。 

○委員長（三浦進吾君） 山本委員。 

○委員（山本今朝雄君） 27年度より28年度のほうが４自治会減っているんですよね。４自

治会減っていて、補助金が25万円ふえているという、これはどういうあれになりますか。 

○委員長（三浦進吾君） 当局の答弁を求めます。 

  望月係長。 

○スポーツ推進係長（望月新路君） ご指摘のとおり、自治会数が減って、補助額のほうはふ

えている状況なんですけれども、一応運動会をする実施の自治会がふえたことによりまして、

上限の15万円をお支払いしている、補助している自治会、４自治会ふえているという状況
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になっております。それで、自治会は減ったんですけれども、補助額のほうはふえたという

ような形で一応分析はしております。 

  以上です。 

○委員長（三浦進吾君） 山本委員。 

○委員（山本今朝雄君） 今のあれですと、傾向として、運動会が減っているという答弁だっ

たですよね。運動会が７割、軽スポーツが７割ですか。 

○委員長（三浦進吾君） 当局の答弁を求めます。 

  望月係長。 

○スポーツ推進係長（望月新路君） 運動会の実施数につきましては、27年度に比べて28年

度のほうがふえております。 

  以上です。 

○委員（山本今朝雄君） たまたま28年度はふえたということですね。はい、わかりました。 

  それじゃ、もう一点、すみません。 

○委員長（三浦進吾君） 山本委員。 

○委員（山本今朝雄君） 014の県外スポーツ大会出場補助金の件ですけれども、28年度は27

年度と同じく団体は変わらないんですが、金額的に40万円ばかりふえています。この辺の

距離的なものもあるんですか。その内容を教えてください。 

○委員長（三浦進吾君） 当局の答弁を求めます。 

  梅原課長。 

○スポーツ振興課長（梅原 剛君） 27年度と28年度ということで、件数は16件ずつという

形で、件数は変わってないんですけれども、当然県外の大会へ出るという団体、いろいろな

団体種目というんですかね、数が多い人たちがいらっしゃる団体とか、少ない団体とかいろ

いろあるのと、また開催場所、甲斐市より遠くのところとかいろいろありまして、その段階

で４万円ほどちょっと多くなっているような形になっているかと思いますけれども、27年

に比べて。 

  そんな形で、今回大会へ出られる団体の人数、あと開催地によって金額が微妙に変わって

くるというふうにご理解いただければと思います。 

○委員長（三浦進吾君） よろしいですか。 

○委員（山本今朝雄君） はい。ありがとうございました。 

○委員長（三浦進吾君） ほかにございますか。 
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〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（三浦進吾君） なければ、委員の質疑を終了します。 

  続いて、傍聴議員の質疑を許します。 

  ございますか。 

〔発言する者なし〕 

○委員長（三浦進吾君） 傍聴議員の質疑はないようですので、これで第10款教育費、第７

項保健体育費についてを終了いたします。 

  以上で歳出を終了します。 

  ここで暫時休憩します。 

  ２時45分再開でございます。よろしくお願いします。 

 

休憩 午後 ２時３１分 

 

再開 午後 ２時４６分 

 

○委員長（三浦進吾君） 休憩前に引き続き会議を再開します。 

  次に、歳入に入ります。 

  収納課より、第１款市税、第１項市民税から第６項入湯税について、一括で説明を求めま

す。 

  相川収納課長。 

○収納課長（相川泰史君） お疲れさまでございます。 

  それでは、収納課より平成28年度市税の収納状況について説明をさせていただきます。

よろしくお願いいたします。 

  決算書は12ページから15ページとなります。あわせて決算審議資料、こちらの薄い冊子

になりますが、４ページの横表、市税の収納状況の表をごらん願いたいと思います。よろし

くお願いいたします。 

〔「決算書は何ページ」と呼ぶ者あり〕 

○収納課長（相川泰史君） 決算書は12ページから15ページ、決算審議資料は４ページにな

ります。 

  初めに、決算書より１款市税全体の状況について説明させていただきます。 
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  調定額90億3,668万6,859円に対しまして収入済額85億4,411万754円となっております。

不納損額でございますが、4,018万1,013円、収入未済額４億5,239万5,092円となっており

ます。収納率は94.5％で、前年度を0.49％上回っております。 

  それでは、決算審議資料に基づきまして、税目ごとの収納状況の概要について説明させて

いただきます。 

  お手数ですが、資料の４ページをごらん願いたいと思います。 

  初めに、表の上段になります。現年分からの説明となります。 

  個人市民税の現年分でございますが、調定額38億5,393万800円に対しまして、収入済額

38億1,357万9,560円です。不納欠損額は29万5,749円、収入未済額ですが、4,005万5,491円、

収納率は98.91％で、前年度を0.23％上回っております。なお、不納欠損でございますが、

外国人の出国等に伴うもの、また自己破産による財産がないためによるものでございます。 

  次に、法人市民税でございます。調定額３億2,687万8,400円に対し、支出済額３億2,621

万1,000円です。収入未済額は66万7,400円です。収納率は99.80％、前年度を0.5％上回っ

ております。 

  続いて、固定資産税でございます。調定額35億6,009万6,600円に対し、収入済額34億

9,323万7,700円です。不納欠損額22万9,500円、収入未済額6,662万9,400円となっておりま

す。収納率は98.11％で、前年度を0.12％下回りました。なお、不納欠損でございますが、

法人の破産、滞納者の死亡に伴い相続人の相続放棄によるものでございます。 

  次に、１段飛ばしまして、軽自動車税でございます。調定額２億1,491万1,800円に対し、

収入済額２億1,035万4,500円となっております。不納欠損額は１万2,900円、収入未済額

454万4,400円でございます。収納率は97.87％、前年度を0.12％下回りました。尚、不納欠

損でございますが、滞納者の死亡に伴う相続人の相続放棄によるものでございます。 

  次に、ちょっと１段戻りますが、国有資産交付金、調定、収入済額ともに2,447万3,200

円、１段飛ばしまして、たばこ税でございますが、調定、収入済額ともに５億4,400万675

円、入湯税でございますが、調定、収入済額ともに692万6,250円となっております。 

  次に、表の中段になります。滞納繰越分について順次説明させていただきます。 

  初めに、個人市民税ですが、調定額１億7,768万7,866円に対し、収入済額4,969万6,140

円となっております。不納欠損額2,048万1,823円、収入未済額ですが、１億750万9,903円

となっております。収納率は27.97％で、前年度を0.66％下回りました。なお、不納欠損で

ございますが、生活保護等による生活困窮、行方不明者の職権消除等、また滞納者の死亡に



－457－ 

伴う相続放棄などによるものでございます。 

  続きまして、法人市民税ですが、調定額261万3,900円に対し、収入済額95万9,400円とな

っております。不納欠損額83万9,000円、収入未済額81万5,500円となっております。収納

率でございますが、36.7％で、前年度を9.3％下回っております。なお、不納欠損につきま

しては、法人の破産等によるものでございます。 

  次に、固定資産税ですが、調定額３億1,675万7,468円に対しまして、収入済額7,193万

2,429円となっております。不納欠損額1,742万2,441円、収入未済額２億2,740万2,598円と

なっております。収納率でございますが、22.71％で、前年度を4.66％下回っております。

不納欠損のうち個人につきましては、生活保護や自己破産等による生活困窮または相続放棄、

法人につきましては、破産や廃業などが主な理由でございます。 

  最後に、軽自動車税でございますが、調定額840万9,900円に対し、収入済額273万9,900

円となっております。不納欠損額ですが、89万9,600円、収入未済額ですが、477万400円と

なっております。収納率は32.58％で、前年度を0.58％上回っております。不納欠損でござ

いますが、生活保護や自己破産等による生活困窮または相続放棄、行方不明による職権消除

などが主な理由でございます。 

  次に、この表の右から４番目の枠になりますが、還付未済金でございます。これにつきま

しては、還付対象者の提出の書類のおくれや出納閉鎖近くで重複納付により会計処理が出納

閉鎖までにできなかったものでございまして、現年、滞納繰越分合わせて183万5,910円と

なっております。 

  次に、表の下の部分にございます各税目の現年分、滞納繰越分の合計の調定額、収入済額

等の内容であります。 

  内容の説明につきまして、具体的な数値の説明は省略させていただきますが、表の右側の

ほうになります。収納率の欄を見ていただくとわかりますが、現年、滞納繰越分の合計の収

納率は、個人、法人市民税、固定資産税、軽自動車税の各税目とも前年度を上回る数値とな

っており、冒頭で説明いたしました市税の全体の収納率は、右下にございます94.5％とな

っております。対前年比でございますが、0.49％の収納率アップとなっております。 

  今後も、税収の確保、収納率向上のため、職員一同引き続き取り組んでいきたいと思って

おります。 

  以上、市税の収納状況の概要についての説明を終わらさせていただきます。ご審議よろし

くお願いいたします。 
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○委員長（三浦進吾君） 説明が終わりました。 

  これより説明に対して質疑を行います。 

  なお、歳入については、所管からではありませんので、どなたからでもどうぞご質問くだ

さい。 

  質疑ございますか。 

  米山委員。 

○委員（米山 昇君） 昨年より全体で若干ですけれども、収納率が上がっていると、合計で

ですね。大変ご努力をされているということで理解しますが、不納欠損額4,000万円ほど不

納欠損として落としていますが、破産とか相続放棄とかいろいろ理由があると思いますが、

人数とすると何人でしょうかね。金額はここに出ていますが、人数で何人で、そのうちの一

番高かったというか、一番たくさん不納欠損をした額は１人で幾らぐらい。 

○委員長（三浦進吾君） 当局の答弁を求めます。 

  相川課長。 

○収納課長（相川泰史君） 不納欠損につきましてでございますが、市民税、それから固定資

産税、軽自動車税、延べ人数でございますが、932人でございます。 

  なお、申しわけございません。最大の１人当たりの不納欠損額の最高額でございますが、

集計をしてございませんので、今、手元には資料ございません。申しわけございません。 

○委員長（三浦進吾君） 米山委員、後でいいですね。 

○委員（米山 昇君） はい。 

○委員長（三浦進吾君） ほかにございますか。 

  樋泉委員。 

○委員（樋泉明広君） まだこっちの決算書のほうへは入ってないということだね。入ってい

る。 

  均等割額の１人当たりは現在、どのくらいになっているか。 

○委員長（三浦進吾君） 当局の答弁を求めます。 

  長田税務課長。 

○税務課長（長田裕二君） 市民税でよろしいですか。 

  平成28年度の市民税の均等割ですけれども、市民税3,500円になっております。その中に

復興特別税500円含まれております。県民税のほうが2,000円、この2,000円の中には森林環

境税と復興特別の500円、500円が含まれております。 
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  以上です。 

○委員長（三浦進吾君） 樋泉委員。 

○委員（樋泉明広君） じゃ、ついでに所得割額についてでありますけれども、平均の所得税

額はどのくらいになっているんでしょうか。平成28年度。 

○委員長（三浦進吾君） 当局の答弁を求めます。 

  有泉係長。 

○市民税係長（有泉正恵君） 平成28年度の市県民税の所得割額の平均額ですけれども、お

およそ１人当たり18万円になっております。 

  以上です。 

○委員長（三浦進吾君） いいですか。 

  樋泉委員。 

○委員（樋泉明広君） 人数ではどのくらいになっているでしょうか。 

○委員長（三浦進吾君） 当局の答弁を求めます。 

  有泉係長。 

○市民税係長（有泉正恵君） 所得割額がかかった人数ですけれども、28年度３万4,321人と

なっております。 

  以上です。 

○委員長（三浦進吾君） 樋泉委員。 

○委員（樋泉明広君） じゃ、ついでに、先ほど言った均等割額のほうの人数は、平成28年

度はどのくらいになっていますか。 

○委員長（三浦進吾君） 当局の答弁を求めます。 

  有泉係長。 

○市民税係長（有泉正恵君） 均等割がかかっている方ですけれども、３万7,887人となって

おりまして、そのうち均等割のみが課税されている方が3,934人となっております。 

  以上です。 

○委員（樋泉明広君） ３万じゃなくて、3,934人。 

○市民税係長（有泉正恵君） 均等割、所得割でかかっている方が３万7,887人いるんですけ

れども、そのうち均等割だけがかかっている方が3,934人となっております。 

○委員長（三浦進吾君） よろしいですか。 

○委員（樋泉明広君） じゃ、ついでに。 
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○委員長（三浦進吾君） 樋泉委員。 

○委員（樋泉明広君） 法人のほうですが、均等割額は平成28年度幾らになっていますか。 

○委員長（三浦進吾君） 当局の答弁を求めます。 

  長田課長。 

○税務課長（長田裕二君） 法人のほうの均等割の税額なんですけれども、まずこれ、資本金

によりまして金額が変わってきます。 

  まず、1,000万円以下の場合、市内の従業員数が50人を超える場合は12万円、市内の従業

員数が50人以下の場合は５万円というふうになっております。 

  あと、公共法人、公益法人、ＮＰＯ法人等の場合は、収益を伴わないことで、なおかつ資

本金が1,000万円以下の場合ですけれども、５万円となっております。 

  以上です。 

○委員長（三浦進吾君） いいですか。 

  ほかにございますか。 

  米山委員。 

○委員（米山 昇君） 樋泉さんが聞くかと思ったですが、差し押さえですね。差し押さえ件

数があって、この28年度中に競売等で配当等がどのくらいあったのか、件数と配当の金額

等がわかりましたら。 

○委員長（三浦進吾君） 当局の答弁を求めます。 

  相川課長。 

○収納課長（相川泰史君） その前に、先ほど米山委員からご質問いただきました不納欠損の

最高額ですね。個人市民税でございますが、203万900円となっております。 

  あと、ただいまご質問いただきました平成28年度の差し押さえの状況でございますが、

差し押さえ件数につきましては、市税と、申しわけございません、収納課では国保税も扱っ

ておりますので、国保税もちょっと絡んでくる部分があるんですが、192件の差し押さえを

執行しております。 

  そのうち、公売という形でございますが、動産ですね。具体的に言いますと、家具とか装

飾品等を差し押さえたものをインターネットや県の合同公売、そちらのほうで販売をしたと

ころ、落札金額としまして、税への充当でございますが、17万2,081円というふうな状況に

なっております。 

  以上です。 
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○委員長（三浦進吾君） 米山委員。 

○委員（米山 昇君） 動産ということで、売買したようですが、不動産は、じゃ競売とかそ

ういうことで、ほかの、第１順位ということはないと思うんですけれども、第２とか第３で

押さえてあって、配当があったということは昨年度はなかったということでしょうか。 

○委員長（三浦進吾君） 当局の答弁を求めます。 

  相川課長。 

○収納課長（相川泰史君） 交付要求という形で甲斐市に財産があったもの、あるいは市のほ

うで参加差し押さえというふうな形でやっております。 

  交付要求等をして、実際入ったものがございますと、市税につきましては５件入っており

ます。具体的に言いますと、金額につきましては、本税としまして446万6,800円という形

で、競売等にかかって、市のほうに税金として入ってきたものが、今言った金額でございま

す。 

  以上です。 

○委員長（三浦進吾君） いいですか。 

  ほかにございますか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（三浦進吾君） なければ、委員の質疑を終了いたします。 

  続いて、傍聴議員の質疑を許します。 

  ございますか。 

〔発言する者なし〕 

○委員長（三浦進吾君） ないようですので、傍聴議員の質疑を終了します。 

  これで第１款市税、第１項市民税から第６項入湯税についてを終了いたします。 

  ここで暫時休憩し、職員の入れかえを行います。 

 

休憩 午後 ３時０５分 

 

再開 午後 ３時０７分 

 

○委員長（三浦進吾君） それでは、会議を再開いたします。 

  次に、企画財政課より第２款地方譲与税から第11款交通安全対策特別交付金について、



－462－ 

一括で説明を求めます。 

  横森企画財政課長。 

○企画財政課長（横森貴志君） 大変お疲れさまでございます。 

  それでは、私からは市税を除きました歳入につきましてご説明申し上げます。 

  既に歳出の審査におきまして財源につきましてもあわせて説明がなされたところだと思い

ますので、私からは新たな歳入や比較増減の著しいもの等について説明させていただきたい

と思います。 

  それでは、決算書の14ページ、15ページをお開き願います。 

  ２款地方譲与税からご説明申し上げます。 

  地方譲与税は、一たん国税として徴収されまして、法令で定められた配分基準に従いまし

て市町村に譲与されるものでございます。２つの譲与税から成る地方譲与税の収入済額は１

億8,130万7,000円となっており、前年度と比較いたしますと123万6,000円、0.7％の減とな

っております。 

  項別では、１項自動車重量譲与税１億2,834万9,000円、２項地方揮発油譲与税5,295万

8,000円でございます。１項の自動車重量譲与税につきましては、自動車重量税の収入額の

３分の１に相当する額を、その２分の１を市道の延長、そのほかの２分の１を面積でそれぞ

れ案分し譲与されるものでございます。２項の地方揮発油譲与税につきましては、収入額の

42％に相当する額を、その２分の１を市道延長、そのほかの２分の１を面積で案分して譲

与されるものでございます。 

  ３款利子割交付金は、利子税を原資としまして県から交付されますが、収入済額は1,692

万3,000円でございます。これは預金利子等に対しまして５％の利子課税がされ、その５分

の３に相当する額を市町村の個人県民税の収入決算額で案分し、交付されるものでございま

す。 

  ４款配当割交付金は、譲与株式の配当金に対する県税を原資といたしまして県から交付さ

れる交付金であります。収入済額は3,082万8,000円でございます。上場株式の配当につき

ましては、支払いを受けるときに県民税５％がかかりますので、その徴収税額を個人県民税

の額に案分して県から交付されるものでございます。 

  ５款株式等譲渡所得割交付金につきましては、株式等の譲渡所得に対します県税を原資と

して県から交付されるものでありますが、収入済額は1,802万1,000円でございます。 

  ６款地方消費税交付金は、地方消費税収入を原資として県から交付されますが、収入済額
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は11億8,749万1,000円でございます。 

  16ページ、17ページをお願いいたします。 

  この交付金の内訳といたしましては、備考欄に記載のとおり、地方消費税交付金として６

億4,334万7,000円、社会保障財源交付金として５億4,414万4,000円となっております。平

成26年４月から地方消費税が５％から８％へ引き上げられましたが、引き上げ分の税収に

つきましては、社会保障４経費の財源確保という消費税率の引き上げの趣旨に基づきまして

平成26年度分から社会保障財源交付金として交付され、その交付金につきましては、消費

税法第１条第２項に規定する経費、その他社会保障施策に要する経費に充てるものとすると

地方税法に明記され、また、その充当につきましても、予算書や決算書の説明資料において

明示するよう通知されております。 

  お手元の決算審議資料の２ページに地方消費税交付金が充てられる社会保障施策に要する

経費の一覧表が掲載してございますので、ご確認いただきたいと存じます。 

  次に、７款ゴルフ場利用税交付金は、ゴルフ場利用税の10分の７に相当する額が県から

交付されるもので、収入済額は2,201万8,428円でございます。市内には甲斐ヒルズカント

リー倶楽部、敷島カントリー倶楽部、昇仙峡カントリークラブの３カ所のゴルフ場がござい

まして、その利用税に対する交付金となります。 

  ８款自動車取得税交付金は、県に納付されました自動車取得税額を原資として交付される

交付金で、収入済額は4,595万1,000円でございます。 

  ９款地方特例交付金は、住宅借入金等特別控除による減収補塡のために交付される交付金

で、収入済額は5,318万2,000円でございます。 

  次に、10款地方交付税の収入済額は55億7,120万2,000円でございます。内訳といたしま

して、備考欄に記載のとおりでありますが、普通交付税として49億9,080万4,000円、特別

交付税として５億8,039万8,000円となっております。このうち、普通交付税は前年度と比

較いたしますと107万7,000円の減であり、ほぼ同程度となっております。普通交付税につ

きましては、平成17年度から平成26年度までの10年間は合併後であっても合併がなかった

ものと仮定して、合併前の旧町ごとに算定した普通交付税の合算額を保証し、合算による普

通交付税算定上の不利益をこうむることのないよう配慮する合併算定がえの特例期間であり

ました。平成27年度からは５年間かけて段階的に縮減していく期間に移行し、平成32年度

には合併後の新市として算定する一本算定による額が交付されることになります。平成28

年度は段階的に縮減していく期間の２年目であり、縮減率が30％という減額要因はありま
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したが、普通交付税の算定の際に基礎数値となります人口が平成27年国勢調査において増

加したこと、また臨時財政対策債や合併特例債の公債費の償還額などの増によりまして、基

準財政需要額の伸びが大きかったことなどの増額要因によりまして、前年度とほぼ同程度の

交付額となったものでございます。 

  11款交通安全対策特別交付金につきましては、道路交通法の規定によりまして、納付さ

れた反則金収入を原資としまして交付される交付金で、収入済額は1,620万6,000円でござ

います。 

  以上が２款から11款までの収入の説明とさせていただきます。よろしくお願いいたしま

す。 

○委員長（三浦進吾君） 説明が終わりました。 

  これより説明に対して質疑を行います。 

  質疑ございますか。 

  樋泉委員。 

○委員（樋泉明広君） 14ページの株式等譲渡所得割交付金についてでありますが、当初の

予算が350万円ですね。それが収入済額が1,800万円になっておりますけれども、この差は

どういう内容なんでしょうか。 

○委員長（三浦進吾君） 当局の答弁を求めます。 

  横森課長。 

○企画財政課長（横森貴志君） この関係は、取引が多くあったということで、県にも確認さ

せていただきましたけれども、少なくなった場合においては、当然取引が少なくなったと。

多くなった場合には、取引が多くなったから、それに対して県税をくれたということで、今

回もその金額が大きかったものですから、山梨県に確認させていただいたところ、そのよう

な回答をいただいたところでございます。 

  以上でございます。 

○委員長（三浦進吾君） 樋泉委員。 

○委員（樋泉明広君） ついでに、平成27年度、株式譲渡交付金が幾らになっていましたか。

4,718万円。 

○委員長（三浦進吾君） 当局の答弁を求めます。 

  横森課長。 

○企画財政課長（横森貴志君） 平成27年度の株式譲渡所得割交付金は、4,718万1,000円の
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収入でございました。 

○委員長（三浦進吾君） 樋泉委員。 

○委員（樋泉明広君） じゃ、これもあれですか。平成28年度と比較した場合に、じゃ株式

が多くなったんじゃなくて、少なくなったという表現でよろしいですか。理解で。 

○委員長（三浦進吾君） 当局の答弁を求めます。 

  横森課長。 

○企画財政課長（横森貴志君） 譲渡の取引が少なくなったということでございます。 

○委員（樋泉明広君） はい、了解。 

○委員長（三浦進吾君） 樋泉委員。 

○委員（樋泉明広君） 次に、地方消費税交付金でありますが、11億8,749万1,000円の内容

でありますが、先ほど説明されました備考欄に出ておりますけれども、この消費税交付金の

率ですね。８％であったわけですが、そのうちのどのくらいが自治体に交付されるか。要す

るに、11億8,749万円の内容ですけれども、いかがでしょうか。教えてください。 

○委員長（三浦進吾君） 当局の答弁を求めます。 

  宮本財政係長。 

○財政係長（宮本 裕君） 地方消費税交付金の内容でございますけれども、税率８％の場合

におきましては、まず国のほうに納める消費税分が6.3％で、地方消費税として来るのが

1.7％で、そのうち県のほうに0.85％で、市町村のほうといたしましては0.85％が交付され

るという内容になります。 

  以上です。 

○委員長（三浦進吾君） 樋泉委員。 

○委員（樋泉明広君） そうすると、地方消費税の交付金は８％のうち1.7％が自治体におり

たというふうに理解していいですか。 

○委員長（三浦進吾君） 当局の答弁を求めます。 

  宮本係長。 

○財政係長（宮本 裕君） はい、そのとおりでございます。 

○委員長（三浦進吾君） 樋泉委員。 

○委員（樋泉明広君） そうすると、実際に消費税が幾らかかったその1.7％が地方消費税の

交付金としておりたんでしょうか、11億円。 

○委員長（三浦進吾君） 当局の答弁を求めます。 
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○委員（樋泉明広君） 700億円ばかりになるのかな。 

○委員長（三浦進吾君） 休憩いたします。 

 

休憩 午後 ３時１９分 

 

再開 午後 ３時２０分 

 

 

○委員長（三浦進吾君） 会議を再開いたします。 

  当局の答弁を求めます。 

  宮本係長。 

○財政係長（宮本 裕君） すみませんでした。 

  消費税の総額といたしましては、698億円程度というふうに想定されます。 

  以上です。 

○委員長（三浦進吾君） 樋泉委員。 

○委員（樋泉明広君） そうすると、698億円が甲斐市の市民の皆さんが負担したということ

ですかね。どういうふうに理解すればいいかな。 

○委員長（三浦進吾君） 当局の答弁を求めます。 

  宮本係長。 

○財政係長（宮本 裕君） 698億円ほどの消費税のほうが納付されまして、そのうち地方消

費税として1.7％が山梨県、地方のほうに来るんですけれども、その中で、甲斐市のほうに

は11億8,749万1,000円が入っているんですけれども、今申し上げました698億円というのは

総額、地方消費税の総額でございます。全体の金額。 

○委員長（三浦進吾君） 樋泉委員。 

○委員（樋泉明広君） 大体１％で２兆5,000億円ですよね。８％だと20兆円。そのうちのあ

れですか。698億円はどこの、じゃ消費税分ですか。 

○委員長（三浦進吾君） 当局の答弁を求めます。 

  横森課長。 

○企画財政課長（横森貴志君） 大変申しわけありません。ただいまのちょっと答弁がちょっ

と誤っておりまして、先ほどの698億5,241万1,000円というのは、甲斐市のほうに11億
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8,749万1,000円入りました。それを単純に1.7％で割り返しますと、その金額になります。 

  だから、日本全国になりますと、今、樋泉議員がおっしゃったように、もっと金額は大き

な数字になりますけれども、うちのほうで1.7％に相当する額とすると、消費税は698億

5,241万1,000円という形の数字でございます。 

○委員長（三浦進吾君） よろしいですか。 

○委員（樋泉明広君） 了解しました。 

○委員長（三浦進吾君） ほかにございますか。 

  米山委員。 

○委員（米山 昇君） 交付税で、先ほど、本来30％段階的に減少される年度になったわけ

ですけれども、実情は、人口増等もあって、ほとんど普通交付税については横ばい、100万

円ほどしか減額にならなかったということですが、結構なことだと思いますけれども、特別

交付税のほうは昨年と比べてどうだったでしょうかね。昨年というか、27年と比べて。 

○委員長（三浦進吾君） 当局の答弁を求めます。 

  横森課長。 

○企画財政課長（横森貴志君） 28年度の特別交付税の交付額は５億8,037万1,000円となっ

ております。平成27年度が６億856万6,000円でございましたので、28年度と27年度を対比

いたしますと、約4.6％の減で、金額といたしますと2,819万5,000円の減額となっていると

ころでございます。 

○委員長（三浦進吾君） 米山委員。 

○委員（米山 昇君） 特別交付税は率でもってというわけにいきませんし、その年の災害と

か、全国で多ければ配分額は減っちゃうというようなことあって、不確定の要素が高いわけ

ですけれども、甲斐市の場合、何か特別な多く交付、この分が多く交付されたとかっていう

ような、歳入されたようなものはあったでしょうか。特になかった。 

○委員長（三浦進吾君） 当局の答弁を求めます。 

  横森課長。 

○企画財政課長（横森貴志君） 特別ここが大きく伸びたということはございませんけれども、

当然ネウボラ事業等を始めておりますから、うちのほうで県のヒアリング等を受ける場合に

おきましては、そういう子育て支援の充実を図っているということに対しまして県のほうに

説明いたしまして、国のほうにもその報告をしていただくような形で、力は入れたところで

ございます。 
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○委員長（三浦進吾君） よろしいですか。 

  米山委員。 

○委員（米山 昇君） 一応確認ですけれども、先ほどの段階的な交付の削減については、こ

れはもちろん特別交付税については、その減っていく率はない、減額の率はないということ

で理解してよろしいですね。 

○委員長（三浦進吾君） 当局の答弁を求めます。 

  横森課長。 

○企画財政課長（横森貴志君） そのとおりでございます。 

○委員（米山 昇君） いいです。 

○委員長（三浦進吾君） よろしいですか。 

  ほかにございますか。 

  保坂委員。 

○委員（保坂芳子君） １点だけ、この審議資料の中の２ページのこの表の中で、今の消費税

の交付金が８％になって、特に変わったというか、伸びたというかの事業というのはどれに

なるんでしょうか。 

○委員長（三浦進吾君） 当局の答弁を求めます。 

  横森課長。 

○企画財政課長（横森貴志君） ８％になったのは平成26年度からですので、事業的なもの

は何も変わっておりません。ただ、交付される額が多くなったり少なくなったりしますので、

そういう部分の変動はありますけれども、ただ、29年度におきましては、今度はこども医

療費が高校生までありますから、今年度からは若干そこで変わりますので、そこの配分等を

またどのような形で最終的になるかということで、うちのほうもまた資料をつくるときには

検討しなきゃいけないところだとは思っておりますけれども。 

  以上でございます。 

○委員長（三浦進吾君） よろしいですか。 

〔発言する者なし〕 

○委員長（三浦進吾君） ないようですので、委員の質疑を終了いたします。 

  続いて、傍聴議員の質疑を許します。 

〔発言する者なし〕 

○委員長（三浦進吾君） ないようですので、傍聴議員の質疑を終了いたします。 



－469－ 

  これで第２款地方譲与税から第11款交通安全対策特別交付金についてを終了いたします。 

  次に、第12款分担金及び負担金、第13款使用料及び手数料について、一括で説明を求め

ます。 

  横森企画財政課長。 

○企画財政課長（横森貴志君） それでは、決算書の18、19ページをお願いいたします。 

  12款分担金及び負担金の収入済額は３億9,428万6,077円で、前年度と比較いたしまして

3,349万2,890円、7.8％の減額でございます。内容につきましては、前年度とおおむね同様

でありますが、３歳未満の第２子以降保育料無償化に伴い、特に民生費負担金が減額となっ

ておるところでございます。 

  まず、１項負担金、１目総務費負担金、１節総務費負担金につきましては、陸前高田市に

災害復旧で派遣しております職員１人分及び山梨県総合事務組合へ派遣しております職員１

人分の給与費負担金でございます。 

  次に、２目民生費負担金でございますが、まず１節社会福祉費負担金につきましては、老

人福祉施設入所者及び身体障害者施設利用者の負担金と自立支援給付認定審査会共同設置者

であります中央市及び昭和町からの負担金でございます。２節児童福祉費負担金につきまし

ては、公立・私立の保育所の保護者からの保育料や放課後学童保育の負担金などでございま

す。なお、不納欠損額は20万2,500円となっております。 

  次に、３目衛生費負担金、１節保健衛生費負担金につきましては、健康診査の受診者の負

担金でございます。 

  次に、４目労働費負担金、１節労働費負担金につきましては、峡中広域シルバー人材セン

ター負担金で、中央市及び昭和町からの負担金でございます。 

  次に、５目農林水産業費負担金、１節農業費負担金につきましては、上堰頭首工本復旧事

業費に係る関係自治体であります中央市、昭和町からの負担金でございます。 

  次に、９目教育費負担金、１節教育費負担金につきましては、ことばの教室共同設置費負

担金で、南アルプス市、中央市、昭和町それぞれからの負担金でございます。 

  次に、13款使用料及び手数料の決算額につきましては２億560万3,683円で、前年度と比

較いたしますと232万3,125円、1.1％の増額でございます。使用料及び手数料につきまして

は、関係する使用料条例等によりましてその額が定めております。 

  １項使用料の収入済額につきましては１億5,627万2,223円で、前年度と比較いたします

と240万5,150円、1.6％の増でございます。 
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  決算書の20ページ、21ページをお願いいたします。 

  内容でございますが、１目総務使用料、１節行政財産使用料につきましては、市有地に立

つ東電及びＮＴＴの電柱等の行政財産使用料、各庁舎にあります自動販売機等の設置使用料

及び太陽光パネルの設置に伴います竜王図書館、双葉体育館、竜王保健福祉センター、敷島

南小学校、竜王小学校体育館、敷島中学校体育館の屋根等の貸与使用料でございます。 

  ３目衛生使用料、１節保健施設使用料につきましては、各保健福祉センターの使用料でご

ざいます。２節火葬場使用料は、やすらぎ聖苑の使用料でございます。 

  ４目労働使用料、１節勤労者施設使用料につきましては、勤労青少年ホーム、働く婦人の

家、勤労者会館の使用料でございます。 

  ５目農林水産業使用料、１節農林水産施設使用料につきましては、自然休養村管理センタ

ー使用料及び矢木羽湖駐車場等の使用料でございます。２節クラインガルテン使用料は、

12区分分の入会金360万円のほか、滞在型及び日帰り型市民農園の使用料でございます。 

  ７目土木使用料、１節公共物使用料につきましては、道路法、河川法等の適用を受けない

導水路、いわゆる赤道、青道の使用料でございます。２節道路使用料につきましては、電柱

等の道路占用料でございます。３節公園施設使用料につきましては、赤坂台総合公園など各

公園施設の使用料及び自動販売機設置の使用料でございます。 

  22、23ページをお願いいたします。 

  ４節住宅使用料につきましては、市営住宅の使用料でございます。５節竜王駅南北自由通

路使用料は収入はございませんでした。６節竜王駅前広場使用料は、駅前広場の短時間駐車

場使用料等でございます。７節行政財産使用料につきましては、市営住宅内の空き地等を一

時的に工事駐車場等として貸し出した際の使用料でございます。 

  次に、９目教育使用料、２節社会教育施設使用料につきましては、敷島総合文化会館、各

公民館及び地域ふれあい館の使用料でございます。３節図書館使用料につきましては、竜王

図書館視聴覚室等の使用料でございます。４節スポーツ施設使用料につきましては、社会体

育施設、学校体育施設等のそれぞれの使用料でございます。 

  次に、２項手数料でございます。各手数料につきましては、甲斐市手数料条例におきまし

て規定されているところでございます。収入済額は4,933万1,460円で、前年度と比較いた

しますと８万2,025円、0.2％の減額でございます。 

  １目総務手数料、１節総務手数料につきましては、主に税務課及び市民窓口課の各種証明

手数料でございます。 
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  24、25ページをお願いいたします。 

  ２節督促手数料につきましては、市税の督促手数料でございます。 

  ２目民生手数料、２節督促手数料につきましては、保育料の督促手数料でございます。 

  ３目衛生手数料、１節保健衛生手数料につきましては、狂犬病の予防注射や犬の登録等の

手数料でございます。 

  ５目農林水産業手数料、１節農林水産業手数料につきましては、農業振興地域の農用地の

証明手数料でございます。 

  ７目土木手数料、１節土木手数料につきましては、屋外広告物申請手数料、開発許可申請

手数料等の都市計画手数料と地籍手数料等でございます。 

  ８目消防手数料、１節消防手数料につきましては、火薬類の許可に伴う手数料であります

が、許可申請がございませんでしたので、収入はありません。 

  以上で12款分担金及び負担金と13款使用料及び手数料の説明とさせていただきます。よ

ろしくお願いいたします。 

○委員長（三浦進吾君） 説明が終わりました。 

  これより説明に対して質疑を行います。 

  質疑ございますか。 

  米山委員。 

○委員（米山 昇君） 保育料、先ほど20万2,500円不納欠損をしたということですが、どう

いうあれでしょうかね。１人ですか、複数人なのか、どういう理由で不納欠損したのか。 

○委員長（三浦進吾君） 当局の答弁を求めます。 

  小宮山部長。 

○子育て・健康部長（小宮山正美君） お答えいたします。 

  児童福祉費負担金20万2,500円でございますが、不納欠損は保育料過年度分におけるもの

でございます。人数につきましては、５名分に当たります。 

  理由といたしまして、離婚等が原因でひとり親になった世帯で、全てが母子世帯でござい

ます。生活が困窮していて支払えない、差し押さえになっている世帯、転出している世帯も

おりますが、こちらのほうでは納めるよう促してきたところでございます。 

  以上でございます。 

○委員長（三浦進吾君） 米山委員。 

○委員（米山 昇君） 過年度ということで、例えば５年経過して時効というようなことにな
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ったからという理由でしょうか。 

○委員長（三浦進吾君） 当局の答弁を求めます。 

  小宮山部長。 

○子育て・健康部長（小宮山正美君） そのとおりでございます。 

○委員長（三浦進吾君） 米山委員。 

○委員（米山 昇君） できるだけ徴収をお願いします。 

  それから、23ページの竜王駅前広場の使用料で、短時間の駐車場で140万円入っています

が、これの集金というか、回収というか、どのような形でなさっていらっしゃるかお伺いい

たします。 

○委員長（三浦進吾君） 当局の答弁を求めます。 

  輿石部長。 

○建設産業部長（輿石春樹君） 短時間の駐車場の回収につきましては、２カ月に一遍の徴収

を行っております。 

○委員長（三浦進吾君） 米山委員。 

○委員（米山 昇君） ２カ月に１回ということですが、いわゆるどういう、職員が行って回

収するのか、あるいは金融機関が行くのか、また職員が行く場合に、１人で行くのか、複数

で行くのかとか、それから金額は、多分その中に入っているお金とどれだけ使ったという明

細とか、そういうものが多分出てくるんじゃないかと思うんですけれども、どのような形で

確認はされていますか。 

○委員長（三浦進吾君） 当局の答弁を求めます。 

  輿石部長。 

○建設産業部長（輿石春樹君） 回収につきましては、職員２名で行いまして、中に入ってい

る現金と、あとレシート等の控えがございますので、それで確認をして、会計課のほうへ入

れるということになっております。 

○委員長（三浦進吾君） 米山委員。 

○委員（米山 昇君） こうやって現金を取り扱うわけですから、何かあっては困るわけです

から、当然複数で行くというお話でしたから安心しましたが、複数で行って、そして使われ

た確認、回数とか、もちろん時間等が出て、トータルで幾らということで、合わせてはくる

と思いますけれども、そういうことを、直接こういう現金を扱う機関って余りありませんの

で、間違えのないように、ぜひその辺は気をつけてやっていただきたいと思います。要望で
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結構です。 

○委員長（三浦進吾君） 要望でいいですか。 

○委員（米山 昇君） はい。 

○委員長（三浦進吾君） ほかにございますか。 

  保坂委員。 

○委員（保坂芳子君） 21ページの火葬場の使用料の下の火葬場その他使用料のその他って

いうのはどういったものですか。 

○委員長（三浦進吾君） 当局の答弁を求めます。 

  小田切部長。 

○生活環境部長（小田切 聡君） お答えいたします。 

  火葬場その他の使用料につきましては、自動販売機の設置にかかわるものでございます。 

  以上でございます。 

○委員長（三浦進吾君） よろしいですか。 

  保坂委員。 

○委員（保坂芳子君） 23ページの住宅使用料の過年度分なんですが、これは何人分という

か、何件分なんでしょうか。 

○委員長（三浦進吾君） 当局の答弁を求めます。 

  輿石部長。 

○建設産業部長（輿石春樹君） 滞納者数ということでよろしいでしょうか。 

  19棟でございます。 

○委員長（三浦進吾君） 保坂委員。 

○委員（保坂芳子君） その中で、一番最高に滞納額というのはどのぐらいなんですか。 

○委員長（三浦進吾君） 当局の答弁を求めます。 

  輿石部長。 

○建設産業部長（輿石春樹君） 最高の金額の方が、約250万円ほどの方がおられます。 

  以上でございます。 

○委員長（三浦進吾君） 保坂委員。 

○委員（保坂芳子君） 250万円というと、年度を超えて何年か分になっているんですか、そ

れは。期間がどのぐらい。 

○委員長（三浦進吾君） 当局の答弁を求めます。 
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  輿石部長。 

○建設産業部長（輿石春樹君） 約５年ほどの滞納があるというものでございます。 

○委員長（三浦進吾君） 保坂委員。 

○委員（保坂芳子君） その５年度分を一遍に今回払ったというような解釈でいいんでしょう

か。 

○委員長（三浦進吾君） 当局の答弁を求めます。 

  輿石部長。 

○建設産業部長（輿石春樹君） 滞納分ですから、まだこれ、残っておりまして、毎月家賃が

５万3,200円、それプラスの１万2,800円というようなことで、約６万6,000円の納付をいた

だいていると。なかなか一遍には返すことができないということで、所得等を見させていた

だいて、その中で、このくらいの返済ならしていけるのかなということの中で返済をしてい

ただいております。 

○委員長（三浦進吾君） よろしいですか。 

  保坂委員。 

○委員（保坂芳子君） そういった方は、じゃ250万円なんていう方は珍しく、１人だけとい

うふうな感じなんですか。 

○委員長（三浦進吾君） 当局の答弁を求めます。 

  輿石部長。 

○建設産業部長（輿石春樹君） そのほかにも160万円ほどの方もおられますけれども、何百

万円という方につきましては、本当にわずかな人数でございます。 

○委員長（三浦進吾君） 保坂委員。 

○委員（保坂芳子君） いろいろ事情があって、そこまでになっちゃうと思うんですが、こん

なになっちゃうと本当に大変なので、できるだけ早い時期から、なるべくこうならないよう

に細かくやっぱり請求していくことが大事かなと思いますので、注意をしていってやってい

ただきたいと思います。本人も大変なので。 

○委員長（三浦進吾君） 要望でいいですね。 

○委員（保坂芳子君） はい、お願いします。 

○委員長（三浦進吾君） ほかにございますか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（三浦進吾君） なければ、委員の質疑を終了いたします。 
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  続いて、傍聴議員の質疑を許します。 

  ございますか。 

〔発言する者なし〕 

○委員長（三浦進吾君） ないようですので、傍聴議員の質疑を終了いたします。 

  これで第12款分担金及び負担金、第13款使用料及び手数料についてを終了いたします。 

  次に、第14款国庫支出金及び第15款県支出金について説明を求めます。 

  横森課長。 

○企画財政課長（横森貴志君） それでは、決算書の24、25ページをお願いいたします。 

  14款国庫支出金につきましては、収入済額は36億6,314万1,885円で、前年度と比較いた

しますと１億2,348万1,531円で、3.5％の増額でございます。 

  それでは、まず１項国庫負担金でございます。国庫負担金は、関係法令に基づく割合によ

りまして国がその経費を負担するというもので、収入済額は30億5,098万4,351円で、前年

度と比較しますと２億1,732万3,328円、7.7％の増額でございます。これは障害者自立支援

給付費負担金、教育・保育給付費負担金、生活保護等負担金等の増加が主な増額の要因でご

ざいます。 

  ２目民生費国庫負担金、１節社会福祉費負担金につきましては、障害者自立支援医療費や

給付費に要する経費に対する負担金と特別障害者手当等給付負担金及び生活困窮者自立支援

事業費負担金でございます。 

  26、27ページをお願いいたします。 

  ２節児童福祉費負担金につきましては、児童保護措置費負担金、養育医療費国庫負担金、

教育・保育給付負担金でございます。３節児童手当負担金につきましては、中学校終了まで

の児童・生徒を対象に支給する児童手当でございます。４節児童扶養手当負担金につきまし

ては、児童扶養手当法に基づき市が支給する児童扶養手当に要する経費に対する負担金でご

ざいます。５節保険基盤安定負担金につきましては、国民健康保険の保険者支援といたしま

して一般会計から国保会計へ繰り入れる政令により算定されました額を基準として交付され

る負担金でございます。６節生活保護費負担金につきましては、市が支弁いたします被保護

者の生活保護費に要する経費に対しまして、国がその４分の３を負担するものでございます。

８節介護保険負担金につきましては、消費税引き上げに伴いまして、低所得者の介護保険料

の負担軽減を図るための負担金でございます。負担率は国が２分の１、県と市が４分の１で、

一般会計で国・県支出金を収入しまして、市負担分との合計分を介護保険特別会計へ繰り出
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しするものでございます。 

  次に、２項国庫補助金でございます。国庫補助金は、関係法令等によりまして国がその経

費を補助するもので、収入済額は８億9,794万8,234円でございまして、前年度と比較いた

しますと6,407万6,187円で、9.7％の減額でございます。 

  主な内容につきましてご説明申し上げます。 

  まず、１目総務費国庫補助金、１節総務管理費補助金につきましては、社会保障・税番号

制度システム整備費補助金、個人番号カード交付事務費補助金及び平成27年度からの繰越

事業の財源であります地方公共団体情報セキュリティー強化対策費補助金と地方創生加速化

交付金でございます。 

  ２目民生費国庫補助金、１節社会福祉費補助金でございますが、地域生活支援事業費補助

金につきましては、障害者自立支援法に基づき市が行う事業でございます。 

  28、29ページをお願いいたします。 

  セーフティーネット支援対策事業補助金につきましては、向精神薬頻回受診点検のための

レセプト点検費などの補助金でございます。臨時福祉給付金等給付事業費及び事務費補助金

につきましては、平成27年度に引き続き、消費税引き上げによる臨時的な給付措置でござ

います。年金生活者等支援臨時福祉給付金給付事業費及び事務費補助金につきましては、平

成27年度からの繰越事業でございまして、低所得の高齢者向けの給付金として、平成27年

度臨時福祉給付金の対象者のうち、平成28年度中に65歳以上となる者を対象に、１人３万

円を給付するための補助金でございます。 

  ２節節児童福祉費補助金でございますが、まず母子家庭等対策総合支援事業費補助金は、

母子家庭自立支援事業に対する補助金でございます。地域子ども・子育て支援事業交付金に

つきましては、子ども・子育て支援法施行に伴います特別保育事業、山梨県放課後児童健全

育成事業等に対する補助金でございます。子どものための教育・保育事業費補助金につきま

しては、平成27年度からの繰越事業でございまして、多子世帯の保育料負担軽減措置とし

て、平成28年度から年収約360万円未満の世帯を対象に、第２子は半額に、第３子以降は完

全無償化が実施され、そのシステム改修に対する補助金でございます。保育対策総合支援事

業費補助金につきましては、保育所等における業務効率化推進事業に対する補助金でござい

ます。 

  ３目衛生費国庫補助金、１節保健衛生補助金でございますが、がん検診推進事業補助金に

つきましては、乳がん、子宮がん、大腸がん検診等に対する補助金でございます。妊娠・出
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産包括支援事業補助金につきましては、平成27年12月に笛吹市に完成しました産後ケアセ

ンターを活用した産前産後ケア事業に対する補助金でございます。２節環境衛生補助金につ

きましては、甲斐市バイオマス産業都市推進事業における熱供給システム実施設計費に対す

る補助金を当初予算に計上いたしましたが、平成28年度内に事業着手できないため、３月

補正において減額いたしましたので、予算額、収入額ともにございません。 

  ７目土木費国庫補助金、１節土木費補助金でございますが、社会資本整備総合交付金につ

きましては、木造住宅耐震診断改修事業や一般建築物アスベスト含有調査事業、生け垣花壇

推進事業等の補助金でございます。防災安全社会資本整備交付金につきましては、橋梁長寿

命化修繕事業、橋梁点検事業及び中八幡冷間線、篠原田福線道路改良事業等の補助金でござ

います。４節都市計画費補助金でございますが、都市公園事業費補助金につきましては、中

部公園及び（仮称）上八幡公園の整備事業と公園施設長寿命化計画策定事業等の補助金でご

ざいます。道整備交付金につきましては、新町山本線道路改良事業に対する補助金でござい

ます。社会資本整備総合交付金につきましては、新町本線の道路整備事業に対する補助金で

ございます。 

  次に、９目教育費国庫補助金、１節小学校費補助金につきましては、要保護等児童援助費

補助金で、要保護児童及び特別支援学級児童に対する補助金でございます。２節中学校費補

助金につきましても、要保護等生徒援助費補助金で、要保護生徒及び特別支援学級生徒に対

する補助金でございます。 

  30ページ、31ページをお願いいたします。 

  学校施設環境改善交付金につきましては、平成27年度からの繰越事業であります竜王中

学校の第２期大規模改修工事に対する補助金でございます。３節幼稚園補助金につきまして

は、幼稚園就園奨励費補助金で、私立幼稚園14園、全部で304人に対する就園奨励費補助金

でございます。４節社会教育費補助金につきましては、埋蔵文化財発掘調査のための補助金

で、平成28年度は市内８カ所の調査を行ったところでございます。 

  次に、３項委託金でございます。収入済額1,420万9,300円で、前年度と比較いたします

と2,976万5,610円の減額で、67.7％の減でございます。 

  内容といたしまして、１目総務費委託金、１節総務管理費委託金につきましては、自衛官

募集事務市町村交付金でございます。２節戸籍住民基本台帳費委託金につきましては、外国

人の中・長期在留者住居地届け出等の登録事務の委託金でございます。 

  ２目民生費委託金、１節社会福祉費委託金につきましては、国民年金事務の事務費交付金



－478－ 

でございます。２節児童福祉費委託金につきましては、特別児童扶養手当の事務に係る交付

金でございます。 

  次に、15款県支出金についてご説明申し上げます。 

  収入済額は16億6,214万1,016円で、前年度と比較しますと9,439万7,526円の減額で、

5.4％の減でございます。 

  １項県負担金の収入済額は11億2,996万1,590円で、前年度と比較しますと6,046万5,043

円の増で、5.7％の増となっております。 

  ２目民生費県負担金、１節社会福祉費負担金につきましては、生活保護費や障害者自立支

援医療費及び給付費と行旅病人及び行旅死亡人取扱費の県負担金でございます。２節児童福

祉費負担金につきましては、国庫負担金と同様になりますが、児童保護措置費負担金及び養

育医療費県負担金につきましては、助産施設や母子生活支援施設に入居する経費で、未熟児

等の入院養育の医療費に係る助成金及び事務経費に対する負担金でございます。また、教

育・保育給付費負担金につきましては、市内私立保育所運営費や市外の公立及び私立の広域

保育所運営費並びに市内外の認定こども園等の施設型、地域型給付費に対する負担金でござ

います。 

  32ページ、33ページをお願いいたします。 

  第２子以降保育料無料化事業費負担金につきましては、平成28年度から山梨県が実施し

ております保育料無料化事業に係る県負担金でございます。この事業は、第１子の年齢にか

かわらず、３歳までの第２子以降の保育料を無料とする事業で、県と市がそれぞれ２分の１

を負担しているものでございます。３節児童手当負担金につきましても、国庫負担金と同様、

中学校修了までの児童・生徒を対象に支給する児童手当の負担金でございます。４節保険基

盤安定負担金につきましては、国民健康保険と後期高齢者医療保険の基盤安定の負担金でご

ざいます。７節介護保険負担金につきましては、先ほどの国庫負担金と同様、消費税引き上

げに伴いまして、低所得者の介護保険料の負担軽減を図るための負担金でございます。 

  ３目衛生費県負担金、１節保健衛生費負担金につきましては、予防接種事故救済事業及び

休日・夜間急患診療体制整備に要する経費に対します負担金でございます。 

  次に、２項県補助金の収入済額は３億6,917万7,632円で、前年度と比較しますと１億

4,688万8,659円の減額で、28.5％の減でございます。 

  まず、１目総務費県補助金、１節総務管理費補助金の山梨県消費者行政推進交付金等市町

村事業費補助金につきましては、市が行います消費生活への取り組みに要します経費に対す
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る補助金でございます。２節企画費補助金につきましては、山梨県生活バス路線維持費補助

金で、山交タウンコーチ株式会社が運行しております韮崎駅から敷島、甲府駅線に対する補

助金でございます。 

  次に、２目民生費県補助金、１節社会福祉費補助金につきましては、地域生活支援事業や

重度心身障害者医療費助成事業と、決算書は34、35ページをお願いいたします。それから、

高齢者社会活動推進等事業などに対する補助金でございます。また、山梨県重度心身障害者

医療費助成システム改修事業費補助金につきましては、重度心身障害児に係る助成金の窓口

無料化を円滑に移行するためのシステム改修費に対する補助金でございます。２節児童福祉

費補助金につきましては、ひとり親家庭医療費助成事業、特別保育事業、放課後児童健全育

成事業、乳幼児医療費助成事業、教育・保育給付費地方単独費用などの補助金でございます。 

  次に、３目衛生費県補助金、１節保健衛生費補助金につきましては、小児慢性特定疾患児

への日常生活用具の給付に対する補助金と、健康増進法に基づき実施いたします健康相談や

健康教育などに対する健康増進事業費補助金でございます。 

  ５目農林水産業県補助金、１節農業費補助金につきましては、農業委員会補助金と、36、

37ページをお願いいたします。 

  それから、青年就農給付金交付事業、農業基盤整備促進事業、日本型直接支払事業に対す

る補助金でございます。また、土地改良事業費等補助金につきましては、西八幡地内の農道

１路線の改良に対する補助金でございます。２節林業費補助金につきましては、被害木伐採

事業に対する松くい虫被害対策事業補助金と松くい虫による被害木に対し薬剤燻蒸処理を実

施する造林事業に対する補助金でございます。３節地籍調査費補助金は、敷島地区の地籍調

査に対する補助金でございます。 

  ７目土木費県補助金、１節土木費補助金につきましては、木造住宅の耐震診断や耐震改修

等に対します補助金でございます。 

  ９目教育費県補助金、１節小学校費補助金、２節中学校費補助金、４節幼稚園費補助金は、

東日本大震災によります被災児童・生徒等へ支出した就学支援費に対する補助金として予算

計上いたしましたが、支出がありませんでしたので、収入はございませんでした。３節社会

教育費補助金は、埋蔵文化財の調査事業の補助金でございます。 

  38ページ、39ページをお願いいたします。 

  ３項委託金につきましては、収入済額１億6,300万1,794円で、前年度と比較いたします

と797万3,910円の減額で、4.7％の減でございます。 
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  １目総務費委託金、１節総務管理費委託金は、土地利用規制対策に対する交付金でござい

ます。２節選挙費委託金は、平成28年７月10日執行の参議院議員選挙に係る委託金でござ

います。３節統計調査費委託金は、学校基本調査、人口動態調査、経済センサス等の各種統

計調査の交付金でございます。４節移譲事務交付金は、県の移譲事務に対する交付金でござ

います。５節徴税費委託金は、個人県民税の徴収の取り扱いに対する交付金でございます。

６節在外選挙人名簿登録事務交付金は、在外選挙人名簿の登録事務に対する交付金でござい

ます。 

  ２目民生費委託金、１節社会福祉費委託金につきましては、生活のしづらさなどに関する

調査に対する委託金でございます。２節生活保護費委託金につきましては、中国残留邦人を

支援するための事務経費に対する委託金でございます。 

  ３目衛生費委託金、１節環境衛生費委託金につきましては、自然環境保全地区の管理の委

託金でございます。 

  ５目農林水産業委託金、１節農業費委託金の県営土地改良事業事務委託金につきましては、

双葉北部地区の農地環境整備事業に対する委託金でございます。 

  次に、８目教育費委託金でございます。 

  決算書の40ページ、41ページをお願いいたします。 

  １節学校教育費委託金でございますが、まず授業改善プラン実践事業委託金につきまして

は、双葉中学校が平成26年度から28年度までの３年間、県の研究校として指定を受け、そ

の経費に対する委託金でございます。また、道徳教育研究推進校事業委託金につきましては、

竜王中学校が平成28年度から30年度までの３年間、県の研究推進校となり、学校における

道徳教育の充実と地域に根差した道徳的実践活動の充実を目的とした事業の委託金でござい

ます。２節社会教育委託金は、山梨県文化財保護条例の事務委託金でございます。 

  以上が14款国庫支出金と15款県支出金の説明となります。よろしくお願いいたします。 

○委員長（三浦進吾君） 説明が終わりました。 

  これより説明に対して質疑を行います。 

  質疑ございますか。 

〔発言する者なし〕 

○委員長（三浦進吾君） なければ、委員の質疑を終了いたします。 

  続いて、傍聴議員の質疑を許します。 

  ございますか。 
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〔発言する者なし〕 

○委員長（三浦進吾君） ないようですので、傍聴議員の質疑を終了いたします。 

  これで第14款国庫支出金及び第15款県支出金についてを終了いたします。 

  次に、第16款財産収入から第19款繰越金について、一括で説明を求めます。 

  横森企画財政課長。 

○企画財政課長（横森貴志君） それでは、決算書の40ページ、41ページをお願いいたしま

す。 

  16款財産収入でございます。収入済額は2,595万4,756円で、前年度と比較しますと684万

7,713円、20.9％の減額でございます。 

  １項財産運用収入、１目財産貸付収入、１節不動産貸付収入につきましては、普通財産の

貸付収入でございます。 

  ２目利子及び配当金、１節利子及び配当金につきましては、財政調整基金を初めとする

14の基金に対する預金利子等でございます。 

  ２項財産売払収入、１目不動産売払収入、１節不動産売払収入につきましては、法定外導

水路の用途廃止に伴います売却収入と市有財産の不動産の売払収入でございます。 

  ２目物品売払収入、１節物品売払収入につきましては、公益財団法人日本消防協会より消

防団防災学習災害活動車が交付されたことに伴いまして、消防団本部活動車として使用して

いた車両を売却した収入でございます。 

  42、43ページをお願いいたします。 

  17款寄附金でございます。収入済額は１億4,560万3,704円で、前年度と比較しますと

7,989万2,782円、121.6％の大幅な増額となりました。この増額の内容でありますが、ふる

さと応援寄附金が大幅に増となったことが要因でございます。 

  １項寄附金、１目一般寄附金、１節一般寄附金につきましては、収入済額３万円で、個人

１名からの寄附でございます。２節ふるさと寄附金につきましては、7,387件、金額といた

しますと１億4,534万6,002円の寄附がございました。ふるさと寄附金につきましては、寄

附金の特典に多くの特産品を加えたことや、新たにインターネットサービス会社のポータル

サイトを活用したことなどにより大幅な増額となりました。 

  ４目衛生費寄附金、１節衛生費寄附金につきましては、アピタ双葉店から有料レジ袋の売

り上げの一部を環境衛生事業のために寄附されたものを初め、２件の寄附を受けたものでご

ざいます。 
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  次に、18款繰入金でございます。収入済額は12億8,631万8,976円で、前年度と比較いた

しますと3,103万4,331円、2.5％の増額でございます。 

  １項基金繰入金、１目財政調整基金繰入金、１節財政調整基金繰入金につきましては、財

源不足分を補てんするために12億2,498万8,000円を繰り入れております。 

  ５目中山間ふるさと水と土保全対策基金繰入金、１節中山間ふるさと水と土保全対策基金

繰入金につきましては、県営土地改良事業に充当するため127万4,000円を繰り入れており

ます。 

  12目地域振興基金繰入金、１節地域振興基金繰入金につきましては、当該年度のサテラ

イト双葉からの競輪場外車券場等の地元対策費相当分をこども医療費助成事業へ充当するた

めに繰り入れております。 

  次に、２項特別会計繰入金、３目介護保険特別会計繰入金、１節介護保険特別会計繰入金

につきましては、介護給付費負担金等の前年度の決算に伴います精算金の繰入金でございま

す。 

  11目後期高齢者医療特別会計繰入金、１節後期高齢者医療特別会計繰入金につきまして

も同様に、前年度の決算に伴います精算金の繰入金でございます。 

  次に、決算書は42ページから45ページになります。 

  19款繰越金につきましては、前年度からの繰越金で、決算額は14億3,427万3,391円であ

りました。 

  以上が16款財産収入から19款繰越金までの説明となります。よろしくお願いいたします。 

○委員長（三浦進吾君） 説明が終わりました。 

  これより説明に対して質疑を行います。 

  質疑ございますか。 

〔発言する者なし〕 

○委員長（三浦進吾君） なければ、委員の質疑を終了します。 

  傍聴議員の質疑を、ないですね。 

  傍聴議員の質疑を終了いたします。 

  これで第16款財産収入から第19款繰越金についてを終了いたします。 

  次に、第20款諸収入について説明を求めます。 

  横森企画財政課長。 

○企画財政課長（横森貴志君） それでは、決算書の44ページ、45ページをお願いいたしま
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す。 

  20款諸収入でございます。収入済額は６億7,904万6,176円で、前年度と比較しますと39

万759円、0.1％の増額でございます。 

  １項延滞金、加算金及び過料、１目延滞金、１節延滞金につきましては、市税等の延滞金

でございます。 

  ２項市預金利子、１目市預金利子、１節市預金利子につきましては、歳計現金分の預金利

子でございます。 

  ３項受託事業収入、１目民生費受託事業収入、１節児童福祉費受託事業収入につきまして

は、保育所の他市町村からの受け入れに対します収入でございます。 

  ３目教育費受託事業収入、１節社会教育費受託事業収入につきましては、大下条地内の都

市計画道路田富町敷島線道路改良工事において、埋蔵文化財が確認され、その発掘調査費用

として、原因者であります山梨県から文化財調査受託事業収入として受けたものでございま

す。 

  ４目総務費受託事業収入、１節総務管理費受託事業収入につきましては、山梨県広報の配

布委託を県から受け、そのための受託事業収入でございます。 

  ４項貸付金元利収入、１目労働費貸付金元利収入、１節労働費貸付金元利収入につきまし

ては、勤労者生活安定資金預託金の返戻金でございます。 

  次に、５項雑入でございます。収入済額６億4,232万6,215円で、前年度と比較いたしま

すと205万6,171円、0.3％の減でございます。 

  雑入につきましては、重立ったものの説明とさせていただきます。 

  まず、１節総務費雑入でございますが、内容につきましては、46、47ページをお願いい

たします。 

  まず、山梨県市町村振興協会市町村交付金につきましては、新市町村振興宝くじ、オータ

ムジャンボ宝くじになりますけれども、その収益金をもって交付されるものでございます。

職員駐車場使用料につきましては、職員負担の職員駐車場使用料でございます。コミュニテ

ィ助成事業助成金は、自治総合センターの一般コミュニティ助成事業におきまして、２つの

自治会が採択された助成費でございます。広告掲載収入につきましては、市のホームページ

バナー広告掲載料及び議会だよりなどへの広告掲載収入でございます。２節民生費雑入につ

きましては、延長保育利用料、児童扶養手当返還金、決算書は48ページ、49ページをお開

きいただきまして、生活保護費用返還金、重度医療高額療養費納付金、山梨県後期高齢者医
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療広域連合からの派遣職員費、山梨県後期高齢者健康診査及び健康増進事業費補助金等でご

ざいます。３節衛生費雑入につきましては、リサイクル品売払収入と指定ごみ袋売払収入等

でございます。４節労働費雑入につきましては、勤労青少年ホーム公衆電話使用料でありま

すが、収入はございませんでした。５節農林水産業費雑入につきましては、農業者年金業務

事務委託事業収入は、農業者年金基金からの事務取扱手数料等でございます。また、土地改

良施設維持管理適正化事業交付金は、山梨県土地改良事業団連合会からの適正化事業に対す

る交付金でございます。６節商工費雑入でございますが、内容につきましては、50ページ、

51ページをお願いいたします。 

  サテライト双葉の競輪場外車券場の地元対策費、競艇場外船券場の環境整備協力費、やは

たいぬのＬＩＮＥスタンプ購入料分配金などでございます。７節土木費雑入につきましては、

国有河川占用料、都市計画図等の売りさばき代、鉄類等売払収入などでございます。８節消

防費雑入は、県道甲府韮崎線拡幅に伴います防火水槽の取り壊しの損失補償費、そのほか消

防団員の福祉共済制度加入事務費等でございます。９節教育費雑入につきましては、小・中

学校給食費が主な収入でございます。収入未済額の3,845万1,713円につきましては、小・

中学校の給食費でございます。このほか、埋葬文化財調査負担金につきましては、市内民間

開発事業に伴います埋蔵文化財調査費で、大下条地内の御岳田遺跡の調査の委託金でござい

ます。また、双葉ふれあい文化館電気使用料につきましては、指定管理者であります広域財

団法人山梨文化学習協会からの電気料相当額などが主なものであります。 

  52ページ、53ページをお願いいたします。 

  Ｂ＆Ｇ財団海洋センター修繕助成金につきましては、双葉Ｂ＆Ｇ海洋センターの管理棟屋

根防水工事、子供プール及び25メートルプールの防水シート張りかえ工事に対するＢ＆Ｇ

財団からの助成金でございます。 

  次に、２目滞納処分費、１節滞納処分費につきましては、インターネット公売の売却手数

料相当分でございます。 

  ３目過年度収入、１節社会福祉費負担金過年度収入につきましては、平成27年度分の生

活保護費等の国庫負担金の過年度収入でございます。２節児童福祉費負担金過年度収入につ

きましては、収入はございませんでした。５節介護保険負担金過年度収入につきましては、

平成27年度分の低所得者保険料軽減負担金の国庫負担金、県負担金の過年度収入でござい

ます。 

  以上が20款諸収入の説明となります。よろしくお願いいたします。 
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○委員長（三浦進吾君） 説明が終わりました。 

  これより説明に対して質疑を行います。 

  質疑ございますか。 

  樋泉委員。 

○委員（樋泉明広君） 49ページの商工費雑入でありますが、サテライト双葉での競輪、競

馬、オートレース、それから競艇のこの売り上げの何％がここへ盛られているんでしょうか。 

○委員長（三浦進吾君） 当局の答弁を求めます。 

  輿石部長。 

○建設産業部長（輿石春樹君） パーセントでございますが、お答えいたします。 

  サテライト双葉のまず競輪の関係が１％、そして競艇の関係も１％、オートレースも１％

で、あと競馬の関係が0.5％になります。 

  以上でございます。 

○委員長（三浦進吾君） 樋泉委員。 

○委員（樋泉明広君） いいですか。競輪のほうが１％、それから競艇のほうも１％、オート

レースも１％、それで競輪…… 

〔「競馬」と呼ぶ者あり〕 

○委員（樋泉明広君） 競馬のほうが…… 

〔「中央競馬」と呼ぶ者あり〕 

○委員（樋泉明広君） 2.…… 

〔「0.5」と呼ぶ者あり〕 

○委員（樋泉明広君） ごめんなさい。0.5ね。 

○委員長（三浦進吾君） 樋泉委員。 

○委員（樋泉明広君） ついでにお聞きしたいんですが、この売り上げというか、収入のこの

雑入のこの使い道ですが、今、どこへ予算化しているか。これは前の出のほうで若干聞きま

したけれども、もう一度確認の意味で。 

○委員長（三浦進吾君） 当局の答弁を求めます。 

  横森課長。 

○企画財政課長（横森貴志君） これらの充当している先ですけれども、当初は競輪場外車券

場の関係は、上ノ段南原線の道路の新設の関係で、立川から費用をいただいておりました。 

  それが一段落するときに、こども医療費の関係が、入院が就学児童前、そして病院への通
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院が５歳児以下という形の当時は助成になっておりました。それを平成21年度からそれぞ

れ小学校６年度まで引き上げるということになりまして、その財源といたしまして、この地

域振興基金を平成21年度から充当した経緯でございます。 

  以上でございます。 

○委員（樋泉明広君） はい、了解。 

○委員長（三浦進吾君） よろしいですか。 

  ほかにございますか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（三浦進吾君） なければ、委員の質疑を終了いたします。 

  傍聴議員いないようですから、傍聴議員の質疑を終了いたします。 

  これで第20款諸収入についてを終了いたします。 

  次に、第21款市債について説明を求めます。 

  横森課長。 

○企画財政課長（横森貴志君） それでは、21款市債についてご説明いたします。 

  決算書は52ページから55ページまでとなりますので、お願いいたします。 

  市債の収入済額につきましては16億3,721万円でございます。 

  １項市債、１目総務債、２節臨時財政対策債につきましては、収入済額７億円でございま

す。臨時財政対策債の発行可能額は10億3,935万円でございましたけれども、発行額を７億

円に抑制したところでございます。３節一般補助施設整備等事業債につきましては、平成

27年度からの繰越事業であります業務系システム運営事業の財源で、収入済額は1,040万円

でございます。 

  ７目土木債、１節道路橋梁事業債につきましては、辺地債といたしまして下芦沢道路改良

事業に充当したもので、収入済額は2,250万円でございます。 

  12目合併特例債につきましては、まず道路新設改良事業、河川改修事業、塩崎駅周辺整

備事業、公園整備事業、消防車両更新事業、敷島小学校大規模改修事業、敷島南小学校校舎

増築事業、竜王中学校大規模改修事業、小・中学校音楽室空調設備設置事業、敷島総合文化

会館外壁改修工事等のために借り入れました６億7,070万円と、それから平成23年度に借り

入れを行いました合併特例債の借りかえのために借り入れました２億3,361万円でございま

す。 

  地方債の現在高調書につきましてご説明いたしますので、決算審議資料の１ページをお開
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き願います。 

  そのページの一般会計の表をごらんいただきたいと思います。 

  表の一番下の行の計（１）の右から２列目になりますが、平成28年度末の現在高は249億

3,962万7,000円となりまして、平成27年度末の現在高と比較いたしますと、12億4,569万

8,000円減額し、4.8％の減でございます。 

  以上で21款市債の説明とさせていただきます。よろしくお願いいたします。 

○委員長（三浦進吾君） 説明が終わりました。 

  これより説明に対して質疑を行います。 

  質疑ございますか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（三浦進吾君） なければ、委員の質疑を終了します。 

  傍聴議員はいないようですので、これで第21款市債について終了いたします。 

  以上で歳入を終了し、一般会計決算の質疑を終了します。 

  ただいまより、本委員会に付託されました認定第１号 平成28年度甲斐市一般会計歳入

歳出決算認定の件について、順次討論、採決を行います。 

  まず、本案に対する討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（三浦進吾君） 討論あり。 

  まず、本案に対する反対者の発言を許します。 

○委員（樋泉明広君） 日本共産党甲斐市議団、樋泉です。 

  認定第１号 平成28年度甲斐市一般会計歳入歳出決算認定の反対討論を行います。 

  本決算は、歳入歳出それぞれ総額268億2,081万円、254億3,309万円で、差し引き13億

8,772万円になっております。 

  歳入では、資産化優遇税制の株式等譲渡所得が予算執行され、大企業の法人税引き下げ、

また税金逃れの研究開発で連携納税制度などがあり、これは廃止するべきであります。 

  また、地方消費税交付金11億8,749万円も、市民の消費税負担であり、消費税は経済に大

きな影響、そして一般家庭にもはかり知れない影響を与えております。 

  また、住民税均等割の復興税、森林環境税も、市民の負担になっております。 

  2014年度には学校給食費を引き上げておりますが、学校給食費の無料化や一部負担の補

助の自治体がふえております。 
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  ギャンブル依存症が問題になっている中で、公営ギャンブル場のサテライト双葉の売り上

げを地域開発基金に繰り入れて、こどもの医療費の無料化に予算化執行している、これも納

得できません。 

  歳出では、こどもの医療費無料化を初め、高校生までの医療費無料化、小・中学校の全て

の教室にエアコン設置の実施は高く評価をしたいと思います。 

  しかし、軽自動車、原付自動車税の引き上げも一昨年実施されております。 

  また、生活保護費の老齢加算、住宅扶助費、冬季加算の削減はやめるべきであります。 

  個人情報の漏えいに問題を残すマイナンバー制度の推進にも納得できません。 

  以上、さらなる市民の皆さんの予算執行を切望いたしまして、反対討論といたします。 

  以上であります。 

○委員長（三浦進吾君） 次に、本案に対する賛成者の発言を許します。 

  ございますか。 

  山本今朝雄委員。 

○委員（山本今朝雄君） 創政甲斐クラブ、山本今朝雄です。 

  認定第１号 平成28年度甲斐市一般会計歳入歳出決算認定の件について、賛成の立場か

ら討論をいたします。 

  国においては、まち・ひと・しごと創生法に基づき、日本全体の人口の将来展望を踏まえ、

平成26年度に策定したまち・ひと・しごと創生総合戦略が平成29年度に中間年を迎えるに

当たり、既存の取り組みを加速化するための新たな施策により、地方創成の新展開を図ると

しております。 

  本市におきましても、人口削減対策に重点を置いた重点的な取り組みとして、平成27年

10月に策定した甲斐市まち・ひと・しごと創生総合戦略に取り組む中で、国の動向に注視

しつつ、効率的、効果的な予算執行が求められております。 

  このような状況の中、歳入においては、決算額は268億2,081万9,846円で、前年度対比

2.5％の減額となっております。歳入の約３割を占める市税においては、調定額が昨年度対

比0.7％の減となった中、収納率を0.49％引き上げたことにより収入済額は0.2％の減額に

とどめ、前年度と同程度を確保しております。また、国・県支出金の積極的な獲得及び財政

調整基金等を有効に活用する中、堅実な財源の確保を図った努力がうかがえます。 

  市債については、地方交付税において、元金償還金が基準財政需要額に措置される合併特

例債や臨時財政対策債を有効に活用しつつ、市債は将来負担となることから、発行を必要最
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低限にとどめ、将来に向かって健全な財政運営を可能とするため、市政全般にわたって市民

福祉の向上に果敢に取り組む姿勢は評価するところであります。 

  次に、歳出でありますが、決算額は254億3,309万2,590円で、前年度対比2.4％の減額と

なっています。 

  増加する社会保障関係経費に的確に対応する中で、緑と活力あふれる生活快適都市及び創

甲斐教育の実現に向け、政策課題の着実な推進と健全財政の堅持を基本とし、施策の選択と

集中を図る中、主要事業である塩崎駅周辺整備事業や幹線道路整備事業などを執行するとと

もに、敷島南小学校増築工事、竜王中学校第２期大規模改修工事など安心して学べる教育環

境の整備への対応、また産前から子育てまできめ細やかかで切れ目のない子育て支援の実現

を図る甲斐市版ネウボラ推進プロジェクトへの取り組みなど、市民生活に直接かかわる事業

に対して、効率的、効果的な予算執行がなされているものと総括することができます。 

  一方、主な財政分析指数を見ると、財政構造の弾力性を判断する経常収支比率は86.5％

で、前年度比に比べ1.7ポイント上昇したが、財政健全化指数の実質公債費比率は0.1ポイ

ント、将来負担比率におきましては10.7ポイントの改善が見られております。 

  今後、少子高齢化社会が着実に進展し、社会保障経費が増加していくことが見込まれるた

め、より一層の歳出削減と歳入確保が求められると考えます。 

  本市の将来像である緑と活力あふれる生活快適都市の実現に向け、将来を見据えた的確な

判断と臨機応変な実行力を備えた財政運営に期待をし、賛成討論といたします。 

  以上です。 

○委員長（三浦進吾君） ほかに討論ございますか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（三浦進吾君） なければ、これで討論を終わります。 

  これより、本案について採決いたします。 

  本案は起立により採決します。 

  お諮りします。本案に賛成の方はご起立をお願いいたします。 

〔賛成者起立〕 

○委員長（三浦進吾君） 起立多数です。 

  したがって、本案は原案のとおり認定すべきものと決定されました。 

  なお、委員会報告につきましては、委員長にご一任をお願いいたします。 

  以上で認定第１号 平成28年度甲斐市一般会計歳入歳出決算認定の件を終了いたします。 
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  以上で本日の審査を終了し、散会といたします。 

  あしたも９時半より再開いたします。 

  ご苦労さまでした。 

 

散会 午後 ４時３４分 


